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開会宣告（午前１０時０１分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

○議長（方川一郎君） ただいまから、平成３０年第２回本別町議会定例会を開会します。 

──────────────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

○議長（方川一郎君） これから、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（方川一郎君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、方川英一君、黒山久男君、及

び篠原義彦君を指名します。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議会運営委員長報告 

○議長（方川一郎君） 日程第２ 議会運営委員長から報告を行ないます。 

 議会運営委員長方川英一君、御登壇ください。 

○議会運営委員長（方川英一君）〔登壇〕 報告いたします。 

 平成３０年３月２３日第１回定例会において閉会中の調査付託を受けた議会の会期、日

程等の議会運営に関する事項について報告をいたします。 

 議会の運営に関する事項。 

 まず、会期について申し上げます。 

 本定例会の会期は、本日、６月５日から６月１８日までの１４日間とするよう予定をい

たしました。 

 次に、一般質問の締め切りについて申し上げます。 

 一般質問の通告は、６月７日正午をもって締め切ることといたしました。 

 次に、陳情文書の取扱いについて申し上げます。 

 本日までに、３件の提出がありました。 

 一つ目は「北海道医師会第１５１回臨時代議員会」決議内容実現に向けた取り組みの陳

情。二つ目に「これからの高校づくりに関する指針」を見直し、機械的な高校統廃合を行

わないことを求める陳情。最後の三つ目であります、国の責任による３５人以下学級の前

進を求める陳情。以上、３件については、議会運営基準１３８運用例５によることとし、

後刻、議員の回覧に供することといたします。 

 以上、報告といたします。 

○議長（方川一郎君） これで報告済みといたします。 

 本日、気温が上がっていますので、上着を取っても良いことといたします。 

──────────────────────────────────────────── 
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◎日程第３ 会期決定の件 

○議長（方川一郎君） 日程第３ 会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、６月５日から６月１８日までの１４日間とすることにしたいと思い

ます。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日６月５日から６月１８日までの１４日間とすることに決定い

たしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎休会の議決 

○議長（方川一郎君） お諮りします。 

 議事の都合により、６月６日から１３日、１６日から１７日までの１０日間を休会にし

たいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、６月６日から１３日、１６日から１７日までの１０日間は休会とすること

に決定いたしました。 

 暫時休憩します。 

午前１０時０５分  休憩 

午前１０時０７分  再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第４ 諸般の報告 

○議長（方川一郎君） 日程第４ 諸般の報告を行ないます。 

 報告第２号平成２９年度本別町一般会計繰越明許費繰越計算書報告について報告を求め

ます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 報告第２号平成２９年度本別町一般会計繰越明許費繰越計算

書報告。 

 平成２９年度本別町一般会計繰越明許費について、次のページの繰越計算書のとおり繰

り越しをいたしましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告いたし

ます。 

 次のページをお開きください。 

 平成２９年度本別町一般会計繰越明許費繰越計算書。 
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 ２款総務費１項総務管理費地方創生拠点整備事業（旧南保育所改修）については、国の

平成２９年度補正予算における生産性革命に資する地方創生拠点整備によるもので、平成

３０年３月の定例会で補正したものであります。 

 合計金額は３,７９３万７,０００円、翌年度繰越額も３,７９３万７,０００円で、うち

未収入特定財源は国庫支出金１,８９５万円、地方債１,８９０万円、一般財源８万７,００

０円であります。 

 ６款農林水産業費１項農業費畑作構造転換事業については、国の平成２９年度補正予算

における農林水産業・地域の活力創造プランに基づく施策の推進によるもので、平成３０

年３月定例会で補正したものであります。 

 合計金額は４５２万４,０００円、翌年度繰越額も４５２万４,０００円で、うち未収入

特定財源は道支出金４５２万４,０００円、地方債、一般財源はありません。 

 ８款土木費２項道路橋りょう費本別町管内橋りょう長寿命化事業については、国及び北

海道により繰り越しをしたものであります。 

 合計金額は６,２８６万円、翌年度繰越額も６,２８６万円で、うち未収入特定財源は国

庫支出金３,９００万円、地方債２,１３０万円、一般財源２５６万円であります。 

 １０款教育費２項小学校費小学校煙突改修事業（勇足・仙美里）については、国の平成

２９年度補正予算における防災・減災対策をはじめとした学校施設等整備によるもので、

平成３０年３月の定例会で補正したものであります。 

 合計金額は２,２４１万１,０００円、翌年度繰越額も２,２４１万１,０００円で、うち

未収入特定財源は国庫支出金７５１万６,０００円、地方債１,４８０万円、一般財源９万

５,０００円であります。 

 １０款教育費３項中学校費中学校煙突改修事業（本別・勇足）については、国の平成２

９年度補正予算における防災・減災対策をはじめとした学校施設等整備によるもので、平

成３０年３月の定例会で補正したものであります。 

 合計金額は２,８２０万７,０００円、翌年度繰越額も２,８２０万７,０００円で、うち

未収入特定財源は国庫支出金９４６万円、地方債１,８７０万円、一般財源４万７,０００

円であります。 

 以上、平成２９年度本別町一般会計繰越明許費の繰越報告とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） これで報告済みといたします。 

 次に、報告第３号平成２９年度本別町水道事業会計予算繰越計算書報告について、報告

を求めます。 

 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有君） 報告第３号平成２９年度本別町水道事業会計予算繰越計

算書報告。 

 平成２９年度本別町水道事業会計の建設改良費について、次のページの繰越計算書のと

おり繰り越しをいたしましたので、地方公営企業法第２６条第３項の規定により報告をい
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たします。 

 次のページをお開きください。 

 平成２９年度本別町水道事業会計予算繰越計算書。 

 資本的支出、１款資本的支出１項建設改良費、上水道第１取水施設災害復旧工事につき

ましては、平成３０年３月９日発生の大雨の影響により工期を延長したため翌年度に繰越

すものでございます。 

 合計金額は２,５５９万６,０００円、翌年度繰越額も２,５５９万６,０００円でござい

ます。うち未収入財源は、国庫支出金が１,２７９万８,０００円、地方債が１,２７０万円、

不足する額９万８,０００円は当年度分損益勘定留保資金にて補てんするものでございま

す。 

 以上、平成２９年度本別町水道事業会計予算繰越計算書報告とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） これで報告済みとします。 

 次に、報告第４号公用車両の交通事故に起因する和解及び損害賠償額を定めることにつ

いて、報告を求めます。 

 阿部社会教育課長。 

○社会教育課長（阿部秀幸君） 報告第４号専決処分報告公用車両の交通事故に起因する

和解及び損害賠償額を定めることにつきまして、地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り専決処分いたしましたので、同条第２項の規定により報告いたします。 

 １ページをめくりまして、次のページを御覧ください。 

 事故の概要でございますが、本事故は駐車場内停車中における事故であります。 

 平成３０年４月５日１２時３５分頃、公用車両、シエンタ帯広○○○○○○○○が、芽

室町で開催される十勝社会教育委員協議会理事会へ委員長代理で出張する際、移動中、中

川郡本別町南４丁目１番地１、ローソン本別南４丁目店駐車場内において、停車後、右側

前方ドアを開けた際、強風にあおられ、隣に駐車中の東京美装北海道株式会社の所有する

車両、プロボックス帯広○○○○○○○○の右後方に接触し、車体表面を損傷させた事故

について、５月８日に示談が成立しましたので、民法第６９５条の規定に基づき、和解し

損害賠償額を定めるものでございます。 

 報告につきましては、和解の相手方、和解の要旨のみ報告させていただきます。 

 １、和解の相手方でありますが、住所、帯広市西３条南９丁目２セントラル十勝ビル、

氏名、東京美装北海道株式会社帯広営業所、営業所長、○○○○。 

 ２、和解の要旨につきましては、本件の事故にかかる損害賠償額を一金６万７,９４５円

と定め、本別町が東京美装北海道株式会社に対し支払うものとする内容でございます。こ

の損害賠償額につきましては、全額町村有自動車損害共済金により賄われます。 

 なお、示談書に記載されている時間につきまして、午後１２時３５分とありますが、保

険会社が示談書を代行して作成しており、保険会社の記載方法としてこのような記載にな

る旨、報告をうけていることを申し添えます。 
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 いずれにいたしましても、今後、各種業務におきまして交通安全への意識を高め、十分

注意を払い遂行してまいりたいと考えております。 

 以上、報告第４号専決処分報告とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） これで報告済みとします。 

 次に、報告第５号専決処分報告、平成３０年度本別町一般会計補正予算（第２回）につ

いて、報告を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 報告第５号専決処分報告、平成３０年度本別町一般会計補正

予算（第２回）について、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分したので同

条第２項の規定により報告いたします。 

 今回の補正は、ただ今報告いたしました公用車両の交通事故に起因する損害賠償金であ

ります。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６万８,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ６７億４,６４７万４,０００円とする内容であります。 

 ３ページ、４ページをお開きください。 

 下段の２、歳出でありますが、１０款教育費１項教育総務費２目事務局費２２節補償補

填及び賠償金６万８,０００円の補正は、相手方車両修繕費を損害賠償金として支払うもの

であります。 

 上段の１、歳入の１９款諸収入４項１目７節雑入６万８,０００円は、この費用の全額が

町村有自動車損害共済金として賄われるため計上いたしました。 

 以上、簡単でありますが専決処分報告とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） これで報告済みとします。 

 次に、報告第６号公用車両の交通事故に起因する和解及び損害賠償額を定めることにつ

いて、報告を求めます。 

 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有君） 報告第６号公用車両の交通事故に起因する和解及び損害

賠償額を定めることについて、御説明を申し上げます。 

 本事故は、除雪作業中における除雪車の事故でございます。 

 平成３０年２月１５日午前１０時５０分頃、公用車両、モーターグレーダー帯広○○○

○○○○○が、中川郡本別町新町１７番地２９、町道新町通り道路上において除雪作業中

に除雪プラウの接触により電柱を破損したものでございます。 

 事故後直ちに北海道電力株式会社により電柱の応急処置を行ない、この度、電柱の補修

工事が完了したことなどから５月２５日に示談が成立いたしましたので、民法第６９５条

の規定に基づき、和解し損害賠償額を定めたことから、地方自治法第１８０条第１項の規
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定により専決処分をいたしましたので、同条第２項の規定により報告をいたします。 

 なお、報告につきましては和解の相手、和解の要旨のみ報告させていただきます。 

 １、和解の相手でありますが、住所は帯広市西５条南７丁目２番地、氏名は北海道電力

株式会社、執行役員、送配電カンパニー帯広支店長、○○○○氏であります。 

 ２、和解の要旨につきましては、本件の事故にかかる損害賠償額を一金７９万３,８４３

円と定め、本別町が北海道電力株式会社に対し支払うものとする内容でございます。 

 なお、この損害賠償額につきましては、全額町村有自動車損害共済金により賄われます。 

 今後はこのような事故を起こさないよう、より一層交通安全への意識を高め、安全運行

を徹底してまいりたいと思います。 

 以上、報告第６号の専決処分報告とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） これで報告済みとします。 

 次に、報告第７号専決処分報告、平成３０年度本別町一般会計補正予算（第３回）につ

いて、報告を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 報告第７号専決処分報告、平成３０年度本別町一般会計補正

予算（第３回）について、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分したので同

条第２項の規定により報告いたします。 

 今回の補正は、ただ今報告いたしました公用車両の交通事故に起因する損害賠償金であ

ります。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７９万４,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ６７億４,７２６万８,０００円とする内容であります。 

 ３ページ、４ページをお開きください。 

 下段の２、歳出でありますが、８款土木費２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費

２２節補償補填及び賠償金７９万４,０００円の補正は、電柱修繕費を損害賠償金として支

払うものであります。 

 上段の１、歳入の１９款諸収入４項１目７節雑入７９万４,０００円は、この費用の全額

が町村有自動車損害共済金で賄われるため計上いたしました。 

 以上、簡単でありますが専決処分報告とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） これで報告済みとします。 

 次に、報告第８号専決処分報告、平成３０年度本別町一般会計補正予算（第４回）につ

いて報告を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 報告第８号専決処分報告、平成３０年度本別町一般会計補正

予算（第４回）について、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分したので同
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条第２項の規定により報告いたします。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６０万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を、歳入歳出それぞれ６７億４,７８６万８,０００円とする内容であります。 

 ３ページ、４ページをお開きください。 

 上段１、歳入でありますが、１６款１項１目寄付金１節総務費寄付金５０万円の増額補

正は、社会教育施設等整備基金として、本別町南４丁目にお住まいの○○○○様からの指

定寄付金でございます。 

 ５節消防費寄付金１０万円の増額補正は、消防団物品購入費として、本別町にお住まい

の匿名の方からの指定寄付金でございます。 

 次の２、歳出でありますが、２款総務費１項総務管理費１４目基金費２５節積立金５０

万円の増額補正は、寄付者の意向により社会教育施設等整備基金へ積み立てるものでござ

います。 

 下段の９款１項消防費２目非常備消防費１８節備品購入費１０万円の増額補正は、寄付

者の意向により、消防団備品として屋外拡声装置を購入するものであります。 

 以上、簡単でありますが専決処分報告とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） これで報告済みとします。 

 次に、監査委員から平成３０年３月分及び４月分に関する例月出納検査結果報告書の提

出がありました。その写しをお手元に配布しておきましたので、御了承願います。 

 これで報告済みとします。 

 次に、平成２９年度土地開発公社決算報告書が町長から提出がありました。その写しを

お手元に配布しておきましたので、御了承願います。 

 これで報告済みとします。 

 次に、池北三町行政事務組合議会の平成３０年第１回定例会以降における主な審議内容

について、お手元に配布のとおり報告いたしますので、御了承願います。 

 これで報告済みとします。 

 次に、十勝圏複合事務組合議会の平成３０年第１回定例会以降における主な審議内容に

ついて、お手元に配布のとおり報告いたしますので、御了承願います。 

 これで報告済みとします。 

 次に、とかち広域消防事務組合議会の平成３０年第１回定例会以降における主な審議内

容について、お手元に配布のとおり報告いたしますので、御了承願います。 

 これで報告済みとします。 

 次に、平成３０年第１回定例会以降における議長の主な動静について、お手元に配布の

とおり報告いたしますので、御了承願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 
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──────────────────────────────────────────── 

◎日程第５ 行政報告 

○議長（方川一郎君） 日程第５ 行政報告を行います。 

 髙橋町長、御登壇ください。 

○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 平成２９年度の各会計の決算見込みについて報告をいたし

ます。 

 一般会計の決算見込みにつきましては、歳入総額で７５億１４４万１,０００円に対しま

して歳出総額は７３億９,１８９万４,０００円で、歳入歳出の差引額は１億９５４万７,０

００円となる見込みであります。 

 歳入歳出差引額から、翌年度へ繰り越すべき繰越明許費は一般財源分２７８万９,０００

円を差し引いた実質の収支は１億６７５万８,０００円となる見込みであります。 

 次に、国民健康保険特別会計でありますが、歳入総額１４億１,１６５万５,０００円に

対しまして歳出総額は１３億５,２４７万９,０００円で、歳入歳出の差引額は５,９１７万

６,０００円となる見込みとなっております。 

 次に、後期高齢者医療特別会計でありますが、歳入総額１億２,３４３万５,０００円に

対し歳出総額は１億２,３４０万８,０００円で、歳入歳出の差引額は２万７,０００円とな

る見込みであります。 

 次に、介護保険事業特別会計でありますが、歳入総額１０億１,５４０万３,０００円に

対し歳出総額は９億８,３１７万６,０００円で、歳入歳出差引額は３,２２２万７,０００

円となる見込みであります。 

 次に、介護サービス事業特別会計でありますが、歳入総額２億９,１１３万３,０００円

に対し、歳出総額は２億８,７４７万５,０００円で、歳入歳出の差引額は３６５万８,００

０円となる見込みであります。 

 次に、簡易水道特別会計でありますが、歳入総額 1 億３,０６４万７,０００円に対し歳

出の総額は１億２,８３７万１,０００円で、歳入歳出の差引額は２２７万６,０００円とな

る見込みであります。 

 次に、公共下水道特別会計の決算見込みでありますが、歳入総額４億９,９０９万４,０

００円に対し歳出総額は４億９,５５８万８,０００円で、歳入歳出の差引額は３５０万６,

０００円となる見込みであります。 

 次に、水道事業会計の決算見込みについて報告いたします。 

 収益的収入及び支出につきましては、消費税抜きで収入は１億６,２１６万３,０００円、

支出は１億６,６２８万６,０００円で、当年度の純損失は４１２万３,０００円となる見込

みで、前年度の繰越利益剰余金７,９７４万２,０００円を加えました平成２９年度末の未

処分利益剰余金は７,５６１万９,０００円となる見込みであります。 

 次に、資本的収入及び支出につきましては、消費税込みで収入が４,０９０万円、支出は

１億７１６万３,０００円となり、不足額６,６２６万３,０００円は過年度分の損益勘定留
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保資金等で補てんする予定であります。 

 次に、平成２９年度病院事業会計決算見込みについて報告をいたします。 

 まず、平成２９年度の患者数の状況でありますが、入院患者数は１万７,２７３人で前年

度比２,２７６人の増、外来患者数は４万４,３８４人で前年度比で２,７３０人の減、年間

延患者数は６万１,６５７人で、前年度比で４５４人の減となったところであります。 

 次に、病院事業の収益的収入及び支出につきましては、消費税抜きで、収入は１１億３,

３０５万４,０００円、支出は１２億６,５２７万５,０００円で、当年度の純損失は１億３,

２２２万１,０００円となる見込みで、前年度の繰越欠損金１７億８,７９１万８,０００円

を加えました平成２９年度末の未処理欠損金は１９億２,０１３万９,０００円となる見込

みであります。 

 次に、資本的収入及び支出につきましては、消費税込みで収入が１億６,３５６万６,０

００円、支出は１億９,３９６万４,０００円となり、不足額３,０３９万８,０００円は過

年度分損益勘定留保資金等で補てんする予定であります。 

 以上、平成２９年度各会計の決算見込みの報告とさせていただきます。 

 続きまして町税等の収納関係について報告をいたします。 

 まず、町税でありますが、現年度分の調定額が９億２,２７０万４,０００円に対しまし

て、収納済額は９億１,７１０万８,０００円で、９９.４パーセントの収納率となり、前年

度比０.１ポイントの増となりました。 

 また、滞納繰越分では調定額が３,１６８万６,０００円に対し、収納済額は６９８万９,

０００円で、２２.１パーセントの収納率となり、前年度比で１.４ポイントの増となりま

した。 

 次に、国民健康保険税は現年度分の調定額が２億６,４５５万４,０００円に対し、収納

済額は２億５,９１７万８,０００円で９８.０パーセントの収納率となり、前年度比で０.

２ポイントの増となりました。 

 また、滞納繰越分では調定額が３,５３９万９,０００円に対し、収納済額は５９２万６,

０００円で１６.７パーセントの収納率となり、前年度比で１.３ポイントの減となりまし

た。 

 町税の現年度と滞納繰越分を合わせました収納率は前年度比で０.５ポイントの増とな

り、国民健康保険税は０.１ポイントの増となったところであります。 

 以上、平成２９年度町税等の収納決算見込みの報告とさせていただきます。 

 次に、平成３１年４月以降のごみ処理体制と銀河クリーンセンターの運営、維持管理に

ついての報告をさせていただきます。 

 今後のごみ処理体制につきましては、平成３１年度から、燃やせるごみ、燃やせないご

み、粗大ごみ、危険ごみ、有害ごみについては、十勝圏複合事務組合のくりりんセンター

で、資源ごみの中間処理、小動物の焼却処理については引き続き銀河クリーンセンターで

処理されることとなります。 
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 直接搬入されます家庭系と事業系の一般廃棄物の受け入れにつきましては、これまで足

寄町の銀河クリーンセンターに搬送していただいておりましたが、帯広市までの搬送距離

を考えますとき住民の皆様に大きな負担を与えることとなりますことから、ストックヤー

ドで一時受け入れを行い、一時保管の上くりりんセンターへ搬送する方法を考えておりま

すが、帯広までの搬送経費やストックヤードの一時保管に係る経費などの諸問題もありま

すことから、これまでの体制を基本に、収集方法、受け入れ方法等について、今後も検討、

協議を進めてまいりたいと考えております。 

 ごみの分別方法や排出方法の変更に伴う住民周知につきましては、時間を要しますこと

から、できるだけ早い時期にごみの分別ガイドブックの試用版を作成し、説明会を開催し

ていきたいと考えております。 

 銀河クリーンセンターの今後の運用についてですが、業務量が大幅に縮小することとな

りますことから、平成３０年度をもって池北三町行政事務組合を解散をし、足寄町が事務

を承継することとし、該当事務を足寄町に委託することで、経費の負担軽減を図りながら、

運営と維持管理をしていく方向で調整を進めております。 

 ごみの処理体制につきましては、住民生活に影響の大きい事業でありますことからサー

ビスが低下することのないよう取り組んでまいりたいと思いますので、議員各位の御理解

とまた御協力を賜りますようにお願いを申し上げます。 

 なお、組合の解散、事務の委託等、各構成町の議会での議決が必要となりますことから、

関係議案につきまして本定例会に提案しておりますので、よろしく御審議をいただきたい

と思います。 

 次に、本別湯の閉鎖に伴う今後の対応について報告をいたします。 

 長年にわたり一般公衆浴場、銭湯として営業を行っていただきました本別湯が、平成３

０年４月２５日をもって営業を終了いたしました。 

 このことに伴いまして、公衆浴場を利用されていた方々に対し、これまでも一般開放し

ておりました老人福祉センター入浴室の利用につきまして直接チラシを配布し、町民の皆

様には暮らしの情報紙かけはし４月１５日号等で周知を行なってきたところです。 

 また、営業終了前の平成３０年３月から４月には、本別湯に御協力をいただきながら、

入浴の利用者に対します今後の意向について、聴き取りによりますアンケートの調査を実

施してまいりました。 

 アンケートの調査結果では、本別湯の利用者１５人から回答をいただきまして、本別湯

閉鎖後の入浴の機会について、老人福祉センターを利用するが６人、自宅に風呂を設置す

るという方が３人、本別温泉グランドホテルを利用するという方が３人、自宅の風呂を利

用するが２人、浴室のある公営住宅への住み替えを希望する人が１人となっております。 

 現在、老人福祉センター入浴室の一般開放日は、年末年始及び祝日を除く毎週火曜日、

金曜日の週２回で、女性が１３時から１４時、男性が１４時から１５時までの２時間の入

浴時間となっております。一般開放の利用者数は、本別湯閉鎖前が男性３人前後、女性が
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８人前後でしたが、閉鎖後につきましては、男性は同数でありましたが、女性は１３人と

５人の増加となったところであります。入浴時間を１５分前倒しして１２時４５分からと

して、利用者の御協力をいただき、３交替で入浴ができるように時間帯の調整を今行なっ

ているところであります。 

 今後の対応といたしましては、毎週火曜日と金曜日だった入浴日をですね、毎週月、水、

金の週３回として、祝日も利用できるように入浴日数を拡大し、女性の入浴時間を１時間

延長して１２時４５分から１４時４５分、男性の入浴時間を１５分延長して１４時４５分

から１６時とする方向で、７月１日から実施したいと考えております。また、関係部局と

連携し、風呂設備のある公営住宅への住替支援など各種支援に努めてまいります。なお、

関係予算につきましては本定例会に提案をしておりますので、よろしく御審議をいただき

たいと思います。 

 次に、本町が出資しております第３セクター企業の経営状況について報告をいたします。 

 株式会社本別システム総合研究所の平成２９年度の経営状況であります。国は一億総活

躍社会の実現と地方創生の推進などの経済対策を打ち出したものの、先行きは依然として

不透明な厳しい状況が続いております。この厳しい経営環境の下で、堅実な経営努力と徹

底的な経費の削減と効率的な営業展開を行い、収益確保を絶対条件に経営努力してまいり

ました。 

 平成２９年度は、本別町国民健康保険病院におけるオーダリングシステムの更新と、管

内公立病院では先駆けとなります電子カルテシステムの導入、更に整備更新の最終年度と

なりました小中学校教育用、公務用コンピュータの導入などの大型事業につきまして順調

に受注をすることができ、売上高、前年比２７.０パーセント増の１億３,６０７万円、経

常利益は前年比４８.０パーセント減の３０万円と、増収減益ながら３期連続の黒字決算で

完了したところです。 

 経済状況は次期以降につきましても厳しい状況が予想されておりますが、競合に負ける

ことなく、職員、協力会社一丸となり努力する方針でありますので、今後とも特段の御理

解と御支援をお願いする次第であります。 

 以上、本別町議会第２回定例会行政報告とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） これで行政報告を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第６ 承認第１号 

○議長（方川一郎君） 日程第６ 承認第１号専決処分の承認を求める件〔平成２９年度

本別町一般会計補正予算（第１６回）〕についてを議題とします。 

 本件について報告を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 承認第１号専決処分の承認を求める件について御説明を申し

上げます。 
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 平成２９年度本別町一般会計補正予算第１６回について、地方自治法第１７９条第１項

の規定により、次のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、承

認を求めるものでございます。 

 補正の内容は、平成２９年度歳入の地方譲与税及び各交付金、地方債の確定並びに特別

交付税の確定などですが、議会を開催する時間的余裕がありませんでしたので、専決処分

を行ったものであります。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５,８５２万４,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７０億４２４万８,０００円とする内容であります。 

 それでは、事項別明細書により歳出から御説明いたします。 

 ９ページ、１０ページをお開きください。 

 ２、歳出ですが、２款総務費１項総務管理費１４目基金費２５節積立金５,８５２万４,

０００円の補正は、地方譲与税、地方交付税等の歳入の確定によります収入増を財政調整

基金に５,８５２万４,０００円を積み立てるものでございます。 

 なお、財政調整基金は当初２億３,０００万円を取り崩しておりますが、前回までの計上

分と合わせて１億４４８万７,０００円を積み戻すこととなります。 

 なお、土地開発基金を除く全基金の２９年度末残高は、前年度より６,３８４万円減の３

４億４,４２９万２,０００円になる見込みであります。 

 次に５ページ、６ページにお戻りください。 

 １、歳入でございますが、２款地方譲与税、３款利子割交付金、４款配当割交付金、５

款株式等譲渡所得割交付金、６款地方消費税交付金、次のページの７款自動車取得税交付

金については、関係機関からの実績額の通知により調整を行うものであります。 

 ９款１項１目地方交付税６,２１６万６,０００円の増額は特別交付税の確定によるもの

であります。なお、普通交付税総額は２６億６,９２５万８,０００円で、前年比５.０パー

セントの減、特別交付税総額は３億２,５５６万９,０００円で、前年比２.３パーセントの

減であります。 

 地方交付税と臨時財政対策債を合わせた合計は３１億６,６００万５,０００円で、前年

比４.６パーセントの減となりました。 

 下段の１７款繰入金２項基金繰入金５目農業振興基金繰入金８４５万８,０００円の減

額補正は、基金充当事業の事業費確定により、鳥獣被害防止総合対策事業で６５５万円の

減、農業振興人材育成事業で１９０万８,０００円の減となったことによるものでございま

す。この農業振興基金につきましては特定目的基金でございまして、今回当初予算で充当

事業を計上しておりましたけれども、事業費の確定によりまして今回調整をするものでご

ざいます。鳥獣被害防止総合対策事業につきましては、当初１,０３４万円を計上しており

ましたけれども、今回事業費の確定に伴いまして３７９万円の充当額と調整をいたしまし
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て６５５万円を減額しております。農業振興人材育成事業につきましては当初２１１万円

の充当を予定しておりましたが、事業費の確定に伴いまして２０万２,０００円の充当額と

しまして、今回１９０万８,０００円の減額としたところでございます。 

 次の２０款１項町債１目１節総務債１５０万円の減額と、２目衛生債１節清掃債２０万

円の減額、３目農林水産業債１節農林債３０万円の減額は、いずれも借入額の確定による

ものでございます。 

 次に、４ページにお戻りください。 

 第２表地方債補正でありますが、１、変更、これは、借入額の確定に伴い限度額を変更

する内容であります。 

 起債の目的、過疎対策事業限度額４億７,２９０万円を４億７,０９０万円に変更するも

のであり、起債の方法、利率、償還の方法は変更ございません。 

 以上、平成２９年度本別町一般会計補正予算（第１６回）の専決処分報告とさせていた

だきます。御承認賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

 質疑は、歳入歳出、地方債補正一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、承認第１号専決処分の承認を求める件〔平成２９年度本別町一般会計補正予

算（第１６回）〕についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は報告のとおり承認することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第１号専決処分の承認を求める件〔平成２９年度本別町一般会計補正

予算（第１６回）〕については、報告のとおり承認されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第４３号 

○議長（方川一郎君） 日程第７ 議案第４３号本別町職員の特殊勤務手当に関する条例

の一部改正についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 
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○総務課長（村本信幸君） 議案第４３号本別町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部

改正につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、本別町国民健康保険病院において救急業務に従事する職員、医師を除く、につ

いて、救急患者受入体制等の充実を図るために、夜間、休日等の待機体制を整えることと

なったことにより、待機命令に対する手当を支給するため改正の必要が生じたところから

提案するものであります。 

 それでは、改正条文により説明をさせていただきます。なお、括弧書きの朗読は省略さ

せていただきます。 

 本別町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例。 

 本別町職員の特殊勤務手当に関する条例（平成１１年条例第６号）の一部を次のように

改正する。 

 第２条中第１２号を第１３号とし、第８号から第１１号までを１号ずつ繰り下げ、第７

号の次に次の１号を加える。 

 第８号、救急業務待機手当。 

 これにつきましては、救急業務に従事する職員が待機命令により自宅等で待機する場合

に支給する手当を追加するものでございます。 

 第１７条を第１８条とし、第１０条から第１６条までを１条ずつ繰り下げ、第９条の次

に次の１条を加える。 

 救急業務待機手当。 

 第１０条、救急業務待機手当は、規則で定める職員が、救急業務に備えて自宅等におい

て､勤務時間外に待機を命ぜられたときに支給する｡ 

 第２項、前項の手当の額は、その待機１回につき、次の各号に掲げる区分に応じ、当該

各号に定める額とする。 

 第１号、待機時間が午前８時３０分から午後５時１５分までの間の場合、２,５００円。 

 第２号、待機時間が午後５時１５分から翌日の午前８時３０分までの間の場合１,５００

円。 

 第１０条では、手当の支給対象となる業務を定め、手当の支給範囲については本別町職

員の特殊勤務手当に関する規則において、本別町国民健康保険病院に勤務する看護師及び

准看護師、臨床検査技師、診療放射線技師と定めております。 

 また、手当の額については、休日等の日中に待機する場合は 1回につき２,５００円、午

後５時１５分から夜間に待機する場合は１回につき１,５００円といたしました。 

 附則。 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 以上をもちまして、議案第３７号本別町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正

する条例についての提案説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
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 阿保静夫君。 

○１０番（阿保静夫君） 新たな条例の中身の提案ということですが、今までこの条例が

ない状態でそれぞれ勤務されていたと思うのですけども、どういう扱いをされていたのか

ということが１点です。 

 それから、待機時間についてそれぞれ金額を決めて提案されておりますけれども、昼間

のほうの待機時間の場合、いわゆる午前８時３０分から午後５時１５分までが２,５００円、

それから夜ですね、午後５時１５分から翌日の８時３０分までが１,５００円という、何か

逆じゃないかなという印象を受けるのですが、その辺の考え方を伺いたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） まず１点目の御質問です。これまでの勤務体系といいますか、

その関係でございますけども、これまでも当然救急、例えば重篤の患者さんがいらっしゃ

る場合ですとか、救急車が夜間、患者さんが搬送された場合等、当然ございましたけども、

これまでは看護師長等の管理職が対応してまいりました。ただ今回、この待機体制という

のを職員全体でしっかりとっていかなければならないということで、今回病院のほうで待

機体制を組むこととなりましたので、それに合わせて今回手当の条例改正を提案をさせて

いただいたところでございます。 

 それと手当額の考え方でございますけども、まず昼間のほうが日中２,５００円、夜間１,

５００円ですが、待機を命ぜられたときの状況等を考えたときに、休日ですね、日中のほ

うが待機を命ぜられますと自宅等で待機体制をとりますので、拘束の度合いといいますか、

そういったものをちょっと考えております。 

 今回設定するにあたりまして、管内、道内の同様の待機手当を設けている市町村を調査

させていただきました。十勝管内では、足寄町と広尾町、この２町が救急呼出待機手当と

いう名称で、同様の待機手当を定めております。この２町とも同じように、勤務時間が若

干違いますけれども、足寄町の場合ですと午前８時３５分から午後５時５分までが２,５０

０円、午後５時５分から翌日の午前８時３５分までが１,５００円。広尾町も同様に、午前

８時３０分から午後５時１５分までは２,０００円、午後５時１５分から翌日の午前８時３

０分までが１,０００円というふうに定めておりますので、こういった他町村の状況等も検

討いたしまして、このような設定とさせていただいたところでございます。 

○議長（方川一郎君） ほかに。 

 矢部隆之君。 

○１番（矢部隆之君） 今粗粗聞きましたけども、日中２,５００円と夜間１,５００円と

いうことで、待機される方、命令出されたら待機しなければいけないのでしょうけども、

日中でいえば、通常業務で勤めている看護師さんとか準看護師さんいると思うのですけど

も、それでもなおかつ待機をさせなければいけないのか。先日新聞広告にも出ていました

けども、人がいないからこういう体制をとらなければいけないのか。 

 それと夜間の関係なのですけれども、条例の９条で、夜間看護業務手当６,８００円とあ
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りますよね、９条でうたっております。これとの関連性、夜の業務命令、待機命令出され

る方との関連性どうなのかということと、もう１点、２,５００円なり１,５００円という

ことで、例えば夜に、待機される方が呼び出しが来て病院に来るよということになります

と、例えば３時間勤めたということになりますと、超勤手当といいますかね、そういった

１００分の１２５なり１００分の１５０なりというのは、別途業務の時間に応じて正規に

支払われるのかどうかということも含めてちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 御質問にお答えいたします。まず１点目ですけども、ちょっ

と私の説明が不十分だったかと思いますが、第１号で定めます待機時間が午前８時３０分

から午後５時１５分までの間の２,５００円の部分ですけども、これは休日等ですね、日曜、

土曜ですとか祝日、そういった場合に待機命令を受けたときの金額設定となります。 

 ３点目の関係ですけども、当然待機を命ぜられて自宅等で待機をして、例えば救急患者

が搬送される、あるいは入院されている重篤の患者さん等の容態等がかわって、人手が必

要になって呼び出しを受けた場合、当然勤務した時間に応じて時間外勤務手当を支給する

こととなります。この手当はあくまでも待機を行なった場合に支給される手当ということ

で御理解をいただければと思います。 

 ２点目の関係については、藤野事務長のほうから答弁させていただきます。 

○議長（方川一郎君） 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸君） ２点目の夜勤手当６,８００円との関係ということで、お答

えいたします。夜勤手当６,８００円といいますのは、通常夜勤、看護師３人体制で毎日行

なっております。その３人の看護師に対しての夜勤に対して支給するものでございます。

以上でございます。 

○議長（方川一郎君） 矢部隆之君。 

○１番（矢部隆之君） ということは、今回これ待機命令を夜勤の方々に出すということ

は、その３名体制でも足りないから、こういった形で待機命令を出さざるを得ないような

今の業務体制なのかどうかということはどうなのですか。 

○議長（方川一郎君） 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸君） ただいまの質問にお答えいたします。今現在夜勤３人体制

をとっておりますが、急患で夜患者さんが入って帯広へ搬送するといった場合が生ずるこ

とがございます。その場合、看護師１人同乗して行かなければならなくなりますので、そ

うなると病院内に看護師が２人しかいなくなるという状況が生じますので、そのような場

合は待機をお願いしている看護師を呼び出して、病院に登院していただくということでご

ざいます。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） ２名の方から質問がありました。若干重なる部分もあるかもしれ
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ませんが御容赦いただきたいと思います。 

 まず１点目でございますが、なぜこの６月定例会にこのような条例改正を出すのか。一

般的に考えまして、これは当然条例が通ったといたしましたら歳出が伴いますね。手当出

すのですから。なぜ３月定例会に行なわなかったのか。何か深い理由があるなら、それな

りの理由を求めるということと、今夜勤体制だとか諸般出てきました。この時期に特殊勤

務手当を新設してですね、町民の方々に説明できるとお思いになって当然提出したと思い

ますけれども、その辺の考え方をまずお聞かせいただきたいということと、手当ですから

当然対象になった職員は１回２,５００円なり、場合によっては月に、休みが何日あるかわ

かりませんけども、２回であれば５,０００円ですか、２,５００円かける２ですから、そ

れなりのお金をいただくということになってきますけれども、仮に超過勤務手当等、先ほ

ども説明ありましたけれども、重なった場合、これは手当の二重支払い、二重取りになる

のかならないのか。これは公務員法等々で重なってくると思いますが、その辺法律との兼

ね合いがどうなっているのか。 

 それからですが、拘束するということですね、命令かけるということですから。これが

例えば今の説明をお聞きしますと、夜の部分は当然夜の分、土日祝日も命令かけるという

ことになりますから、例えば一週間単位、一月単位の勤務時間の考え方、これは労働基準

法の関係で何時間以上とか細かく決まっていると思いますけれども、その辺の法律との整

合性は、考えて出してきていると思いますけれども、皆さんにわかりやすく出して説明を

していただきたいということでございます。 

 一番重要なのは、なぜ４月１日から施行すべくですね、３月定例会などで出せなかった

のか。どのような形で内部協議をして、これだけ大きな条例改正を今この６月に出してき

たのか、その辺を求めるものでございます。 

○議長（方川一郎君） 大和田副町長。 

○副町長（大和田 収君） まず１点目の、なぜ今回提案をしたかという部分について私

のほうから答弁させていただきます。 

 先ほど総務課長のほうから説明あったとおり、今まで待機については管理職員がやって

おりました。総婦長を中心に管理職でやっておりましたけども、回数、夜勤の部分が重な

りまして、体調を崩す職員が出てまいりました。そのような形がありましたので、全体の

看護師不足の中で体調を崩す方が出てきたことによりまして、今までの勤務がスムーズに

できなくなってきた部分がありました。そういう部分を踏まえまして、医者、それから看

護師、事務局との協議をいたしまして、であれば職員全員でその部分を対応していこうと

いう部分が整いましたので、今回６月補正とさせていただいたところでございます。以上

です。 

○議長（方川一郎君） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） それでは私のほうから御質問にお答えをさせていただきます。

まず、特殊勤務手当と時間外勤務手当の関係でございますけれども、手当の二重払いにな
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らないのかという御質問だったと思うのですが、当然この待機手当につきましては、待機

命令を受けた場合発生するものでございますけれども、それは自宅等で待機していた場合

に発生するものです。時間外手当は実際に病院に登院をして勤務をした場合に、その時間

に応じて発生をいたしますので、この待機手当と時間外勤務手当については別々に支給さ

れるものでございますので、法的には問題ないというふうに考えてございます。 

 それと命令により拘束をされるということで、その勤務時間の考え方でございますけれ

ども、労働基準法によりまして、待機をして拘束をされている時間というのが勤務時間に

は含まれないという解釈をしておりますので、それに基づきまして、実際待機命令を受け

て自宅等で待機している時間については、当然勤務時間には入らないということになりま

すので、先ほど言いました、例えば３８時間何分の勤務時間には含まれないというふうに

考えております。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 今総務課長なり副町長からお話がありました。法的に何ら問題な

いということでのお話ですけれども、これどこかの裁判の判例だとか、総務省だとかそち

らのほうに照会をかけての話なのか、自分たちだけの解釈なのか、その辺をお聞きしたい

ということと、体制を確立するために職員皆で話したということでございますけれども、

管理職の看護師なり、管理職の技師長さんなり技師がおられると思うのですよね。職名ど

ういうふうに呼ぶのかわかりませんけれども。その辺の方々と話をした中で行かなかった

のかどうなのか。できなかったのかどうなのか。あえて、先ほども聞きましたですけども、

総務課長は全道という話がありましたけど、管内で足寄と広尾だけという話でお聞きしま

したですが、全十勝的にこのレベルの病院を持っている町で全部がやっているわけではな

い、この中で本別町が３町目ということになれば、なぜこういうことを言うかというと、

管理職のそういう職種の管理職がいた中で、先ほどもお話しになっているかもしれません

けど、なぜ４月１日からしないでこの時期に賃金の支給が伴うことを、なぜ今やらなけれ

ばならないのか。それであれば皆さんでもう少し話をして、町民の方々とも相談した中で、

病院のモニターの方もおられると思いますけどもね、その辺で話をして、今回決めなくて

も私はいいのではないかと。皆さん大変な思いして、行政を見守っている町民の方々にど

ういう説明をするということになるかということなのです。ただ体制が悪いから、救急病

患者の方を搬送する、それはもう当たり前のことであってですね、管理職の方々で対応で

きないのであれば超過勤務手当だけで出すとか、そういう方法をとれるはずなのです、今

までそうやってきていること。それを急遽こういう場所でですね、６月定例会の冒頭でこ

ういうことが出てくる、我々議員協議会でも相談受けているわけでもございませんし、そ

の辺の考え方、どのように考えているのか再度伺います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 一番はなぜ今の時期なのかということですけども、私どももこの

問題については、本当によく頑張ってくれているなと思っていました。それはなぜかとい
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うと、看護部門は３人の管理職がこの救急対応だとか待機をずっとやってですね、今まで

ね。これだけ救急時間が多くなると、待機をしていると、ほとんど休みなく、夜もですね、

休日も出て来なければならない。それで体調を崩す管理職が、非常に厳しい状況になって

きているということがありましてですね、何とかこれを解消するということになりました。

議会にも提案させていただきましたけど、看護師不足もありますけども、夜勤専門の派遣

の看護師さんも来ていただくような、いろいろな対応をしてきたところですが、その中で

どうしてもこの救急対応、待機が管理職の３人だけで回すということは、これはもう体力

的にも条件的にも不可能だと。こういうことで、これはどういう具合に対応するかと、医

師から含めてスタッフ全員で協議してきました。その中で出てきたのは、今この救急含め

た医療を本別町の国保病院がやめるわけにはいかないと。継続するためにどうするかとい

うと、住民の皆さんの願いをしっかりとこれからも継続して実施をしていくためには、や

っぱり今管理職の方が体調を崩して休まれるとドクターがその分を担ってですね、本当に

ドクターがその分を救急の搬送含めて対応していると。それももう限界に来るだろうと、

そういうことを含めてですね、これは病院に勤務する看護師全体としてそれを皆で担って

いくと、そういう体制の中にできれば、例えば３０人であれば月に１回とか、単純計算で

すからそのようになっていくとですね、それぞれ負担も少なくなるし、全体の中で患者さ

んの救急救命に対してですね、対応できるのではないかと。そういうことで、対応をして

いくということで協議してきました。その結果として、このような時期に対応になってき

たということでありまして、それは今までの最大限、本当にぎりぎりまで努力してきまし

たけども、もうここに来たらそれが立ち行かなくなると。ここでその体制をしっかりと、

全体の中でこの体制をつくっていくということにしなければ救急医療そのものが崩壊に近

づくと、こういうような判断の中でそれぞれ先ほど言いましたけど、医師から看護師全体

の中で協議をしながらこういう体制をつけて、本当に今のこの６月の議会の中での補正の

提案と、条例も含めての提案ということになりました。この現状については非常にもっと

早くということで、それはあるかもしれませんが、ぎりぎりまで努力してきた結果がこの

ような時期になって、大変申し訳ありませんがこのようなことで、何としても乗り切って

いかなければならない、そういうことで提案をさせていただいていることを御理解いただ

きたいと思います。以上であります。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 町長が何としてもという言葉、わからないわけではないですけど

も、全く誠意が感じられないということです。それだけ皆がひっ迫しているのであれば、

なぜ２月３月、定例会でなくても臨時議会もいっぱいありました。なぜ我々にも相談もな

くですね、お話ぐらいあってもしかるべきでなかったかと。そして管理職で手立てができ

ない、だからこうするんだと。それで私いろいろなときに聞いてございますけれども、町

外から通っている看護婦さん、１１人いるということで報告受けています。待機してなさ

いと言って急患が入りました、町外から通って来ていて、それで対応できるのですか。 
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 それとこの条例には直接関係ないのですが、ほかの職員の方にも関係ありますからあえ

てお聞きしますけれども、災害等、待機したときの、その辺の考え方と一緒にならないの

ですか、これは。この部分だけが病院が大変だからと言うのであれば、先ほども私言った

ように、病院のモニターの方々だとか町議会だとか自治会の研修だとか、そういうときに

病院もこう大変なんだと、年間何ぼ救急車が走っていて、広域化になってもあちこちから

来ると、そういうことを含めて説明してですね、それでやっていくのが筋であって、急遽

６月のこの定例会の冒頭にこれ出てきてもですね、ちょっと待ってくださいというのが普

通の考え方ですよ。これは予算が伴ってくることなのです、予算が。予算が伴うのは、一

般的に地方公共団体で考えるのは間違いなくいろいろな法律に照らし合わせて、３月に条

例を改正して、そこで出してくるというのが私はそうではないかと思うのですよ、予算議

会に。今回出してきて、２,５００円だから１,５００円だからということではなくてです

ね、その辺をどのようにお考えになって出してきたのかということと、１１人が町外から

通っているということですね。年度末でかわったかもしれませんが、１１人ということは

１０人以上いるということです。その方々がちゃんと対応できるのかということが、これ

は素朴な疑問です。 

 それと、この条例に直接関係ないと言われればそれまでですけれども、ほかの部局、例

えば住民課あたりで今アメダスが発達していますから大雨警報なり出てきてですね、それ

になったらどうするかということ。それも含めて、皆懸念されることですから、それでど

ういうふうに考えているか。その、全く誠意が感じられないということです。１１人どう

いうふうにするかということですね。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 誠意が感じられないということでは決してありませんので。現状

が、ここまで努力してもですね、限界に行ったということなのですよ。ですから今の提案

になったということで、ここはやっぱりしっかり理解してください。管理職３人だけで、

看護部門は３人だけでこの待機をやっていたのですよ、今まで。ところがこれだけ、本当

に毎日のように、そして夜中も含めて多くなると、それはもう自分の休みもなくなって、

肉体的にもいろいろなもので限界が来て、もう仕事を休まなければならないと。こういう

ことが続いてきているものですから、これだったらもう病院そのものが、看護体制がなく

なると、崩壊してしまうと。今までの努力の限界はここで来たからこのときに、今それを

改善しなければならないということであります。そのためにこういうことを全体の中で協

議して、待機は皆でやろうと、そういうことでそれぞれ負担を皆で薄めながらですね、し

っかり患者さんの救急に対応するために、しっかりと体制をとっていこうということで、

ドクターから技術者含めて決めました。特にレントゲンだとかですね、そういう部門は少

ない中での人数ですからもっともっと回数も多くて、また救急に対応するということもや

っていますから、それは含めてですね、スタッフ全員がそのような体制になってきたとい

うことであります。 
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 もう一つ言えるのは、今１１人通っているかということ、通っている人も来てもらわな

ければ、この看護体制がならないということを、これも今までからも理解していただけれ

ばと思いますが、この待機についてはですね、町外からの通勤されている職員も、待機に

ついてはしっかりと対応していただくことですから、それは特段問題なくですね、対等に

待機をちゃんと担っていただくと、そういうことでありますので、そこら辺については御

理解いただきたいと思います。 

 これだけ頑張っていただいている現場のですね、ぎりぎりまでの中ですから、それは誠

意があるとかないとかという問題でなくてですね、本当に親身になって頑張っていただい

た結果、もう限界に来ているからこういうような形の中での提案であります。それぞれの

町の、国保病院を持っている所の事情はそれぞれ違うかもしれませんが、私どもの本別町

の国保病院の看護体制、そしてまた検査体制含めてですね、本当にこれだけぎりぎりまで

救急の指定を含めて、それを担っていくためにはこういう体制をとっていかなければ、こ

の後住民の皆さんの願いにも応えられないと、こんな病院になりかねないということ含め

て今回提案したということであります。以上であります。 

○議長（方川一郎君） 高橋利勝君。 

○１１番（高橋利勝君） 待機者の体制について何点かお伺いしたいと思いますが、まず

１点目はですね、この待機者というのは、例えば月にどの位の回数になるのか、１日何名

ということに大体考えているのか、まずその点についてお伺いをしたいと思います。 

 それとですね、先ほどちょっと説明の中で１回２,５００円というふうにお話しましたけ

ど、例えば待機者がこの時間に指定になったときに、状況によってはその時間帯に緊急が

複数あり得る可能性もありますよね。そういった場合には待機者が複数該当するというこ

とになるのかどうかということと、そういう意味ではいろんな体制があるから、この待機

者をどのように回していくというか、当番制とかそういうような指定をする、指定の仕方

としてどういうような方法をとっていくのか、その辺についてお伺いをしたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） それでは私のほうからは２点目の、同じ日に例えば複数回、

１回出て自宅に戻った場合、また出た場合の扱いですけども、あくまでも待機手当につい

ては１回でございますから、その日命令を受ければ２,５００円なら２,５００円の支給と

なります。当然呼び出しがあって登院をして勤務をすれば、先ほども御説明しましたけど

も、時間外手当が支給されますので、手当についてはあくまでも１回につきというか、そ

の１日につき支給するということでお願いします。 

 １点目と３点目につきましては藤野事務長のほうから答弁させていただきます。 

○議長（方川一郎君） 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸君） 高橋議員からの質問、まず１点目ですけれども、現在考え

ておりますのは、２６人の看護師で回す予定をしておりまして、若干病気で休んでいたり

とか、そういう看護師もおります。そういう方々が復帰すればまたお願いするようなこと
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もありますが、今現在は２６人の看護師で回す予定をしておりまして、そうなると月に１

回ないしは２回程度回ってくる計算になります。 

 ３番目の回し方というのでしょうか、どのようにあてていくのかというようなことです

が、まず通常の勤務、あと当直ございますので、ここを決定した後、その中で当直明けに

待機があたるとか、そのようなことがないように考慮しながら決定していくということに

なっております。 

○議長（方川一郎君） 高橋利勝君。 

○１１番（高橋利勝君） 言葉の問題ですから最初の、１回２,５００円というのはちょっ

と誤解を招くと思うのですね。１日２,５００円ということに、最後にそういうふうに言い

直しましたけども、その辺はそういうふうになったほうがいいと思うのですが。 

 今、月に一、二回程度でですね、回していくということですけども、先ほど言いました

ように当番表みたいなのは、誰々々と順番みたいな形でやっていくということになるのか、

それとも例えば予め指定するというか、前の日に指定するなんていうことにはちょっとな

らないですよね。やはり一定の期限を持って指定をするということでないと、本人の都合

という問題も全く否定できないわけですし、そういう意味で言うと、こういう指定をした

けど本人が出られないということ、どうしても都合がつかないということになればそれは

尊重されるということもあると思うのですけども、そういう意味でですね、当番表という

か、どういうふうにこの２６人を回していくのかという、基本的な考え方でいいですから、

その具体的な部分ではいろいろあるのかもしれないけど、その辺のところはちょっとよく

わからないのですけど、もう１回答弁をお願いします。 

○議長（方川一郎君） 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸君） 先ほども申し上げましたが、まず通常の勤務、あと当直体

制を決定します。この決定にあたりましては当然全看護師からの、この日は用事があって

出られないとかございますので、そういった要望を聞いたあと通常の日勤、あと当直勤務

等を決めます。ここが決まらなければ当然次の待機も決まらないということで、ですから

待機は順番に、例えば一度決めればその順番どおりいくということではなく、当然各個人

の都合の悪い日もございますので、そういったものも考慮しながら平均的にあたるように

考えていくことでございます。万一何かの所用で急遽出られなくなった場合とか、決めた

あと日程の都合が悪くなったということも当然あり得ると思いますが、そのような場合は

看護師同士でお互い調整し合って、交換し合っていただくというようなことでお願いして

いるところでございます。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

 篠原義彦君。 

○３番（篠原義彦君） ３点ほど。先ほどこの日直は土日、祭日ということになると毎日

でないから２６人で回っても、１回に何人待機させるのか。それによって回数は変わって

くると思うのですけども、その辺のことと、先ほど行政報告の中で、患者さんが減ってい
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る中で救急患者がこの３カ月間どの位あったのか、それをお知らせください。 

○議長（方川一郎君） 暫時休憩します。 

午前１１時３０分  休憩 

午前１１時４０分  再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 答弁、藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸君） 先ほどの御質問でございますが、まず待機の人数といいま

すか、夜は３６５日、毎日１人交代であたるということになります。土、日、祝日の昼間

につきましても１名が待機にあたるということになっております。 

 直近３カ月の人数ですけれども、１、２、３カ月でございますが、１９人でございます。

土、日、昼、祝日の１９人でございますが、年間で５１人となっているところでございま

す。 

 国保病院への消防からの急搬、年間の数字ですけれども、平日の昼間も入れまして２６

７人の急患の患者を受け入れている状況でございます。以上です。 

○議長（方川一郎君） 篠原義彦君。 

○３番（篠原義彦君） 今急患の人数のことなのですが、３カ月間で１９人、年間で５１

人、そのほか２６７人という、これ外部の患者さんも入っているのですか。町民以外の人

も。もうちょっとわかりやすく説明してもらえますか。 

○議長（方川一郎君） 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸君） ただいまの質問ですけれども、患者の町内、町外につきま

しては、申しわけありません、把握しておりません。救急搬送の患者さんが町内の人か町

外の人かということについては、把握はしておりません。 

○議長（方川一郎君） 藤野病院事務長、答弁続けてください。 

○病院事務長（藤野和幸君） 昨年１年間で本別消防署から救急で運ばれた患者の人数に

つきましては２６７人となっているところでございます。 

○議長（方川一郎君） 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸君） 大変失礼いたしました。先ほど私が申し上げました１９人

という人数につきましては、土、日、祝日の昼間、３カ月の夜の救急で運ばれた患者数で

ございます。５１人というのが、同じく土、日、祝日、平日の夜の急患で運ばれた患者さ

んの数でございます。 

○議長（方川一郎君） 篠原義彦君。 

○３番（篠原義彦君） 今の説明はわかったのですが、先ほど２６７人と言った数字、こ

れは。それを土日以外関係なく、３６５日のうちの２６７人、これは皆町内ですよね。 

○議長（方川一郎君） 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸君） ２６７人という数字につきましては、昨年１年間の消防か

らうちの国保病院へ搬送された患者数でございます。 
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○議長（方川一郎君） 小坂総務課主幹。 

○総務課主幹（小坂祐司君） 今の２６７名ですけども、町内の方とは限りません。交通

事故等々もございます。以上です。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 大住啓一君、御登壇ください。 

○４番（大住啓一君）〔登壇〕 議長の許可をいただきましたので、反対の立場で討論をさ

せていただきます。 

 今多くの議員の方々からも質疑がありました。再三申し上げているように急遽出てきた

話で、税金を使っての特殊勤務手当を支給するという内容になろうかと思います。この部

分については、私も先ほど来からお話しさせていただいているとおり、町民の皆さまに説

明をしなければならないということと、この条例がもし通ったとしても手当という形でお

金がついて回ることですから、それらのことも考えた中で病院のモニターの方々、町民の

方々に詳細にわたって丁寧に説明をすべきだと思いますので、今定例会でのこの条例の一

部改正については反対をさせていただくということでございますので、議員各位の賛同を

得た中でよろしくお願いしたいと思います。それにかえまして討論とさせていただきます。

以上でございます。 

○議長（方川一郎君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 高橋利勝君、御登壇ください。 

○１１番（高橋利勝君）〔登壇〕 私は賛成討論をさせていただきます。 

 現代の医療技術が進んでまいりますと、患者の命を救うためには、いかに緊急に患者を

病院に搬送するかということ、緊急体制というものの充実が求められています。そういう

意味では、今回の条例制定にあたって今の町立病院の状況を考えたときに、少しでも緊急

体制の充実を図るという意味から、今回の条例制定については私は賛成いたします。 

 ただ、緊急体制の充実を図るということになりますと、当然それを担う職員については

いろんな意味で大変苦労をするといいますか、そういうことになりかねません。今回の条

例制定にあたって以降もですね、職員の皆さんと協議をしてですね、その運用については

慎重にして、できるだけ多くの皆さんに心からそういう体制で臨んでもらえるようにお願

いをいたしまして、賛成の討論とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４３号本別町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正についてを
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採決します。 

 この採決は起立によって行ないます。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（方川一郎君） 起立者７人。 

 よって起立多数です。 

 お座りください。 

 したがって、議案第４３号本別町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について

は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（方川一郎君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 念のため申し上げます。 

 明日、６月６日から１３日及び１６日から１７日までの１０日間は休会であり、６月１

４日午前１０時、再開であります。 

 これをもって通知済みとします。 

 なお、一般質問の通告は、６月７日正午をもって締め切りとします。 

 質問のある方は、締め切り時間厳守の上、提出願います。 

 本日は、これで散会します。 

 御苦労さまでした。 

散会宣告（午前１１時５２分） 
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○議長（方川一郎君） 開会前に、大和田副町長より発言を求められておりますので、こ

れを許します。 

 大和田副町長。 

○副町長（大和田 収君） 議長よりお許しをいただきましたので、平成３０年５月１２

日付け人事異動におきまして、説明員であります課長職の異動がありましたので、私より

職名と氏名を紹介させていただきます。 

 向かいまして左側でございます。前列１列目、教育委員会、教育次長兼管理課長の久保

良一です。 

○教育次長兼管理課長（久保良一君） 教育次長兼管理課長の久保と申します。よろしく

お願いいたします。 

○副町長（大和田 収君） 同じく１列目、学校給食共同調理場所長、坪忠男です。 

○学校給食共同調理場所長（坪 忠男君） 学校給食共同調理場所長の坪です。よろしく

お願いいたします。 

○副町長（大和田 収君） 以上でございます。よろしくお願いいたします。貴重な時間

ありがとうございます。 
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開議宣告（午前１０時００分） 

───────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

○議長（方川一郎君） これから、本日の会議を開きます。 

───────────────────────────────────── 

◎日程第１ 議会運営委員長報告 

○議長（方川一郎君） 日程第１ 議会運営委員長から報告を行います。 

 議会運営委員長方川英一君、御登壇ください。 

○議会運営委員長（方川英一君）〔登壇〕 報告いたします。 

 意見書の取り扱いについて申し上げます。 

 本日まで４件の提出がありました。 

 一つ、北海道主要農作物種子条例の制定に関する要望意見書。 

 一つ、教職員の超勤・多忙化解消「３０人以下学級」の実現、義務教育費国庫負担

制度堅持、負担率２分の１への復元、「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充

と就学保障に向けた意見書。 

 一つ、２０１９年度地方財政の充実・強化を求める意見書。 

 最後ですが、これからの高校づくりに関する指針を見直し、機械的な高校統廃合を

行わないことを求める意見書。 

 以上４件の意見書について、最終日の本会議で審議をする取り運びと予定いたしま

した。 

 以上、報告といたします。 

○議長（方川一郎君） これで、報告済みといたします。 

───────────────────────────────────── 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（方川一郎君） 日程第２ 一般質問を行います。 

 順次、発言を許します。 

 １１番高橋利勝君。 

○１１番（高橋利勝君）〔登壇〕 議長の許可を得ましたので、通告をいたしました

２問について質問させていただきます。 

 まず最初に、本別高校の存続についてであります。 

 平成３０年度の本別高校の入学者は４０人以上の欠員となり、２間口には届かず、

１間口となってしまいました。当初は２間口の確保の期待が強かっただけに、町民の

中には失望感があります。しかし、多くの町民の願いは、本別高校の存続だと思いま

す。 

 そこで、今後の取り組みについて、以下、３点お伺いします。 

 まず１点目でありますが、道教委は、ことしの入学試験で４０人以上の欠員のあっ
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た高校の来年度の募集学級数を９月に発表するとしています。新聞報道では、教育長

は、厳しい状況だが、道教委には２学級維持を要望したいとコメントしていますが、

９月決定に向けて、どのような展望のもとで臨む考えか、お伺いいたします。 

 次に、２点目でありますが、本別高校への町内外からの入学に当たっては、本別高

校を考える会の役割は大きいと思います。５月３０日に総会があり、新役員で平成３

０年度事業計画がスタートしました。総会には教育長も出席されていると思いますの

で、今後の取り組みについて、どのように受けとめているのか、お伺いします。 

 最後に３点目でありますが、本別高校の存続は、本町の教育だけではなく、まちづ

くりの上でも重要な課題だと思います。改めて町長の所信をお伺いします。 

 以上３点、お伺いいたします。 

○議長（方川一郎君） 佐々木教育長。 

○教育長（佐々木基裕君）〔登壇〕 高橋議員の、本別高校の存続についての御質問

についてお答えいたします。 

 １点目の、２間口要望に関する考え方でありますが、今春の本別高校への入学生は

３２名と、３年続きの１間口となりましたことから、４月２６日に町長と私どもが北

海道教育委員会を訪れ、本別高校の入学状況等を報告するとともに、次年度も引き続

き２間口募集枠を確保していただきたい旨の要請をしてきたところでございます。 

 ６月５日に道教委が公表しました、平成３１年度から３３年度の公立高等学校配置

計画案によりますと、本別高校の募集枠は、定員割れしている他の１４校とあわせ、

９月の計画決定時に公表するとのことでありますので、厳しい状況にはありますが、

何とか２間口の募集枠を確保できるよう、引き続き要請活動を積極的に展開してまい

る所存でございます。 

 また、このままでは存続が危ういのではとのことでありますが、道教委がことし３

月に策定しました、これからの高校づくりに関する指針によりますと、１学級１間口

の高校にあっても、地元進学率が高く、１学年２０人以上の在学生が確保できるので

あれば、再編を留保するとのことでありますので、本別高校が仮に１間口の募集枠に

なったとしても、即廃校につながるものではないと捉えております。 

 私どもは、本別高校を維持、存続させていくための最優先すべき取り組みは、地元

中学生の進学率向上にあると捉えていますことから、現在、本別高校の魅力発信や進

路指導対策、中高連携による出前授業等について、本別高校及び町内中学校と協議を

重ねつつ、情報を共有しながら、連携した活動を展開しているところであります。 

 ２点目の、本別高校の教育を考える会の取り組みについてでありますが、遠距離通

学支援や学力向上支援、進路指導対策支援、体育・文化部活動支援、入学準備支援金

等の各種支援策につきましては、今後も継続して支援することとし、今年度は、仮称

ではございますけれども、本別高校の支援の輪を広げる町民の集いを開催し、全町挙

げて本別高校を盛り上げ、その町民力をもって本別高校存続に向けた気運を高めるこ
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ととしてございます。 

 町教委といたしましても、本別高校の教育を考える会の皆様とともに知恵を出し合

い、連携した取り組みを展開してまいりたいと考えておりますので、引き続き議員の

皆様の御理解と御支援をお願い申し上げ、答弁とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 高橋議員の３点目の御質問の答弁をさせていただき

ます。 

 私どもは、一貫して地域の子どもは地域で育てるということを今までもずっと基本

に据えて取り組んできました。特にまちづくりの原点はやっぱり人づくりであります

し、特に教育、医療、産業がしっかりしているということが、やっぱりまちづくりの

大きな基本だというふうに思っておりますので、私ども、特に本別高校、御質問にあ

りますように、取り組みを全力で、今、教育委員会、また、支える会を含めて、種々、

本当に知恵を絞りながら取り組んでいるということについては、やっぱり基本的には、

私どもは１８歳の春まではやっぱり親元で、そして生まれ育った地域の歴史や文化や、

また、風土や、また、親御さん、家族含めてのしつけや、人との絆などを深めて、大

人になるための準備をしっかりとそこで育み、育てていただくと、そういうことがやっ

ぱり人づくりとして基本でありますし、その人に対する思いやりが、それぞれ社会人

になって、それぞれ日本で、また世界で、しっかりと人として通じる人材を育てる、

そういう意味では、何としてもこの本別で、住みなれた、生まれた、また、ここへ来

て定住している、そういうお子さんをしっかりとまちを挙げて育てていくことが私ど

もの使命だというふうに思っております。 

 そういう意味では、今、教育長からお話がありましたように、残念ながら今回は、

かなりの期待をしながらも、１間口ということになりました。でも、希望は捨てずに、

道教委はもちろんですが、知事部局にもこのことをしっかりと伝えながら、やっぱり

責任を持って、今、特に子どもたちは、この北海道から、少子化の中で、人材を育て

て、都市部へそれぞれ進学しながら行って、都市部で活躍するという人ももちろん必

要ですけれども、やっぱりこれだけの人口減少の中では、特に北海道を支える、地域

を支える人材をどう育てていくか、こういう教育方針も、道教委が中心となって、そ

ういう教育方針をしっかり立てながら、北海道のために、また、この北海道を支える

それぞれ地域のために、しっかりとこれからもその地域を支える人材を育てていく、

こういうことを基点に、しっかり道教委とも交渉させていただいていますし、その方

向で取り組みをさせていただいています。 

 そのためには、地域で子どもを育てるためには、北海道や道教委に任せるだけでな

くて、それぞれ我々も地元として、地域自治体として、できる限りの支援もさせてい

ただきながら、子どもたちをしっかりと、安心して学ぶ環境をつくりながら育ててい

くということにこれからも全力を尽くしていきたいと思っています。やっぱり条件の
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中では、それぞれ１番は地元の子どもたちが地元の学校へどれだけの進学をしていく、

そういう希望を持つかということが一番大事なことでありますが、以前にも町民集会

的なものについてもさせていただきましたけれども、今回もそれぞれ町民の皆さんと

ともに、本別高校の存続、そしてまた、子どもたちの学びの環境をしっかりとつくっ

ていくということで、町民の皆さんと一緒に、その仲介的な役割をしながら育ててい

くということをやっていきます。大変少子化で厳しい状況でありますけれども、しっ

かりと本別高校を中心に子どもたちを育てる、学びの環境を育てるために、これから

も全力を尽くしていきたいなと思っています。 

 以上申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） 高橋利勝君。 

○１１番（高橋利勝君） 今、それぞれ教育委員会、あるいは町の次年度に向けての

決意をお聞きしました。改めてその決意に向けて全力を上げてほしいと思います。 

 ただ、私が申し上げたいことは、今年度というか平成３０年度に残念な結果になっ

たわけですが、問題は、なぜそうなったのかというのは、これは子どもたちの責任と

か親の責任ということではないですけれども、やはりそれをちゃんと分析をして、や

はり一定程度総括をした上で臨むということも含めてなければ、なかなか今の思いだ

けでは、私は今の進路のあり方という意味でいうと、大変難しいのではないかと思っ

ています。特にことしの場合ですと、これは本別中学校の進路希望を見ての話ですが、

今までは、スポーツ、進学、就職等のことを考えて他校へ進まれるということもあっ

たわけですが、ただ、今年度の傾向でいくと、一部、町の隣の高校へ行っている生徒、

また、通信制高校へ行く生徒、結果としてこれがどれだけの生徒になったかわかりま

せんけれども、今までと違った、そういう傾向が出ており、募集人員の確保の中で大

きな影響を与えているように思っています。 

 それともう一つは、３２人入学されましたけれども、結果として女性は６人という

ふうに聞いています。これは今までにない傾向でありまして、私なりに考えますと、

本別高校は女性でも吹奏楽とか弓道とか、いろいろ活躍されているわけですけれども、

それがこういうような結果になったわけですが、一つは、やはりこの辺のところをど

ういうふうに考えているかということを再度お聞きしたいと思います。 

 それから、２問目になりますけれども、本別高校を考える会の役員も新たにかわり

まして、会員も見ますと、やはりそうそうたる体制で、学校ＰＴＡなどなど、総力を

上げて会員が取り組むということになりますので、平成３０年度の事業計画もありま

した。先ほども言いましたように、その中で、新聞にも出ていましたけれども、７月

に町民集会を実施したいということも書かれていますが、ただ、私は、その部分では、

今、町長が言っていましたように、町民全体でということでありますから、やっぱり

教育委員会、町、そして私たち議会も入るのでしょうか、そうしたところとも連携を

して、主催は本別高校を考える会ということですが、やはり昨年の集会を上回る町民
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の皆さんの参加をいただいて、盛り上げていくというか、そういうようなことも大事

ではないかと思いますので、その点、２点についてお伺いします。 

○議長（方川一郎君） 佐々木教育長。 

○教育長（佐々木基裕君） 御質問にお答えしたいと思います。 

 まず１点目でございます。平成３０年度の本別高校への入学者が３２名ということ

で、一部女子生徒が隣の高校のほうに行ったのではないだろうか、その分析はという

ことでございますけれども、私どもも最大の要因につきましては、地元進学者が１９

名ということで、その前の年と比べまして１２名の減となりました。この部分につき

ましては、地元中学生が本別高校以外の高校を選択したということでございますけれ

ども、特に進路を決定する終盤に来まして、女子生徒の一部が隣の高校のほうへ進学

を希望したということでございます。私どもは、昨年度におきまして、アンケート調

査を各中学校に３回実施しまして、進路希望がどうであるのか、その部分のアンケー

ト調査をとって分析をしてございます。その分析の結果等につきましては、３月の議

会で報告させていただいたとおりでございますが、いずれにいたしましても、女子生

徒の入学者が大幅に減ったということでございますので、この辺につきましては、今、

各中学校を回りまして、担任の先生及び進路指導の先生、それから管理者と、私ども

がそれぞれ直接にひざを交えて協議をしているところでございます。これらの部分に

つきましては、今後、今の３年生がどこの進路先を選択するのか、それを十分に把握

しながら、それぞれ個々の対応をとってまいりたいと考えておりますので、よろしく

御理解を願いたいなと思ってございます。 

 ２点目の、本別高校の教育を考える会のことでございます。私どもは、本別高校の

教育を考える会の皆さんが、ことし、新たな体制で、会長さんもかわりましたけれど

も、今の会長さん以下、本別高校の教育を考える会の会員の皆さんそれぞれが熱い思

いを持って、今後、本別高校を存続するためにどのような支援がいいのか、それを今、

十分に論議していただいているところでございます。 

 実は本日午後６時から、本別高校の教育を考える会の役員さんにお集まりいただき

まして、７月２４日に開催する町民の集い等を初め、さらに今年度の活動をどのよう

にしていくのか、協議を進めてまいるところでございます。その本別高校の教育を考

える会の皆さんとともに、またさらに町議会の皆様、そして各関係団体の皆様とも、

今後十分に協議を進めながら取り扱って、前に進んでいきたいと思ってございますの

で、よろしく御理解を願いたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（方川一郎君） 高橋利勝君。 

○１１番（高橋利勝君） 進路の問題ですから、生徒自身の希望を阻害するようなこ

ともあってもいけないし、親の希望を阻害するようなことがあってもいけないと思う

のですが、そういう意味では難しい問題ですけれども、ただ、今、再質問でも言いま
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したように、隣町の高校に行かれた、それともう一つ、通信制高校に多くの方が行っ

ていますけれども、通信制高校というのは、なかなか学校になじまないとか、過去に

はそういういろいろな事情のある子が行っていたというふうに聞いています。ただ、

現在は、授業のあり方として自由なので、そういった問題と関係なく、いわゆる進路

として選択をするというふうなお話も聞いていますから、そういう意味では、通信制

高校というのも、そういう希望の進路の一つに改めて入ったのだなというふうに思っ

ています。 

 そこで、町民集会も、やはりさらに我々も努力していきますけれども、何と言って

も生徒が本別高校を選択していただかなければ２間口にはなっていかないわけですし、

先ほど言いましたように、本年度の傾向というのは、本年度の一時的なものというふ

うに受けとめるのか、それとも、今後こういう傾向になるのかというふうなことによっ

て、これは大きな違いがあると思うのですが、そういった関係でいきますと、基本的

には、先ほども答弁にありましたように、中学校と高校の連携、いろいろなことをやっ

ていますし、今、高校生が小学校へ行ってというような形で連携をとったりして努力

をしていることについては理解をしますが、それが思うようにいかないと言うと

ちょっと語弊があるのかもしれませんが、結果がなかなかついていっていないという

ふうな気持ちもあるので、その辺の連携と、それから、小中高の連携について、今も

う既にやっていますけれども、改めて今後の新たな考え方もあればお伺いしたいのと、

今言ったように、進路の傾向というのは一時的なものなのかどうか、その辺の受けと

め方について再度お伺いします。 

○議長（方川一郎君） 佐々木教育長。 

○教育長（佐々木基裕君） 御質問にお答えをさせていただきます。 

 今年度、入学者の状況は一時的なものなのかということでございますけれども、私

といたしましては、今年度の入学状況を見ますと、終盤に来てから一定程度の塊の女

子生徒が他校に行ったということにつきましては、私は一時的なものと捉えてござい

ます。一昨年度におきましても、勇足中学校さんで隣のまちの高校に行っていますけ

れども、ことしは誰もそこを選択していないということでございますし、通信制の関

係もあろうかと思いますが、ことしの入学者の状況を見てみますと、それぞれのお子

さんがいろいろな環境にありまして、どうしても通信制を選択しなければならない状

況といいますか、要は個別的な教育を受けながら通信制で頑張りたいというお子さん

が数多くおりましたので、そういう状況になったものと捉えておりますが、今の現中

学３年生を見ますと、そういう状況ではありませんので、通信制もひっくるめて、こ

としの状況は、私どもは一時的なものと捉えておりまして、その部分につきましては、

今後、もう検証は終わっていますけれども、それを土台に、基礎にしまして、次年度

の進学率を向上させるための努力をしてまいりたいなと思ってございます。 

 高校との連携でございます。今、高校の校長先生とたび重なる協議をさせていただ
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いてございます。それで、小学生と高校生の連携といいますかふれあい、それから、

中学生と高校生のふれあい、そして、高校の先生と中学の先生の交流等、さまざまな

観点から、何ができるのか、今協議をしてございますし、このたび通学合宿、中央公

民館で小学生が行いますけれども、そこには高校の校長先生がみずから高校生を何人

か連れてきていただいて、理科教室を開催することになってございます。それで小学

校と高校の連携もそこで図られますし、また、出前授業、高校の先生が中学校に来て

出前授業をするとか、いろいろあります。 

 そのほかに、私どもが今注目しておりますのは部活動でございます。部活動につき

ましては、高校におきましては顧問教諭の配置が必須でございます。それで、１人の

先生が複数の部活動を受け持つなどして、生徒が望む部活動を何とか維持できるよう

に、今配慮いただいているところでございまして、特に今年度は新たに卓球部を創設

させていただきました。また、野球部に関しましても、これまで他の高校との連合チー

ムとして大会に出場してございましたけれども、この夏は単独チームで出場できる体

制を整えていただきましたので、生徒も張り切って、今練習に励んでいるところでご

ざいます。高校の先生方の惜しみない努力に感謝しているところでございます。町教

委、それから高校の教育を考える会といたしましても、各種部活動に対しましても、

今まで以上に外部指導者の派遣等について積極的に支援してまいりたいと考えてござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 補足というか、一つ答弁させていただきますけれども、本別

高校に進学する中で、実に早い段階から、本別高校は先生方を中心に、就職指導、ま

た、進学指導含めて、本当に熱心に取り組んでいただいて、町もわずかばかりですけ

れども、教材だとか資格のそれぞれ認定についての支援をさせていただきましたけれ

ども、最近になって道教委とかなり私どもも町村会としてそれぞれ協議をする場が多

くなっているのですが、少子化ですから、少人数の教育をどう保障していくのか、こ

れは本当に人づくりとして一番大事なところですから、それぞれ特色のある学校をつ

くろうということはもちろん大事なことなのだけれども、特色のあるということで、

そして少人数になると、逆に高校がなくなるのではないかと、こういうことが、地域

も、もちろんＰＴＡもそうですし、子どもたちも不安なのです。ですから、こういう

ことではなくて、本当に少人数でもいかに子どもたちをしっかりと、何回も言います

けれども、学べる環境をしっかりと保障して、北海道としてそのことをバックアップ

していけるかということを、自治体と一緒になって頑張りましょうということで、方

針をそれぞれつくらせてきました。 

 今回の指針の中でも、例えばキャンパス校が２０名以下だったら、それは即廃止対

象になるのですが、今回は、それも少人数で、さらに１０名という枠の中にハードル
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を下げながら、離島などなど含めても、子どもたちがちゃんと学べる環境をつくる。

また、少人数でも、１間口になったからとすぐ廃止対象、統合の対象でなくて、先ほ

ど教育長も答弁しましたように、進学率が、地元からの願いがあれば、そこはしっか

り保障していくと、こういうことにさせていただいていますが、特に本別高校に限っ

て言わせていただくと、今申し上げましたように、先生方は本当によく努力していた

だいて、休み時間、また、夏休み、冬休み含めて、しっかりと指導していただいてい

ますし、また、国も、本別と上士幌と大樹に、ちょっと科目的に不安のある生徒さん

がいたら、それを特別支援という形で、年間８０時間の特別支援を個別に指導してい

ただけるという、そういう指定校にもなっておりますので、本別はそういう意味では

いろいろな意味で子どもたちの不安を解消できるような指導体制があるのですが、残

念ながらそこが十分に子どもたち、また、親御さん方に伝わっていないというところ

が今までありました。 

 いろいろな部活も含めて、指導体制などを含めても、これは学校だけに任せるので

なくて、まちの指導員もたくさんおりますので、それぞれの人たちも協力しながらやっ

ていこうということで、今、話をずっとさせていただきましたので、それら含めて、

昨年の特徴的なのは、早い時期に野球部の親御さんが来られて、本当に本別高校で野

球ができる環境であれば、全員が本別高校に進学を希望すると、こういうことまで言っ

ていただきながら、子どもたちに少しでも希望をつなぐということで、大きく今回頑

張っていただいて、この前、校長先生のお話を聞くと、春は野球の試合はそれこそ複

数校で連携して出場しましたけれども、夏は単独で、それぞれの部活の中から、また

応援団もいただきながら、単独でやるということでありますから、これがこれからの

希望する子どもたちにまた大きな希望も与えますし、また、一時できなかった卓球も

そうでありますし、また、伝統的な弓道だとか、子どもたちの勉学はもちろんですが、

部活にも希望を持つ、そういう部活があれば、しっかりとまちも挙げて応援しながら、

地元の高校にしっかりと進学して、本当に伸びやかに学んでほしいと、こういうこと

で取り組んでいくということであります。 

 もう一つ申し上げますと、十勝管内でも大きく声が上がっているのは、要するに４

学区あった十勝の教育環境が１学区になって、全部帯広のほうに集まっていっても不

思議でないぐらいな、そういう状況にしておいて、地域を守れ、特色を守れ、学校を

守れといっても、それはなかなかいかないだろうと。そういうことを含めて、本当に

子どもたちの未来を考えるのだったら、学区の復活もしっかりとしていって、それぞ

れ地域が競争したり、とんでもない財政支援をするようなことで、本当に言い方はあ

れかもしれませんが、ぶんどり合戦みたいなことになっていますから、これは全道的

ですけれども、そのようなことが本当にいいことなのか、こういうことを含めて、しっ

かりと北海道も町村もこのことを、子どもたちがそれに翻弄されることのないように、

しっかりと本当に地元で安心して学べる環境をつくるために、もう一度教育環境も含
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めて取り組んでいこうと、こういうことに今進めさせていただいています。 

 何とかそういう中でも、本別高校も少し中学生が少なくなっていますけれども、で

きれば、今答弁ありましたように、小中高一貫教育の、まさにそのような町でありま

すから、そこもしっかりと先生方にもさらにお互いに連携もしてきていただきながら、

大変忙しい中ですけれども、子どもたちに少しでもふれあっていただいて、地元の高

校へということも含めて努力させていただきながら、本当に結果として子どもたちが、

やっぱり地元で、親の中で、そして地域の中で育てていただいたことに感謝していた

だけるような環境をつくっていきたいなというふうに思います。ぜひ議会はもちろん

ですが、町民の皆さんも御理解をいただきながら、全力で取り組んでいきたいと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（方川一郎君） 高橋利勝君。 

○１１番（高橋利勝君） 今、町長から答弁いただきましたけれども、私も、今、２

間口の議論をしているときに、例えば１間口になったらどうしようというふうな議論

は余りするということはどうかなとは思ってはいるのですけれども、ただ、やっぱり

町民の皆さんからも言うように、将来的にも少子化というのは目に見えて、今は２間

口確保について努力していけるけれども、将来的に見ると、なかなかそれは難しいの

ではないかと。その中で、今、町長の答弁があったように、パイの奪い合いのような

議論ではなくて、１町１村というのですか、そこに一つの高校をという、そういう方

針をやはりきちっと、それも求めていかなければいけないのだろうと思います。議会

としても、今回の議会に道教委の高校の方針見直しの意見書を提出しますので、そう

いった形も含めて、要するに２間口に努力しながらも、一方、１間口でも本別高校が

存続していけるように取り組むということは、町民にとって大変関心のあるところだ

と思いますので、改めてその決意をもう一度お伺いします。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） １間口で、統廃合対象で、なくなるのでないかと。現実にそ

うですね。隣の町もありましたし、十勝管内も複数校ありましたけれども、そういう

ことは、やっぱり本当に子どもたちを育てる環境としてはまずいということを含めて、

今までそれぞれ協議させていただいて、少人数の教育をどう確保して保障していくの

かということにシフトをさせていただきました。今回の指針の中にもそれは明確に記

述されて、それは１間口だからといって学校が即なくなるということはないよという

ことで、ちゃんと明記させていただきました。 

 まさに今御質問のとおり、子どもたちの学びの環境というのは本当に大事なことで

すから、それは本当にパイの奪い合いどころか、本当に特色ある学校をつくれと言い

ますから、教育でなくて別のほうにいってしまって、私もいろいろな町村会、１４の

旧支庁の町村会のお話を聞くのですけれども、お互いにすごいのですよね。１億円以
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上も財政支援するとか何とかというのも当たり前のようにやって、それで行ったとか、

少なくなったとかという話で、これは本当に子どもたちの教育ではないだろうと。そ

のことをもう少し本当に正しいというか、きちっと未来に向かった方向に目を向けれ

ば、まだまだ子どもたちにいい教育環境がつくれるのではないかと、そういう思いで

ありますから、それは私どもは１間口になったから大丈夫だということでなくて、やっ

ぱり子どもたちのそれぞれの、進学も就職も部活も含めて考えるときに、やっぱり１

間口で募集するのと２間口でいるというのは、これは大きな差があると思うのです。

１間口でいくと、やっぱりだんだんだんだん３０人になったり２０人になったりとい

うことになりかねないということでありますから、できれば最低限の２間口を何とし

ても維持させていただきながら、どうしても少なくてかなわないときは、そのときは

また１間口でも仕方がないかもしれませんが、必ず２間口という、そういう少し波が

ありますけれども、必ずそのことを常に頭に入れながら、子どもたちがよりよく元気

に活動できる、学べる、そしてまた、部活も含めて本当に希望を持てる、その環境の

ためには、最低限、やっぱり２間口を目指しながら、しっかり頑張ることが我々の使

命だというふうに思っておりますので、それは我々の思いだけではできませんので、

子どもたちにも、そしてまた、それぞれ保護者の皆さん、ＰＴＡの皆さん方にも御理

解いただきながら、なぜ地元に営々たる８０年の歴史を超える高校があるのかという

ことも含めて、しっかりとその歴史も、また文化も継承できるように、そして今、い

ろいろ取り組んでいただいている学校現場のそれぞれ小中、そして高校の先生方の頑

張りや、また、熱心さなどもしっかりと子どもたちに理解いただきながら、目の前に

ある高校と二つの中学校がしっかりと連携できるように、またそれぞれ取り組みの中

で努力させていただければと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（方川一郎君） 高橋利勝君。 

○１１番（高橋利勝君） 次に、通学路、歩道の補修、整備についてお伺いします。 

 町道の歩道は傷んでいるところも多く、町民から補修や整備を望む声があります。

その中でも、せめて児童生徒が利用する通学の歩道は、徒歩通学にしても自転車通学

にしても、安全に歩行できるように、通行できるように補修、整備をするべきではと

いう声があります。 

 そこで、以下２点についてお伺いします。 

 １点目でありますが、本別中央小学校通り、本別大橋過ぎの高校側信号機左折から

中央小学校までの歩道、自転車道は、ひび割れ、でこぼこ、縁石の崩れなどが至ると

ころにあり、児童生徒が安心して通学するためには支障を来しているのではという指

摘があります。歩道、自転車道の状況から見て、再整備を検討するべきと思いますが、

考え方を伺います。 

 ２点目でありますけれども、町道中央橋通り、中央橋から高校交差点までの歩道は
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ひび割れがひどく、一部補修していることからも、全体的に補修するべきと思います

が、考え方をお伺いします。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 高橋利勝議員の２問目の、通学路、歩道の補修、整備につい

ての御質問の答弁をさせていただきます。 

 まず、歩道の舗装につきましては、整備後、年数も経過していますし、特に小学校

通りは昭和４５年に中央小学校に改組されて、設立してから、そのときに整備した道

路でありますから、私もしょっちゅう通りますからよく見ているのですけれども、あ

そこは少し安心できるのは、今までは自転車が歩道を走るというのは、ほとんど交通

ルール上、認めなかったのですが、近年は交通安全上でそれも可能となりましたから、

そういう面では、あれだけ多くの子どもたちが通うときに、事故のないようにと願い

ながら見るのですが、そういう意味では、小学校の通りに限って言うと、歩道の部分

と自転車の部分と両面ありますから、少し余裕があって、ありがたいなと思うのです

が、御質問ありましたように、確かに年数がたっていますから、ひび割れ状態という

のですか、斑紋が広がるような、クモの巣状態みたいな、そういうひびが入っている

ことも事実でありますし、また、縁石は、除雪の関係で、もろいものですから、かな

り欠けたり、そういう部分がありますが、ただ、全体的に波を打っているとか穴があ

いているとかということはほとんどありませんが、そういう劣化した部分等もしっか

り考えながら、子どもたちに間違っても事故のないようなことにしていかなければな

らないという意味では、かなり気を配りながら、担当のほうも巡視しながら修理をし

ています。特に傷みが激しいところは、即応急措置、修繕をしながら対応していくと

いうことでありますが、ただ、少しひび割れ状態のやつを全部改修するというのはな

かなか難しいですが、町の中の歩道もそうですけれども、今、順次、年次計画で歩道

整備をしておりますので、通学路などを含めても、特に傷みの激しいところなどは、

その維持、補修に努めながら、交通安全上、支障のないような歩道にしていきたいな

というふうに思っておりますので、そういう意味では、この部分についてはしっかり

と対応させていただきたいと思います。 

 小学校通りは、どうしても最終的に改修しなければならないということになるだろ

うと思っていますし、私どもも担当と話しているのは、ちょうど車道と歩道の部分は

別に問題ないですが、歩道と自転車道の部分については、今言いましたように、ちょ

うど真ん中に縁石が入っているものですから、それがかなり削られて低くなったりし

ていますけれども、できれば、一気にはできませんが、そこは逆に縁石を外して、そ

こを全部オーバーレイか、また、その部分だけでも舗装にして、また白線で区切ると

か、そうすれば維持管理ももっとしやすくなるし、道路の傷みも解消できるのではな

いかと、そんなことも含めて今対応させていただきますが、当面はひび割れや、また、

特にひどい、著しく傷んだところについては、順次、補修工事をやりながら対応して
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いくということで御理解いただければと思っています。 

 ２点目の、町道中央橋通りの歩道のひび割れの補修につきましては、今、御質問い

ただきましたけれども、中央橋のたもと付近につきましては、一部補修を行なってい

るところでありますが、全体的には横断状にひびが入っていることは間違いないこと

でありますから、これも一部補修をしながら、全体的には、このひび割れも含めて、

それぞれもっと口が開かないよう、そういうことになれば、また順次補修をもちろん

しなければなりませんが、そのひび割れ状態や、また段差、それから、急に穴があく

などということについては、随時補修を進めて整備していきたいなというふうに思っ

ています。 

 全体的に、この整備については、それぞれいろいろな技術や工法も含めて、順次対

応して、支障のないように努めていきたいなと思います。 

 以上申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） 高橋利勝君。 

○１１番（高橋利勝君） 中央小学校通りの歩道について再度質問しますが、昭和４

５年ということですから、もう相当の年数がたっています。それで、今、支障があれ

ば、それぞれ応急措置も含めてやるということですが、ただ、私は、あそこの歩道に

ついての考え方ですが、本来、通行するという意味だけのものではないというふうに

思っています。ただ通行するのでしたら、いろいろでこぼことかいろいろあるけれど

も、通学をする姿を見せてもらいましたら、子どもたちはあそこを歩いていくのに、

友達と話をしたり、ふざけるというか、そういういろいろ遊びをして、道路がでこぼ

こだとか何とかというのは余り気にはしていないのです。そういう意味では、もっと

それよりも、一緒に帰ることの楽しさみたいでわいわいがやがや帰っているというの

が事実ですが、ただ、本別大橋から高校にかけての道道、花壇があって、舗装がきれ

いになっています。その整備について、当然、生徒からもいろいろな好評を得ている

というふうな話も聞いていまして、教育施設としてのいわゆる環境整備というか、子

どもたちがあの歩道を通るのに、やはりそういった今のような高校に向けての道路、

歩道のような、そういうような道路も含めて考えていく必要があるのではないかとい

うふうに思うのです。あそこはほとんど子どもたちしか通りませんし、今の状況でい

うと、自転車道が低くあって、ただ、歩道も、自転車道が低いゆえに、歩道自体も全

体的に下がっているというか、そういうふうな状況で、これは子どもたちがどうかと

いうことではなくて、やっぱり我々大人が見ても、歩道としてはちょっとひどいなと

いうのが率直な環境ですし、学校施設としての環境ということからいっても、これは

やはり再考しなければ私はいけないのではないかと思いますので、その点についてお

伺いします。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 子どもたちが通学する、その通学が少しでも元気よく、また
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感性を少しでも磨きながら、豊かにということで、農村女性部の皆さんがみずから種

をまいて、苗をつくって、中学高校通り、あれだけの歩道に花壇をつくっていただい

て、子どもたちと一緒に秋は花壇の花の撤収をしていただくなどなど含めて、本当に

そういう意味で、御質問ありましたように、教育環境含めてものすごくいい状況をつ

くっていただいて、本当に地域の優しさや、そういう心配り、気配りをしっかり感じ

ながら子どもたちが元気に通っているという姿はそのとおりだろうなというふうに

思っています。 

 そういう意味で、そこと特に比較するわけではありませんが、今御質問ありました

ように、小学校の子どもたち、本当にお話ありますように、１年生はいつもぴかぴか

のカバンを背負いながら、また、上級生などを含めて、あそこは本当に大きなにぎわ

いの中で、子どもたちが行き来する姿の中で、いろいろなことを覚えたり、いろいろ

なことを体験したり、大事な大事な通学路だと思っています。そういう意味では、今、

急にどうこうということの支障はないかもしれませんが、お話いただきましたような

ことも含めて、やっぱり子どもたちが少しでもそのような思いだとか環境や状況を少

しでもつくっていけたらなと、今本当に思っているところです。特に両側は畑になっ

て、そこの畑の地主の皆さんは、そこに夢のある作物を植えていただいたり、また、

この次の春には、あそこにヒマワリの迷路ができるような、そういう希望の持てるよ

うな、そういう環境をつくっていただくということも私どもにお話いただいています

から、そういう意味では、大事な子どもたちの通学路、そして子どもたちの学びの庭

でありますから、そういう面では、そのことに少しでも私ども応えるような方向でい

ろいろ検討させていただければなというふうに思っています。 

 先ほど少し言いましたけれども、逆に今まで劣化してきた、また、ちょうど除雪な

どでかなり傷んできたブロックなども、この処理の方法もありますが、全部一遍にと

いうわけにいきませんが、それぞれ御質問いただいた中身を含めて、少しでも子ども

たちにそういう環境が、また、見た目でも本当に心がほっとするような、そんな環境

の通学路にできるように、少しでも努力していければなというふうに思っております

ので、また順次取り組みをさせていただく、また、計画もつくっていきたいなと思っ

ています。 

 以上であります。 

○１１番（高橋利勝君） 終わります。 

○議長（方川一郎君） ここで、暫時休憩します。 

午前１０時５１分  休憩 

午前１１時０５分  再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 ４番大住啓一君。 
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○４番（大住啓一君）〔登壇〕 議長の許可をいただきましたので、通告いたしまし

た、難病に対する考え方について質問をいたします。 

 平成２７年１月に、難病の患者に対する医療等に関する法律、これは難病法と称す

るものでございますが、これが施行され、医療補助制度が大きく変わりましたが、本

町の対応、対策について、考え方をお伺いいたします。 

 指定難病の種類は、平成２７年７月から３０６種類となっています。このことに鑑

み、以下３点についてお伺いいたします。 

 １点目でございますが、本町にお住まいの難病の患者さんは、平成２９年３月３１

日現在、８２人と認識していますが、患者さんや御家族の皆さんが集うことのできる

施設を充実すべきと思いますが、どのように考えているのか、お伺いいたします。 

 ２点目でございますけれども、本町におきまして、お一人で活動されている方々へ

の支援はどのようにお考えになっているか、お伺いいたします。 

 ３点目でございますが、医療費助成新制度移行により、負担増となることへの不安

を感じている難病軽症者の方々への対応はどのようにお考えになっているのか、お伺

いいたします。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 大住議員の難病に対する考え方についての質問の答

弁をさせていただきます。 

 御質問にありましたように、平成２７年１月に、難病の患者に対する医療等に関す

る法律、難病法が施行されまして、月額自己負担の上限額の変更や、また、対象とな

ります疾患の拡大が図られまして、平成３０年４月現在では、医療費助成の対象とな

る指定難病は３３１疾患であります。 

 本町における特定の医療費受給者は、これも４月現在ですが、７１名となっている

ところです。 

 １点目の、難病患者さんや家族の皆さんが集う施設の充実についてですが、これも

以前も御質問をいただきましたけれども、平成１７年に町なかに集いの場所を求める

高齢者や、また、障がいを持たれている方の活動支援として発足しました銀河サロン

では、カラオケだとか、食事会だとか、ダンスだとか、広くこの集いの中で開催をさ

せていただきながら、特に食事会では、障がいのあるなしにかかわらず、世代を超え

て、毎回４０名余りの方が集う交流の場となっております。また、あいの里の交流セ

ンターやふれあい交流館におきましても、当事者団体が茶話会などを利用されており

まして、障がい者、高齢者、地域の方々を含めました交流が図られておりますことか

ら、今後も関係団体との連携の強化に努めていきたいと思います。 

 ２点目の御質問につきましては、１人で、また、あるいは少人数で活動されている

方につきましては、関係団体の方々との相互理解を図りますとともに、１人の声もしっ

かりと反映できるように、障がい者の相互理解、また、連携を図ることを目的としま
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した本別町障がい者連絡協議会、チャレンジド・ネットワークへの参加も呼びかけて

います。 

 また、昨年もそれぞれ少人数、１人で活動されている人が、このチャレンジド・ネッ

トワークに参加をいただいて、本人いわく、大変貴重なところに参加させていただい

たということで、また張り合いを持って活動できるということで、大変喜ばれて、ま

た、チャレンジド・ネットワークの皆さんもしっかりと受け入れながら活動をしてい

る、そういう実態も出てきました。 

 また、難病については、疾病によって抱える課題や、また、悩みが異なりますこと

から、チャレンジド・ネットワークほんべつを通じた活動に努めていただいておりま

すが、引き続きこの活動に対する個別の相談や助言につきましては努めてまいりたい

というふうに思っています。 

 ３点目でありますが、いわゆる軽症者特例、この対象者への対応についてですけれ

ども、平成２７年に施行されました難病の患者に対する医療費等に関する法律では、

指定難病の診断の基準は満たしていても、重症分類、症状の程度が満たされていない

方につきましては、指定難病にかかわる月ごとの医療費の総額、これは自己負担額で

はありませんが、３万３,３３０円を超える月が１年に三月以上ある場合については、

医療費の助成の対象となる特例が設けられているところでありまして、また、北海道、

特に保健所が発行します難病の医療費の支給認定に関する通知書の中で、軽症者の特

例に該当する場合は、医療費助成の対象になることが記載をされているところであり

ます。 

 本町における難病患者の支援につきましては、現在、３８人の方に相談支援を初め

介護保険サービス、また、障がい福祉サービスの提供を行なっておりまして、難病患

者の方が日常生活や災害時に適切な支援を受けることができるように、保健所とも連

携を図りながら支援に努めているところであります。 

 また、相談などを含めては、本町においては、健康管理センターや総合ケアセンター

が身近な相談支援機関となりますから、引き続き個別相談や支援に努めてまいりたい

と思います。 

 以上申し上げて、答弁といたします。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 答弁をいただきました。３点に分けて質問してございますの

で、飛び飛びになるかもしれませんけれども、答弁の方、よろしくお願いしたいと思

います。 

 まず、今細かく答弁いただきました。集う施設の関係でございますけれども、今、

町長のほうからありましたように、銀河サロン等々、あいの里ふれあい交流館等々あ

るのは承知してございます。 

 後段のほうの答弁でもありましたように、難病の方々の種類によりまして、なかな
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か人となじめないだとか、症状がなかなか我々健常者とかわらない部分もあったりす

ることがあるやに聞いてございます。したがいまして、そういう難病の方を一堂に集

めるといっても、これまた大変なことでございますし、なかなか障がいのある方々と

も、これもまた大変なことだと思います。高齢者の方々だとか、お子さんとふれあう

ことも、これも必要だと思いますので、月日はかかるかもしれませんけれども、担当

の部局のほうで、今お話しさせていただいたような方々とふれあう場所、こういうこ

とをもっと重点的にやっていったほうがよろしいのかなと。一つ一つの障がいのある

方、難病の方の疾病によってこうだああだでなくて、皆さんが集うようなこともまた

必要なのかなというふうに思いますし、また、集えない方々もおられますし、今、町

長の答弁で、本別町で７１名という数字が出てきています。私のほうで８２名という

ことで認識しておったのですが、この差はどういうことなのか。いろいろ個人的な、

プライバシー保護だとか、個人情報等々があって出ていない部分もあるのか、その辺

の考え方だと思いますけれども、いずれにしても１００人近い方々が難病で苦しんで

おられるという、この町でもいるということでございますので、その辺をどのように

考えているか、再度お伺いしたいと思います。 

 それから、マスコミ等でも紹介されておりますけれども、この４月から、札幌市で

難病手帳というのを発行されてございます。これは難病の方、今申したように、いろ

いろな３３１種類がございますので、いろいろな難病で苦しんでいる方がいます。い

ざ災害になったときに、どのような器具が必要なのか、どのような身の回りのものが

必要なのかというようなことを網羅した手帳だというふうになっているようでござい

ます。札幌市では２００万人の大都市の政令都市で、２万人の方々に無料配布してい

るということでございますから、本別町でもこれは一朝一夕ではいかないと思います

けれども、北海道の保健福祉部だとか、先進地である札幌市だとか、難病連の方々と

もよく相談されて、すぐできないにしても、個人で持っておられて、また、家族の方々

が共有することによって、いち早く災害のときに大変なことにならないというような

ことも含めて、そういう将来的に難病手帳のような制度を設ける考えがないのか、あ

わせてお伺いしたいと思っております。 

 それから、３点目に質問いたしました、難病の軽症者の方々で、これが受給者証が

負担増になっていくということが、昨年の１２月で緩和期間が過ぎてございますので、

その辺、相談を受けて、北海道がということになろうかと思いますけれども、北海道

の保健福祉部の見解を聞きますと、やはり地元の町村からもそういう情報がほしいと

いうことでございますから、その辺を漏れることなく、軽症者といいながら、そうい

う形で受給者証が漏れることがないような手法をとっていくべきだと思いますけれど

も、その辺も再度あわせてお伺いしたいと思います。 

 それから、難病の方々が独自で難病連という、三百数種類の病気の方々の連合体で

ございますけれども、そういう難病連という組織をつくってございます。その中で、
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ことしであれば難病連で難病手帳をつくっただとか、受給証をなかなか支給されない

だとか、そういうことの講演会というのをやっているようでございます。本別町の担

当の方々がそういう講演会に出向いていっていることがあるのか、これからまた何回

かあると思いますので、その辺をどのような形で、今、インターネットの時代ですか

ら、検索すればすぐ出てくると思いますので、その辺、情報収集といいますか、連携

するのに必要でないかと思いますけれども、その辺をどのようにお考えになっている

のか、お伺いしたいと思いますし、要するに難病連と保健福祉部、本別町、皆さんが

一体となって進めていくべきだと思いますし、町長の先ほどの答弁にもありましたよ

うに、高齢者の方々、障がいのある方、いろいろな部分で連携することがあると思い

ます。これらをまとめていった中で、再度、どのようにお考えなのか、細かい部分も

お聞きしましたが、この町は福祉でまちづくりということでうたってございます。難

病の方々にも寄り添った施策が望まれていると思いますので、その辺、今お話しさせ

ていただいた部分をどのように考えているのか、再度伺います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 再質問の答弁をさせていただきますけれども、まず、前後し

ますけれども、去年８２名で、７１名になった経過ですけれども、１年で７１名になっ

たということは、高齢も含めて亡くなられた方だとか、また、本町から転出した方含

めて、人数が８２人から７１人になったということで理解をしていただければと思い

ます。 

 また、御質問ありましたように、当然、症状が異なると、３３１の疾患があるので

すから、それが全部いるとは言いませんけれども、それぞれ同じ疾患という人はそん

なにそんなに多くないですから、いろいろな症状があるという方々の集まりですから、

それらを含めて、手帳の配布だとか、いろいろ難しいのではないかということですが、

これは保健所とか北海道で、しっかりその疾患を持っている難病の方には通知がいっ

ていますし、また、その周知の仕方は、病院からも全部いっていることでありますか

ら、特に今、疾患を持たれている難病の方の、それぞれいろいろ対応するのですけれ

ども、特に災害時の緊急支援なども含めて、聞き取り調査とかいろいろやるのですが、

なかなかその支援の調査でも、自分が難病であるということも含めて、なかなか参加

をしていただけないというのが現実でありまして、そういう参加をしたいとか、また、

そういうところに集いがあれば行きたいという人がたくさんであれば、それぞれまた

いろいろな少人数でもグループができたりするのですが、残念ながらそういうような

状況もないということを含めて、ただ、個別相談だとか、そういう部分についてはしっ

かりうちのケアセンターや、また、健康管理センター含めて、それと、保健所、北海

道と連携しながら、そういう個別の相談などなど含めては、しっかりと対応していく

ということでありますから、その辺については御理解いただきたいと思っています。 

 また、札幌についての、そういう出向いてそれぞれ学習しているのかということで
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ありますが、数名はいるのではないかということでありますけれども、全体的に何名

行っているかということについては、それはまだ把握はできていないところでありま

すから、その辺については、それぞれその講習、また、そういう学習の場に、なかな

かわかりませんが、受給者証含めて、この部分については連携をしていくということ

でありますが、受給者証については、それぞれまた北海道の中からもそれはしっかり

と、疾患を持たれている難病の方々に直接連絡をしているということでありますから、

この辺については、そのようにこれからも町としてもできる限りそういう実態の把握

も含めて努力させていただければなと思っています。 

 また、事務的な部分について、受給者証の配布などについては、担当のほうから若

干、わかる範囲の中で答弁をさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美君） 軽症難病の方についての結果通知を含めて、医療費

が今まで経過措置で受けられたけれども、この１月から受けられなくなったというこ

とにつきましては、一応道、保健所のほうから御本人さんへの通知ですとか、あるい

は、保健所と医療機関との連携の中で、こういう方がいればこういう対応をしてくだ

さいというようなことで、保健所としても医療連携を図っているというようなことを

伺っております。 

 私ども、町としましては、今現在、介護サービスですとか、あるいは障がい福祉サー

ビス等でかかわっておられる３８名の方については、個別に、障がいだけではなく、

生活の不自由さも含めていろいろ御相談をさせていただいておりまして、その中から

は、今こういうことで困っているですとか、認定が外れたのだけれどもというような

御相談は今のところ聞いていないのが状況です。この先も、もしそういう御相談があっ

た場合には、引き続き道と連携をしながら対応させていただきたいというふうに考え

ております。 

 以上です。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 長々と私も質問していますので、何点かにわたっていますか

ら、なかなか１回ではということになるのですけれども、当然、経過措置があって、

軽症の方々に、１回で１００パーセントということになればいいのですけれども、な

かなか病気の方々ですから、私は、僕はこういうことだと言いづらい方もいると思い

ます。これは現場でやっている担当の方々が一番わかっていると思います。こういう

ことで、どうするかということは、行政ではやはり地道な一日一日の積み重ねが大事

であって、これはそういうことの積み重ねで、難病の方々と、そういう方々の組織と、

官庁の中で主導的といいますか、県レベルでは北海道の保健福祉部あたりと協議をし

ていったら私はいいのではないかと思いますし、それは当然やっていると思いますけ

れども、先ほども申したように、そういう中身の中で、北海道難病連の方々が講演会
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を独自にやっております。これは道の保健福祉部も協賛したり後援したりしている部

分でございますけれども、そういう中に担当の方々が出向いていって、情報収集なり

意見交換をしたらどうかということで申し上げさせていただいていますが、その辺の

具体的な考え方、再度お伺いしたいのと、それと、札幌市の例を出しましたのですが、

難病手帳、これは呼び方は難病手帳ということでマスコミ等々にも載ってございます

し、そういう冊子等に出てございます。これは個々の病気の方々のほとんど網羅して

いる、先ほど町民の答弁にありましたように、災害時に、小さなお子さんですとか、

いろいろな部分での災害弱者の方々を行政としてサポートしていくというのは当たり

前のことでございますから、その辺を網羅した、どういう器具が要るだとか、どうい

う連絡先になっているということが大変重要なことになってくると思います。したが

いまして、呼び名は札幌市は難病手帳でございますけれども、本別町独自で、将来的

に、札幌市も１年半ぐらいかかったようでございますから、きょう言ってことし中に

ということには当然ならないと思いますけれども、いろいろな部分を考えていったと

きに、将来、私は、呼び方は別にいたしましても、そういうことが必要でないかと。

今、７１名の方々が難病で苦しんでおられるということでございますから、障がいの

ある方も、高齢者の方々も、いろいろな意味で全体的に目を通していくというのが行

政の務めでございますので、その中で、難病の方々の情報を網羅した難病手帳のよう

なものを将来的につくっていったほうがいいと思いますけれども、どのようなスタン

スで考えているのか、その２点について、再度お伺いします。 

○議長（方川一郎君） 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美君） 御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、難病連等が行なっているいろいろな研修会等に行っているかというところで

ございますが、いろいろな主催の研修会があって、保健所のほうからもこういう研修

会があるので御参加しませんかというふうな御案内もいただきます。それら全てに参

加することは現状としては難しいですけれども、御案内いただいた中の幾つかの研修

には町の職員も参加をさせていただきまして、現状、考え方ですとか、新しい知識を

得るとかということで利用させていただいております。 

 次、２点目の、難病手帳のようなものというところですけれども、確かに難病の方

ももちろんですけれども、障がいの方も含めて、災害時、避難所に避難したときの対

応ですとか、どうしたらいいのかというのは、非常に個別性の高いものだというふう

に認識をしております。ですから、難病の方みずからがそういうものを持って発信し

ていくことももちろん大事だと思いますし、私たち行政側や、あるいは地域の人々も

含めて、やっぱりそういう特性を受け入れる側としても理解をしていくというところ

も非常に重要なのではないかというふうに考えているところです。それを手帳という

形がいいのか、パンフレット的なものがいいのかとか、いろいろな考え方もあろうか

と思いますし、いずれにしても、特に緊急時の場合というのは重要性が高いものでは
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ないかという認識はございますので、どういう周知の仕方だとか対応の仕方がいいの

かも含めて、保健所さんとも相談しながら検討はしていきたいというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 担当の課長のほうからも細かく御答弁がありました。将来的

には当然必要だということでの認識は同じでございますし、私どもも、この難病とい

う言葉自体が、私も議員になってから何年かなりますけれども、なかなか健常者には

わかりにくいところがございます。高齢の方々も、呼び名としては後期高齢者だとか、

いろいろな国での呼び方がございますので、いろいろな時点、時点で、そのときその

ときで変わってくることもあると思います。ただし、行政としてやることは一つでご

ざいますので、例えば高齢者の方々の、よく冷蔵庫に貼るような、マグネットであり

ますね、最小限度の連絡先だとか、血液型だとか、そういう部分を、手帳でなくても、

そういう部分でも私は必要なのかなと思ってございますし、自治会、町内会で全部把

握するということは、これは個人情報だとかプライバシー保護がございますので、一

概には言えませんけれども、今、総合ケアセンターのほうで、高齢者の方々に、ボタ

ン一つ押すと全部連絡がつくようなこともなっているようでございますから、難病の

方々でも、結構重い方もおられると思いますので、その辺は本当に地道に、日々の活

動といいますか、仕事の中で、大変かと思いますけれども、その辺を、手帳という言

葉で札幌市の例で出しただけであって、町独自のというのは、私は必要でないかと思

いますので、なるべく早い時期に町民の皆さんにお知らせしていくのが、特にそうい

う方々のこれからの励みといいますか、糧になると思いますので、その辺と、講演会、

出るというか、出ていくということでございますけれども、回数も結構やってござい

ますし、いろいろな部分で職員の方々の研修にもなると思いますので、その辺も再度、

２点についてお伺いいたします。 

○議長（方川一郎君） 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美君） いろいろな手段で情報を提供していったりですとか、

例に出されていた連絡先のシートみたいなものの活用ということもいただきましたけ

れども、６５歳を過ぎると、どういう疾患とか関係なく、支援が必要であれば介護認

定の対象になってくるという状況もありますし、今、連絡先シートということで、お

ひとり暮らしの方や高齢者世帯の方に民生委員さんを通じてお渡しをしているものに

つきましては、特にどういう人だからいいとか、どういう方々というよりも、やっぱ

り不安な方についてはどなたでも使ってくださいというスタンスで渡しておりますの

で、こういうものはどんどんこちらも活用していただきたいというふうに考えており

ます。 

 また、もう１点の講演会等につきましても、先ほども申し上げましたように、全て
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に参加をしていくのはちょっと無理かとは思いますけれども、やはり業務との関連の

中で、特に重要だと思うものにつきましては、可能な限り出席をさせていただきたい

というふうに思います。 

 以上です。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 大体議論させていただきましたのですが、本別町に北海道の

出先の機関で保健所がございます。警察署の横に事務所があると思いますけれども、

先般、道の保健福祉部の局長とも話したのですが、なかなか人がいないといいますか、

充実されていないと言ったらこれは失礼な言い方になるかもしれませんが、どうして

も町民の方々は、本別町内にそういう窓口といいますか、行政の場所があれば相談し

やすいということになると思います。 

 何を言いたいかというと、やはり総合振興局は帯広でございますから、バスで行け

ば２時間近くかかる、車で行っても１時間１０分、１５分かかるということになって

くれば、やはり地元の役場の窓口に行って相談しなければいけないということになる

と思います。かといって、いろいろ行政の流れですから、北海道からの部分もござい

ます。私はその仕事どうのこうのでなくて、地元の保健所で人が少なくなってきてい

るということであれば、北海道の保健福祉部と連絡をとって、本別町のほうである程

度対応できるというようなことも広報等で町民の方々に周知していく、これは難病の

方だけでなくても、災害時にこうだとか、高齢者の方も障がいのある方も含めてその

ような形がいいのではないかと思いますけれども、その辺、保健所の縮小されてきて

いるということも含めて、実態も含めて、どういう考え方なのかお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（方川一郎君） 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美君） 御質問にお答えさせていただきます。 

 おっしゃるとおり、保健所、支所もだんだん縮小してきているというところで、相

談しづらいとは言わないのですけれども、タイムリーな相談ができないという現状は

確かにあろうかと思います。 

 ただ、先ほどのような医療費の制度の手続ですとか、どうしても保健所でなければ

できないものについては、こちらから、相談があった場合には保健所にも連絡をさせ

ていただいて、そこで対応していただかなければならないものだというふうに認識し

ております。 

 ただ、第一義的な相談につきましては、私たち総合ケアセンターも健康管理センター

もそうですけれども、難病のしおりとかいうような、保健所のほうでつくっているパ

ンフレットの中には、各市町村の相談窓口ということで、私どものセンターもそこに

載せさせていただいておりますし、うちで相談が受けられないということではありま

せんので、いろいろな手法を使ってそこは周知をしていければというふうに思ってお
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ります。 

 以上です。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） ほぼ話は聞きました。今お話しさせていただいたような中身

を、町広報という立派な周知する媒体がありますので、その辺で、私は町民の方々に

もお知らせしていったらいいのではないかと思いますけれども、その辺の考え方につ

いて。 

○議長（方川一郎君） 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美君） 周知の方法として広報の活用もということは確かに

あろうかと思います。例えば難病のこの部分とかということになると、非常に特定さ

れた部分の周知というのは、やっぱり制度を担当している北海道の考え方もあろうか

と思います。もし町でやるとすれば、例えば難病とは、というような、そういう全般

的なものであったりとか、そういう中で、相談窓口をこういうふうに持っていますと

いうようなことであったり、ちょっと出し方の工夫は必要なのかなというのはあると

思いますけれども、その辺につきましては、必要性を含めてちょっと検討させていた

だきたいと思います。 

 以上です。 

○４番（大住啓一君） 終わります。 

○議長（方川一郎君） 次、１番矢部隆之君。 

○１番（矢部隆之君）〔登壇〕 議長の許可を得ましたので、通告してあります１問

について質問させていただきます。 

 生産年齢人口の減少に対応するためにということでございます。 

 近年、労働人口の減少が社会問題化し、本町においても人手不足が深刻化しており

ます。本町の企業、農家では、町外からの学生、若者、海外からの労働者、これは外

国人技能実習生でありますけれども、その確保を進めており、これらの就労者に対す

る住宅の確保について、町の対応、考え方を伺います。 

 １点目でありますけれども、学生や若者の間で就農の関心が高まっており、農業法

人などに就職するケースがふえてくることが予想されますが、受け入れ側では、住環

境を充実させるには限界もあります。また、農業関係に就労する学生、若い人には、

民間経営のアパート、マンションでは、家賃の問題もあります。行政として、地域の

住民として受け入れるための支援策として、現在空き家になっている教員住宅の斡旋

や、家賃の補助制度の創設なども必要と考えますので、関係機関と協議していく考え

はないか、伺います。 

 ２点目でございますけれども、現在、企業、農家では、人手不足対策として、外国

人技能実習生の制度を使って、本町にも多数の外国人が就労しております。これらの

人たちの住居につきましては、現状、企業では会社の寮であるとか、農家ではプレハ
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ブを住宅の近くにつくりまして、それとか、古くなった家を活用しておりますが、将

来的にこの制度を使って導入がふえてくることが考えられます。また、家族で移り住

む方も出てくることを考えたときの対応として、複数の人たちが共同生活を営むため

の住宅の確保が必要と考えますが、中古住宅の斡旋など、関係機関と協議、検討して

いく考えはないか、伺います。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 矢部議員の生産年齢人口の減少に対応するためにの

御質問の答弁をさせていただきます。 

 まず１点目でありますけれども、人材、就労者の住宅の確保支援についてでありま

すけれども、御質問の教員住宅や職員住宅、これまでも緊急避難的にこれは活用して

きました。別に職種を問わず、本町に移り住むというようなことで、なかなか住宅が

見つからないときについては、緊急避難的に入居いただくということも今までは活用

させていただいてきました。今後も空き状況などを勘案しながら、可能な範囲の中で

対応させていただきますが、ただ、教員住宅にしても全部が全部でありませんので、

制約ももちろんありますから、入居する期限もありますので、それは今申し上げまし

たように、緊急的に入居いただいて、一定の期間の中でまた住居を見つけていただく

と、このようなことで対応させてきましたこともまた理解いただきたいと思っていま

す。 

 また、住宅の確保だとか、また、家賃補助制度などの質問でありますけれども、定

住対策だとか移住の促進事業と連携、また、連動した取り組みとして、具体的な対応

策などについては、関係機関だとか、例えばＪＡだとか、商工会だとか、建設協会、

それぞれの統括する団体等含めて協議を図りながら検討を進めてまいりたいと思いま

すし、今までもそのような対応をしてきた経過もありますから、これらについても引

き続き、個人対応というのはもちろんできませんので、それぞれの団体の中で関係の

協議を進めていくということで、これからも進めていきたいと思っています。 

 また、２点目の、企業や農業における外国人、これは技能研修生といいますか、そ

ういう面について、住宅の支援についてでありますが、本町においても、特に農業分

野、十数名、本別町にも入ってきています。もともとは中国の人が多かったのですけ

れども、最近はまたいろいろな、東南アジア、中国を含めて、いろいろな国の方が来

られていますが、またこれは人材不足というよりも、それぞれの規模拡大、家族経営

から、また、それぞれ特に畜産の飼養頭数が多くなってきた等含めて、多くなってき

ておるということもありますから、そういう意味では、どうしても外国からの技能研

修生に頼らざるを得ないという部分が非常に多くなってきているということもしっか

りと私どもも現状を認識させていただいていますが、また、御質問にありますように、

中古住宅の斡旋だとか空き家の利用、これにつきましては、現在、中古住宅の所有者
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の希望に応じた空き家情報の登録をさせていただいて、十勝東北部が今連携して進め

ております移住サポートセンター、これは住まいと暮らしの情報に掲載をして、ホー

ムページ上において広くお知らせをしているところであります。現状では、物件が余

り多い状況ではありませんけれども、今後、中古住宅はさらに増加が予想されますの

で、町といたしましても、この空き住宅を有効な資源として活用することが必要であ

るというふうに考えておりますので、空き家の情報収集だとか、また、情報発信の内

容の充実を図りながら、利用者ニーズに即した中古住宅が供給できるように、引き続

き関係団体や関係機関との協議をしながら運用を図ってまいりたいというふうに考え

ております。 

 今後も地域産業の維持、発展に、受け入れ環境の整備、また、定住対策だとか移住

促進事業と連携をして、生産年齢人口、また、人材確保に努めてまいりたいというふ

うに考えておりますので、御理解をいただき、また、御支援も賜りたいと思います。 

 以上申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） 矢部隆之君。 

○１番（矢部隆之君） 再質問させていただきます。 

 通告書に書いてありますように、１点目の学生、若い人の関係の再質問であります

けれども、現在、農業関係、特に法人に対する就労率が高まっているというようなお

話もございまして、一、二年、都会で勤めていた方が、田舎にあこがれるというか、

そういった関係で、法人であれば経営実態もしっかりしているということで、酪農関

係である法人等に就職する方も、本町においても、今、複数法人化、１戸できており

ますけれども、そういったことが将来的にふえてくるのかなというようなこともあり

ます。 

 それで、通告書に書いてありますように、若い方々が、町内のアパート、マンショ

ンということでお住まいを探していらっしゃいますけれども、やっぱり家賃が４万円

とか５万円とかということになりますと、御承知のように、若い方、特に学生さん、

２人に１人が奨学金を借りているというような実態がございまして、かなりの借金を

背負っている中で、給料も２０万円以下での初任給といいますか、そういった中で、

そこで町内の住宅ということになりますと、ちょっとやっぱり経済的にも厳しいとい

うのが実態にあるのかなということで、ことしも１名の方が法人に就職しましたけれ

ども、やはり家賃というか、住宅の関係で、ちょっといろいろ探していたようなので

すけれども、最終的には仙美里の街の中に中古住宅があって、そこは２万円ぐらいで

借りられるということで、やはりそれぐらいの金額といいますか、余りたくさんの金

額を出した中で、奨学金を返していくということもありますので、なかなか大変だと

いうこともあるものですから、家賃の補助制度といいますか、そういったことを、こ

れは、町長、先ほども答弁にありましたように、農家だけでなくて、オール本別とい

いますか、商工会なり、土木、建設関係も含めて、何とかそういったことの協議をし
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ていただいた中で、ある程度前進的なものがないかというのが１点でございます。 

 それともう１点、福利厚生の面から、住宅手当といいますか、これは従来的には雇

用主が福利厚生の面から充当させるというのが今までの考えでありますけれども、そ

ういったこともあるのですけれども、先ほど言ったように、オール本別として、そう

いったこともほかの業種さんたちとの関連機関とも協議しながら進めていただけない

かなというような質問であります。 

 それから、もう１点でありますけれども、来年の４月からですか、南４丁目に人材

確保の移住交流館ですか、これを改築した中で開設をするということで、これは就労

希望者の体験研修の場としての位置づけでありますけれども、先ほど言った、本別町

に就職が決まったというのですけれども、住宅の関係で、いろいろなところを探して

いるということで、それの仮の住まいといいますか、短期間の住まいということにな

ろうかと思うのですけれども、そういった面で、移住交流館にできている部分の部屋

を活用させていただけないか。短期間になろうかと思うのですけれども、できないか

ということが１点と、もう１点、本別町にお試し住宅ですか、３カ所、町内にあると

思うのですけれども、そういったところも、そういった本町に就職する方、農業だけ

でないとは思うのですけれども、そういった方々のために、短期間、仮の住まいとい

いますか、そういったことでの活用をしていただけないか、できないかなというのが

１点であります。 

 それから、２点目の、外国人の技能実習制度を使った実態でありますけれども、先

ほど町長の答弁にありましたように、現状、２０名以上の方が本町に入っていまして、

昔は中国人が多かったのですけれども、最近はもうちょっと南のタイであるとか、フィ

リピン、インドネシアということで、２０名以上の方々が今、本町に入っています。

そのうちの約半数以上が女性なのです。女性の方々が、酪農家であるとか育成農家に

も入っているのですけれども、そういった方々が、先ほど言ったように、農家さの隣

接した土地の中にプレハブを建ててもらったり、今まで住んでいた古い家にというこ

とであるのですけれども、やはりいろいろお話を聞きますと、希望としては、やはり

町内に、街の中に住みたいといいますか、女性の方々は、男性も含めてだと思うので

すけれども、やはり利便性なども考えたときには、やはり町内に住みたいといいます

か、そういったことがあるものですから、そういった中で、町内の空き家で、そういっ

た部分での活用ができないか、中古住宅で、そういったことも活用ができないか。 

 １点は、ある程度、例えば同じ国の人が２名、３名という形で農家に入っています

から、複数の人数の人たちが入れるような、できれば一軒家といいますか、先ほども

ちょっとお話ししましたように、教員住宅、先ほど本別高校の話が出ましたけれども、

そういったものが活用できないかというのが質問の中に入っていますけれども、そう

いった考え方での住宅、複数の人たちがある程度入れるだけのスペースを持った住宅

を借りられないかということの２点について、再質問させていただきます。 
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○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 再質問の答弁をさせていただきますけれども、どれから答え

ていいのか、いっぱい質問いただきましたけれども、整理をさせていただくと、基本

的には、やっぱり若い世代の人が来ると、家賃というものがやっぱりネックになると、

本当にそのとおりだと思います。やっぱり４万円、５万円というと、生活費の半分、

それぐらいになりますから、これはなるべく安価なところで、なおかつ市街地区がい

いということですから、それは本当に今、どの職種も含めてそういうことだろうとい

うふうに思いますから、そういう意味では、空き家はすごく有効な手段だというふう

に思います。ただ、家賃をどうこうするというのは、なかなかこういう制度はありま

せんから、そこは直接は難しいと思うのですが、ただ、その負担を少しでも少なくす

るようにということで、質問の趣旨にありましたように、それは空き家だとか、なる

べく安い家賃で入居ができる、できれば同じ外国の研修生にすると、今流で言えばシェ

アというのですか、共同住宅にできるような一軒家がいいということでありますが、

今までもそういうことも、ほかの企業でも実はありました。外国から来られた方が、

３人で一つの住宅で共同生活しているというのもありましたから、いろいろな方法が

考えられると思いますし、また、今までも、実際の例にあったのですが、製糖工場が、

もともと寮がありました。市街地区でないのですけれども、寮があったのですが、そ

こはまだ今、使用していません。かなりの部屋があると。そうなると、やっぱり農業

振興などを含めても、そこを有効に活用していただいて、例えばコントラでも何でも、

今ちょっと変わりましたけれども、そこで働いてもらって、冬の間、もし畑作や何か

でないとしたら、その製糖工場で働いていただいて、１年中雇用ができるというよう

な環境の中で、そういう住まいの場も提供できるというような状況もあったり、また、

民間の建設会社にしたら、それぞれ古くても、紹介していただければ、そこを内部改

修して、それぞれ外国からの研修生の受け入れの場として活用したりとか、そういう

こともたくさんあります。 

 とにかく、先ほど申し上げましたけれども、個別に対応するとなかなか難しいです

し、情報がありませんから、それぞれまとめる機関、関係機関というのですけれども、

そういう機関がまとめてというか、それらの状況を含めて相談をしながら情報交換す

ると、お互いに知恵を絞りながら、また、それぞれ役割もしながら、きっといい方向

にいっているのだろうというふうに思いますから、ぜひ私どももそういう意味では、

そういう関係機関なども含めてかなり連携はとっているのですけれども、具体的にこ

ういう問題がどうだというのは、なかなか協議の中にありませんので、これからはそ

ういう面も含めて、実態も含めて、十分に協議させていただきながら、待ったなしの

状況もありますので、そこら辺含めて対応させていただければなと思っています。 

 特に御質問ありましたように、近年、男性がもともとはずっと、ほとんど男性でし

たけれども、今、女性の方の研修生が非常に多くなってきているということでありま
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して、そういう面では、今、私どもの知っている範囲では１６名の方が本町に外国か

ら来て、仕事を担っていただいているという経過もありますから、これからまたそれ

ぞれ法人化などなど含めて、規模拡大で、それは農業もしかりですけれども、建設業

のほうも、またその他の産業の職種も、人材、人手不足ということで、外国人から就

労いただく、派遣をしていただく会社の方に紹介しながら、本町に１人でも多くとい

うことが、相当切実な思いでその取り組みをしているということでありますから、こ

れを含めて、しっかりと私どもも支援できるような協議を含めて、十分に、今御質問

にありますように、しっかり連携して取り組むということはそのとおりだと思います

ので、含めてしっかり対応できるように、各関係団体と協議を密接にしていきたいな

と思っています。 

 以上であります。 

○議長（方川一郎君） 矢部隆之君。 

○１番（矢部隆之君） 今、町長からいろいろ答弁いただきましたけれども、質問の

趣旨とはちょっと離れるかもしれませんけれども、人口減対策としての町外から若い

人を呼び込むであるとか、一つの方法、手段として外国人労働者が今入ってきていま

す。期間が短いということで、今お話あったように、海外からの労働者、二十数名入っ

ておりますけれども、受け入れる側としては、貴重な労働力ということで、どうして

も本町の酪農のちょっと話をさせていただきますと、本町の酪農は本別から北側とい

いますか、東側といいますか、農業大学校の学生さんのアルバイトでもっているよう

な実態があります。なかなか農大生のアルバイトがなければ、非常に仕事の面でも詰

まるということで、本別から仙美里にかけては農大生も貴重な戦力ということで、あ

とは距離的な問題から言って、こちらの勇足の西であるとか押帯方面は農大生がなか

なか通うというのも大変ですから、どうしても海外からの研修制度を使った実習生と

いうことで、この辺の実態を町としても調べていただいた中で、非常にお金もかかる

ということでありまして、それで、受け入れる、希望する農家さんも、海外に行った

中で面接をしてきて連れてきているような実態で、途中、ブローカーさんといいます

か、そういったところに払うお金も大きいということで、その辺の農家戸数も結構な

件数、ふえてきておりますから、先ほど言った関係機関との協議、これからも進めて

いくということでございますけれども、そういった受け入れ農家もある程度の協議会

等をつくった中で、そういった行政の指導もいただきながら、来年の４月から骨太の

方針で海外実習生の制度も新しく創設されるということで、最長５年になるというこ

とでありますから、本町についてもこれからも入ってくる方がどんどんふえてくるの

ではないかと思うのですけれども、一度そういった海外から来ている実習生を入れて

いる農家さんとも協議をしていただいた中で、ちょっと大きな話になりますけれども、

本町の農業に限って言いますと、本町の農業をこれからどう維持、発展させていくか

ということについても、これは農家さんだけの取り組みだけではなかなかできないと
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いう部分もありますから、いろいろなことも含めた中で、関係機関と協議をして、具

体的な対応策が必要と考えますけれども、それに対する町のかかわり方、今後どうす

るか。 

 ちょっと３年前、４年前ですか、地方創生の事業で、本町については出生率１ .８を

目指して事業展開をしていくということでありましたけれども、なかなかその実態に

ついてはまだまだほど遠い数字ではないかと思うのですけれども、そういったことで、

どんどんどんどん人口が減っていくというような実態があるわけです。そういった人

口減少に歯どめをかけるためにも、いろいろな制度があると思うのですけれども、そ

の中の一つとして、本町の農業は衰退していくというのが、後継者がいませんから、

どんどんどんどん減っていくのではないかと思うのですけれども、そういったことも

含めて、先ほど町長の答弁にありましたけれども、最後に、関係機関とどのような協

議を進めていって、本町の生き残り、農業の生き残りを考えているのか、最後に一言

伺いたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 答弁させていただきますけれども、特に農業人材の確保は、

ここ数年、農業大学校の校長先生等も含めて、矢部議員から、農大生が本町のアルバ

イトを含めて非常に産業を支えていただいているということは本当に御質問のとおり

でありまして、酪農家を特に中心にありますし、また、町の商店、また、それぞれ飲

食業含めて、非常に農業大学生に支えていただいている部分が非常に多いです。その

中で、何回か報告もさせていただいた経過がありますけれども、特に農業人材の担い

手の確保という意味では、今までは農業大学校に集うお子さん方はほとんど農業後継

者、または農業団体に就職するというような方がほとんどでしたけれども、最近は子

どもたちの動向を見ますと、３割が非農家の方のお子さんが多くなってきている。そ

ういう中で、なおかつその中でも、北海道にあこがれて、そして農業を目指して来て

いる生徒さん方が多いと。何とかこの子どもたちを、自分みずからの夢もそうですし、

また、十勝、本別の中で、せっかく農業大学校の中で、そういう願いのある子どもさ

んや生徒さん方を１人も出さないで、本町で少しでも多くの子どもたちが担い手とし

て、また、それぞれの機関の支えとして頑張っていけるような人材育成の体制をとっ

ていくべきでないかと、こういうことでお話があって、今、ＪＡともそうですし、町

と農大と話をさせていただきながら、大切な人材をしっかり本町で育ってほしいなと、

こういうことで種々の対策を講じていますが、まさにそのとおりでありますが、反面、

本町は、それこそ今回は総代会など、来年からできないのではないかというぐらい、

組合員数が減って、また、搾乳家は、私ども１０年ぐらい前だったら１００戸は楽に

いたのですけれども、今はもう６０戸切るぐらいの搾乳家になりましたから、そうい

う面では、本当に農業者の離農がどんどんどんどん続いているということで、非常に

相反するようなことで、厳しいなと思うのです。でも、その中でも、やっぱり少しで
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も担い手として育っていただかなければ、本当に農業が継続できなくなるのではない

かということを含めて、何としても人材確保ということで、この人材確保には、新規

就農で、ことしも昨年から４件の方が入りましたけれども、それに支援するいろいろ

な対策も講じてきていますし、それらは関係機関等も含めてしっかりとこれからも協

議させていただきながら、これから本当にどうするのか。 

 私ども、ずっと政策懇談会を含めて農業団体とやるのですが、余り私どもからああ

する、こうすると言っても、私どもが直接畑を持ったり動物を飼っているわけであり

ませんから、余り言えないなというのもあるのですが、余り言うと押しつけになって

しまうというようなことがありますから、本当に町全体として、農業界全体としてど

うしていくのかと、そういうことも含めてしっかりとお話を聞かせていただきながら、

その中で有効な手段をとっていくと、こういうことで対応させています。その前段と

して、農協とＪＡと本町が、そういう担い手の育成を含めた活用のできる基金を積も

うということで、今ずっと基金を積ませていただいている現状にあります。その基金

をまた有効に使いながら、これからは本当に本格的に担い手、人材を育てる、ここに

特に力を入れながら頑張っていこうということにしておりますので、このこともしっ

かりこれからも相談をしながら進めていきたいなというふうに思っています。 

 その中で、今まで各団体ということですが、ばらばらではないのですが、もともと

は、例えば研修生というか、労働力でありませんけれども、研修生の部分については

受け入れ協議会というのがあったのです。受け入れ協議会の中で、それぞれ、例えば

活込だとか美里別方面に多く来るのだったら、学校の住宅のあったところ、今公民館

になっていますけれども、その辺の住宅を開放してくれないかとか、そこら辺で、ま

たこの宿舎を建てたらどうだとか、そういうことも含めて提案もしていただきながら、

具体的に対応してきた経過もありますから、そういうこともしっかり協議ができるよ

うな、また、環境だとか体制を関係機関と相談しながら担っていきたいなというふう

に思っています。 

 いずれにしても、個別で対応して解決できることでありませんので、本当に今御質

問ありましたように、オール本別でしっかりと協議しながら、本町の将来を、この産

業を、この企業をどうするかということを含めて、しっかり対応していくということ

で、積極的にこの部分については対応も話し合いも協議もしっかり進めていこうとい

うふうに思っておりますので、ぜひまた御支援もいただきながら、それぞれ情報を交

換して取り組んでいきたいなと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上であります。 

○１番（矢部隆之君） 終わります。 

○議長（方川一郎君） ここで、暫時休憩します。 

午後 ０時０６分  休憩 

午後 １時３０分  再開 
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○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 ２番藤田直美君。 

○２番（藤田直美君）〔登壇〕 議長のお許しをいただきましたので、通告書に基づ

き、質問させていただきます。 

 公共施設等へのＷｉ－Ｆｉ、公衆無線ＬＡＮ設置について伺います。 

 現在、スマートフォンやタブレット、ゲーム機等の情報端末の進化と急速な普及に

よって、インターネットを利用した情報収集のニーズが高まっていることから、庁舎

や公共施設に無線ＬＡＮ、Ｗｉ－Ｆｉを整備する自治体がふえております。Ｗｉ－Ｆ

ｉ環境整備について伺います。 

 まず、公衆無線ＬＡＮ、フリーＷｉ－Ｆｉとも呼びますが、いわゆる通称Ｗｉ－Ｆ

ｉです。主として屋外や店舗、公共施設等に設置されたアクセスポイントを通じて自

由にインターネット接続を提供するサービスのことを言います。 

 Ｗｉ－Ｆｉ整備の促進は、情報発信を通じた地域の活性化、災害時の通信手段の確

保にも役立つなど、新たな社会基盤として重要な役割を有しています。情報化社会と

言われる現在、あらゆる環境が利便性の追求などによって急速な勢いで変化をしてい

ます。また、観光に関しても、情報の収集、発信の際に、公衆無線ＬＡＮが有効な役

割を果たすことから、積極的に設置するべきと考えますが、以下、３点について伺い

ます。 

 まず１点目に、他町に比べて公共施設での公衆無線ＬＡＮのスポットが少ないとの

声があります。庁舎はもちろんですが、本別公園の義経の館などにも設置する考えは

ないか。 

 ２点目ですが、東日本大震災以降、災害時に携帯電話などがつながらなくなっても、

一部の地域では無線ＬＡＮを使ってラインやＳＮＳなどで安否確認ができたこと、情

報発信、収集ができたことから注目されております。災害時の有効な通信手段として

効果が期待できると思いますが、避難所として防災拠点となる公民館などに設置する

べきでは。 

 ３点目に、図書館にパソコンを持ち込み、電源とＷｉ－Ｆｉが使えるサービスを行

なっている自治体があります。本別町の図書館を知の拠点とし、児童生徒が図書資料

とインターネットを活用した情報収集ができるよう、設置する考えはないか。 

 以上について伺います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 藤田議員の、公共施設等へのＷｉ－Ｆｉの設置につ

いて、公衆無線ＬＡＮの設置についての答弁をさせていただきます。 

 まず、情報化社会と言われる現代にありまして、インターネットを介在して発信、

あるいは取得できる情報の種類は相当多岐にわたるとともに、膨大な量に及ぶもので
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ありまして、発信者及び受信者双方にとって、インターネットの利用環境はますます

有効かつ重要な通信手段となっているものと考えているところであります。 

 とりわけこれまでのインターネット利用は、有線方式によるパソコンでの接続、閲

覧方式から、電波利用によります無線化、無線ＬＡＮで、屋内や屋外を問わず、スマー

トフォンやタブレット端末での利用が主流となりまして、ゲーム機器でも接続、また、

情報閲覧が可能となるなど、その利用の形態も大きくさま変わりをしてきております。 

 公衆無線ＬＡＮの考え方についてですが、本来であれば、情報を利用する者双方が

民間通信業者への受益者負担をしながら活用されていたものを、自治体が通信機器及

び通信料を公費で負担をして、外国人を含め、全ての情報端末利用者が利用できる環

境整備を行うことによりまして、利用者通信料の節約など、利便性の向上のためにサー

ビス提供を行うものであります。 

 国としても、特に総務省からは、平常時においては観光関連情報だとか教育での活

用、また、災害時などでは、必要な情報伝達手段の確保を目的に、防災等に資するＷ

ｉ－Ｆｉ環境の整備計画を策定して、財政支援を活用した整備目標を掲げているとこ

ろでもあります。 

 一方、地方公共団体が行います公衆無線ＬＡＮ、これによるサービス提供を行う際

の特に注意点、留意点ですが、未成年者を含む不特定多数の利用が想定されますこと

から、利便性の向上と同時に、安全性の確立といった両面が求められておりまして、

個人情報の保護やアダルトサイトのウィルス感染の可能性があるサイトを閲覧できな

いようにするなど、本人認証方式の導入、その他、１回当たりの接続時間の制限も考

慮する必要があるとされております。 

 現状の本町におけるインターネット接続環境といたしましては、セキュリティ強化

のために、北海道電子自治体運営協議会、これを経由して、危険、有害サイトなどの

閲覧を不可能な状態にしておりますことから、利用の自由度が制限された状況にあり

ます。 

 したがいまして、１問目の御質問にある庁舎や本別公園の義経の館などへの設置、

また、２問目の防災拠点としての公民館などへの設置に関することですが、Ｗｉ－Ｆ

ｉ、公衆無線ＬＡＮの導入時の利用者の利便性の向上を理解しつつ、一定のセキュリ

ティ確保のために必要な専用回線の利用と、機器購入、利用方法の検討などを加える

ことが必要となりますので、他の災害対応施策との優先度、また、重点度を見きわめ

るとともに、他の施策との均衡、公平性を考慮する観点からも、事務事業の評価も加

えながら、導入対象とする施設や適切な導入の時期については検討してまいりたいと

思います。 

 ３問目については、教育委員会のほうから答弁させていただきます。 

○議長（方川一郎君） 佐々木教育長。 

○教育長（佐々木基裕君）〔登壇〕 藤田議員の３点目であります、図書館において
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インターネットを活用した情報収集ができるようにする考えはについて答弁させてい

ただきます。 

 藤田議員の御指摘のとおり、図書館サービスを提供する上におきましては、図書館

資料を補完するための情報ツールとして、Ｗｉ－Ｆｉなどの公衆無線ＬＡＮサービス

の提供は大変重要なことと認識してございます。 

 しかしながら、現在、図書館におきましては、利用者のパソコン等の持ち込みを許

可しているものの、実際にパソコンを持ち込みされる方は月に１人いるかいないかの

状況であります。また、専用の閲覧室を備えておらず、電源についてもお貸しできる

環境になっていないことから、利用者本人のバッテリー使用のもと、調べものをする

場所でありますレファレンスコーナーにて、音を消して御利用いただいているところ

であります。 

 現状の情報収集の方法につきましては、図書館内に設置していますパソコンを使用

し、調べたい図書の検索や新聞記事等を検索することができます。また、知の地域づ

くりの観点から、ふるさと歴史事典用のパソコンを設置しておりますので、利用者が

郷土資料とともに歴史情報や町の各種情報を検索することができるほか、図書館の資

料を使って調べもののお手伝いをいたしますレファレンスサービスも行なっておりま

す。 

 特にふるさと歴史事典につきましては、今年度、新たに図書館郷土資料データサー

ビスを導入し、いつでも、どこでも、誰もが、わかりやすく郷土資料をインターネッ

トで閲覧できるよう、７月の公開に向け、環境整備を進めているところであります。

また、７月の公開後におきましては、自宅のパソコンなどからも検索が可能となり、

学校における歴史学習や、遠隔地におります一般利用者の個人研究調査にも手軽に御

活用いただけるものと考えております。 

 教育委員会といたしましては、今後におきましても、利用者のニーズを把握しつつ、

行政サービスの高度情報化にあわせた図書館サービスのあり方について検討してまい

りたいと考えておりますので、御理解いただきますようお願い申し上げ、答弁とさせ

ていただきます。 

○議長（方川一郎君） 藤田直美君。 

○２番（藤田直美君） 再質問させていただきます。 

 まずは観光振興の観点からですが、Ｗｉ－Ｆｉ環境が整っていると大変便利だと私

も感じておりまして、天気予報や交通情報、飲食店情報など、ガイドブックや書籍な

どを使った収集よりも、今はインターネットを活用していることが多いと思います。

航空券やコンサートのチケットなど、インターネットで予約する時代にもなっており

ます。何よりも、観光客の方が情報発信をしているという実態もありますし、やっぱ

りＷｉ－Ｆｉ環境が整っているというだけでも、集客効果という点では大変高いもの

と考えております。 
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 先日も、本別町に来られた外国人労働者の方がＷｉ－Ｆｉスポットを探しておられ

たというお話も聞きます。これはやはり自国の言葉で情報が見られるということと、

家族とＳＮＳを通じて通信をするということが目的であったと思われます。また、今

後は外国人観光客もふえることを想定しますと、これは大変需要があると感じており

ますが、その点についての所見を伺いたいと思います。 

 また、防災の観点からですが、先ほども申しましたが、震災以降、情報の発信、収

集について有効であるということで、本別町の防災計画でも、情報通信の確保の重要

性などをどのように捉えているのか、また、携帯電話など、電話回線が途切れた場合

の手段の考えを伺いたいと思います。 

 ３点目ですが、私が図書館にフリーＷｉ－Ｆｉを設置する考えといいますか、提案

をさせていただいたのは、以前、高校生が道の駅に大勢いて、観光客の方が休めない

というお話を聞いたことがありました。その当時の道の駅の職員や、その当時の高校

生に聞いてみると、勉強していたということだったのですが、なぜ道の駅だったかと

いうと、Ｗｉ－Ｆｉがあるからというお話だったので、もしこれが図書館にあったな

ら、勉強する環境としては最適であると感じましたし、時代の流れとともに勉強の仕

方も変わってくるのではないかと思いました。音楽を聞くこと、動画を見ることも私

はよいことだと思いますし、利用者があらゆる種類の知識と情報をたやすく入手でき

るような地域の情報センターとしての役割を果たすなら、図書に限らず、町民が情報

を入手するために必要な手段を総合的に講じていくことが図書館の役割になると考え

ますが、そのことを踏まえ、本別町の図書館の担うべき機能についての考えをもう一

度伺いたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也君） 私のほうから、観光施設の関係につきまして、所管

している関係で、考え方のほうを述べさせていただきたいと思います。 

 藤田議員おっしゃられたとおり、今、外国人の観光客の方、やはりいろいろと自分

の国と連絡をとるだとかということでいえば、おっしゃられるとおり、インターネッ

トを使って情報を取得される、あるいは発信されるというのがありまして、特にそう

いったものが重要視されているのはおっしゃるとおりであります。観光施設について

は、今、本当に言われるとおり、一般的に都市部や何かもそうですけれども、宿泊施

設や何かもＷｉ－Ｆｉがついているのはごくごく当たり前になってきているかと思い

ますし、とりたててそれがサービスの特殊性というのはだんだん薄れつつもあるのか

なというふうにも思っております。今考えております、先ほど言いました、例えば私

どもの町で観光施設の主たるものといえば、本別公園一帯かというふうに思っており

まして、先般、整備しました義経の館であったり、あるいは宿泊施設の御所であった

りというようなところでの、そこにＷｉ－Ｆｉを入れたときにどうかというところは、

当然、検討の余地はあるかというふうに思います。 
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 もちろんそれは公共が整備することになりますので、先ほど町長の答弁の中にもあ

りましたとおり、やはり自由に情報がとれればよろしいのでしょうけれども、一般的

に公共が設置する場合に、その町のホームページであるとか、その町の観光情報だと

か、そういったものに制限している場合もあります。ただ、そうなると、ほかの情報

が見られないということであると、場合によっては利便性に欠けるというようなこと

もあり得ますし、ただ、もう一方では、やはり先ほど町長のほうで言いました、未成

年者を含む、当然、公園ですから、今、ゲーム機や何かでもインターネットに接続す

ることができますので、そういったところをどう守っていくかというところも重要な

課題だと思っています。したがいまして、そういった未成年者を含む一般多数の方が

そういったインターネット犯罪に巻き込まれないような施策も当然講じることが必要

だと思いますし、いろいろな考え方の中では、そういったサービスを提供する側にそ

ういった責任を講じるべきだと、あるいはそういった施策を講じるべきだという考え

方もあるようでございますので、その利便性の確保と、また、制限することによって

失われる利便性もございますので、そういったバランスも考えながら、また、おっしゃ

られるように、観光施設としての利便性も考慮しながら、そういったところの検討と

いうのは十分これから値するのかなというふうに今思っているところであります。 

 ただ、今言いましたように、時期だとかそういった部分につきましては、それぞれ

またいろいろな箇所の問題だとか、費用の問題等もありますし、また、先ほど言いま

した、セキュリティ上どうしていくかという費用もあるかと思いますので、その辺に

ついてはしっかり検討させていただきながら進めてまいりたいというふうに思ってお

ります。 

 以上です。 

○議長（方川一郎君） 佐々木教育長。 

○教育長（佐々木基裕君） ３点目の図書館について答弁させていただきます。 

 私も藤田議員のおっしゃるとおり、図書館のサービスは、今後、Ｗｉ－Ｆｉとか、

いろいろなそういう分野にも及んでいくのだろうと思ってございますが、先ほど私が

答弁させていただきましたけれども、まず行政サービスの高度情報化にあわせて検討

してまいるというお話をさせていただきましたが、ここの部分につきましては、図書

館の単独館のみならず、今、高橋課長からも御説明いたしましたけれども、町全体と

しての取り組み、この中で、図書館にそれを設置するべきなのか、もしくは違う館が

いいのか、その辺を検討してまいりたいと思ってございます。 

 いずれにいたしましても、セキュリティとかランニングコスト等の面もございます

ので、町民のニーズを把握しながら、そちらも十分検討し、今後、町全体で検討して

まいりたいと思ってございます。 

 以上でございます。 

○議長（方川一郎君） 田西住民課長。 
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○住民課長（田西敏重君） 藤田議員の、災害についての通信としては、Ｗｉ－Ｆｉ

というのは非常に有効なものと考えております。ほかの電話回線等が使えなくなった

りいたしますし、そのため、Ｗｉ－Ｆｉとか、そういう通信網があればいいと思いま

すが、なかなか管理上、優先順位を見ますと、今、一番最初に同報無線を、ことし調

査して、来年、切りかえようと思っております。 

 先ほど言った通信の関係なのですけれども、避難所において、ＮＴＴの非常用の電

話の端子がありますので、そちらで通信とかをやるような形になります。 

 以上です。 

○議長（方川一郎君） 藤田直美君。 

○２番（藤田直美君） 先ほどセキュリティの問題やランニングコストの関係のお話

もございました。また、災害時でも有効であるという認識も持っておられるというこ

ともお聞きしましたが、他町村の事例などを研究したことがあるのかどうか、それが

あれば伺いたいと思いますし、セキュリティも、どんどん機械も進化してきますし、

どんどん新しい方策ですとか手段があるのではないかと考えますので、クリアできる

ことが多数あるのではないかと思います。町民の利便性の向上に目を向けて取り組ん

でいってはどうかということと、無線ＬＡＮに関して、想定している費用などがあり

ましたら教えていただきたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 高橋企画振興課長。 

○企画振興課長（高橋哲也君） 藤田議員の御質問でございますけれども、まず最初

に、１カ所当たりといいますか、セキュリティの関係でございますけれども、いろい

ろクリアできるのではないかということ、確かにおっしゃられるとおりでありまして、

やっぱり内部でもちょっとそういった担当間でも話はしたのですけれども、今、先ほ

ど町長の答弁の中に、私どもが今業務で使っているインターネットも、セキュリティ

強化ということで、そういった当然有害サイトが見られないといいますか、当たり前

ですけれども、そういうふうにしておりまして、本当に普通に業務をしていても、有

害の可能性があるからということで閲覧ができないだとか、いろいろそういうふうな

ものが出ております。そこの利便性の向上と、先ほど言いましたセキュリティの関係

というところは、本来であれば、使う側の方、例えば保護者さんがそういった設定を

するだとか、そういったところも当然あるかと思いますし、出し手側のほうで余り制

限をかけるということなくできるのが一番いいとは思うのですけれども、先ほども申

し上げましたとおり、やはり公共施設で、例えばフリーに未成年者がそういった状況

にあるだとか、見れるだとかということは、それはやっぱり好ましくない状況だと思

いますので、やはりそこは一定、公共の責任でやるところは当然あるのかなというふ

うに思います。ただ、そのあり方だとか、そういったものについては、これからもま

だ研究の余地はあろうかと思いますので、今後そういった先進の事例だとかも研究し

てまいりたいと思いますし、国や何かも、あるいはそれに加えて、本人認証、必ず誰
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が使ったのかわかるようにしておきなさいだとか、あるいはもう一つ、本人認証のほ

かに、メールアドレスや何かで、誰が特定だとかということもするようにというふう

なことも留意点として上げられておりますので、あわせた、そういった複合的な形で

のセキュリティ強化ということもあり得るかと思いますので、そういった部分もあわ

せて検討していければというふうに思います。 

 また、費用の関係でございますけれども、一般的な家庭で無線ＬＡＮをつけるとす

れば、家電製品の値段にもよりますから、そうかからないわけではあるのですけれど

も、ちょっと調べたところによりますと、初期費用といたしましては、１カ所当たり、

その機械の導入費用と、回線の工事、それから、管理ソフトということで、平常時に

は、当然、セキュリティといいますか、パスワードが普通はかけられているのが一般

的でありまして、非常時にはそのパスワードを外すことによってフリーＷｉ－Ｆｉと

なるということになりますので、そういった管理ソフトだとかを合わせますと、１カ

所当たり大体１２万円程度ぐらいというふうになろうかと思います。ただ、毎月の維

持費、当然、回線使用料というのは、当然、有線で引っ張ってきておりますので、そ

ういったものが月額５ ,５００円程度かかるのかなというふうに見ています。 

 ただ、ほかの町でそういった整備した状況を調べますと、こういった費用ではなく

て、さらに実際はお金をかけているというか、かかるのかなというふうに見ています。

というのは、当然、停電になったらそれが使えないとなると、用を足さなくなります

ので、無停電装置だとか、いわゆるバッテリー装置、それから、１カ所アンテナのみ

ならず、複数箇所設けるだとか、ですから、一概には言えませんけれども、１カ所当

たりで１００万円程度かけている町村もございます。その辺はあり方、やり方によっ

て変わってくるのかなというふうに見ております。 

 以上でございます。 

○議長（方川一郎君） 藤田直美君。 

○２番（藤田直美君） ただいまセキュリティの問題などもお聞きしましたが、道の

駅にフリーＷｉ－Ｆｉが設置されていると思うのですが、その中で、ログインすると

きにパスワードを入れたりメールアドレスを入れなければならないということで、大

変面倒だというお話と、通信、使いづらい、つながりづらい、速度が遅いというお話

も聞いたことがありまして、利便性を考えますと、その辺はある程度ルールというの

は必要かと思いますが、利便性を高めるべきではないかなという、その点の思いと、

経費の面でも、今お聞きしましたら、停電時の際の装置以外で考えますと、それほど

高いものではないという私の中での印象でありまして、少ない費用で町民の皆さんや

観光客の方々に充実したサービスを提供できるのであれば、費用対効果が高いものと

考えておりますが、導入している自治体も多くはない中ではありますが、率先して、

試験的にでも導入しようという気持ちで取り組む考えはないのか、伺います。 

○議長（方川一郎君） 高橋企画振興課長。 
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○企画振興課長（高橋哲也君） 藤田議員の御質問にお答えいたします。 

 先ほどお話しさせていただいた中で、ただ、観光施設はどうかということで御提案

もございました。そういった部分につきましては、やはりそこは、そのことによって

の利用者の方にとっては一つの魅力向上ということにもなろうかと思いますし、また、

先ほど申し上げましたとおり、我が町の観光資源ということで、大々的にＰＲさせて

いただいている箇所でもございますので、その部分については、しっかりその費用対

効果を見きわめながら、そこを導入できるかどうかというところはしっかり、当然、

予算のこともございますけれども、そういった部分、まずは先んじて検討させていた

だきたいというふうに考えておりますので、何とぞ御理解いただければと思います。 

 以上です。 

○２番（藤田直美君） 終わります。 

○議長（方川一郎君） 次に、１０番阿保静夫君。 

○１０番（阿保静夫君）〔登壇〕 議長のお許しがありましたので、２問の質問をし

たいと思います。 

 まず１番目ですが、ペット可の住宅で人口対策にということで伺っていきたいと思

います。 

 以前、小笠原議員のほうからも同種の質問がありましたけれども、公営住宅への入

居をペット可と、私は部屋でなくて、指定棟というか、１棟なら１棟という、そうい

う意味なのですが、指定棟を設け、広く入居を呼びかけることにより、定住、移住対

策の推進を図るということにつながらないだろうか、そういう考えはないかというこ

とで伺いたいと思います。 

 公営住宅で犬、猫等のペットを飼うことは、ほとんどの自治体で禁止になっている

と思われます。実は半日以上かけて、ネットですけれども、全国調べました。押しな

べて、判を押したように同じ中身です。公営住宅での犬、猫等のペットは、他の住人

の迷惑にもなるというような趣旨で、禁止ということです。ここにも書いてあります

けれども、その主な理由は、他の住人への迷惑、鳴き声やふん尿の始末、動物アレル

ギー等で、それと、住宅内部の破損、においなどが挙げられています。 

 一方、道内でも、公営住宅でペットと入居が可能として取り組んだ自治体の例があ

ります。調べた中では、たった１例でした。２０１０年からの取り組みとのことです

が、入居の第１号は猫３匹とともに町外から転居してきた御夫婦とのことでした。こ

の町の担当の方に電話で伺いました。当初、そういうことで取り組んだのですけれど

も、町から遠く離れた公営住宅で、非常に古いところ、インターネット上では共同風

呂となっていました。というようなこともあってかと思いますが、老朽化と入居者自

身の減少で、廃止の方向ということで、非常に私からすると残念な例かなと思うけれ

ども、取り組んだ当初は、やはり人口対策の一助にしようという意気込みで取り組ん

だということだけはわかりました。 
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 そして、宮城県などでは、東日本大震災津波災害の復興公営住宅というのを今建て

られているのですけれども、そこはペットとの入居を可とする、可能としている例が

多いです。ちょっと調べると、御承知のとおり、ペットを残してきたと。それを連れ

に帰って被災された方もいっぱいいらっしゃるというようなことが、その説明の文書

にも書いていて、私、ちょっと涙するような中身だなと思いながら、痛いほどわかり

ました。 

 それから、熊本市も災害があったばかりですけれども、これからペットとの入居を

可能とする災害公営住宅を建てるという方向で相談をしている、要件緩和を検討して

いるということです。 

 非常に災害住宅ということで限定的な話ではあるのですけれども、そういうペット

可という方向性も一部にはあるというふうに私は捉えたところです。 

 それで、①、本町においても、人口減対策につなげる定住対策、移住を促進する方

策の一つとして、ペット同居可というような町営住宅、公営住宅を、先ほど申し上げ

ましたとおり、部屋ごとではなくて、１区画、あるいは一つの棟を指定して、そうい

うものを設けていく考えはないかということを伺いたいと思います。 

 民間においては、実は私の息子も札幌で、猫が飼えるアパートでしょうか、民間で

はそういうことをかなり取り組んでいるということで、それぞれの民間ですから、考

え方はいろいろあるのでしょうけれども、わりと苦労なく探せたということを息子に

聞いたら言っていましたので、そういう方向もあるのかなというふうに思ったところ

です。この点について、見解を伺いたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 阿保議員の、ペット可の住宅で人口対策であります

が、御質問にありましたように、以前にも御質問いただいて、答弁をさせていただき

ました。何と言っても公営住宅ですから、本当に公共の皆さん方の大事な財産を住宅

として預かって、住宅困窮ではないですけれども、住宅に入居をする希望のある方が、

その基準に沿って入居していただいて、それも、本町の場合は一つの住宅団地が非常

に戸数も多いということで、それを含めて、これはやっぱり公共の公営住宅としては

ペットは持ち込まないということになって、誓約書もいただきながら入居を可にして

いるところもありますから、いろいろな観点から考えて、今、アレルギーだとか環境

問題、いろいろありましたけれども、それらも全てあわせて、今のようなこういう基

準の中で対応しているということでありまして、以前に、許可なしに飼っている人が

いて、退居するときに大変だったという思いもありまして、悪質ということではない

かもしれませんが、ついついそこに猫が集まってくるのですね、例えば猫にしても、

その猫に餌づけをして、最終的に自分の公営住宅の部屋に何匹も猫を飼ってしまって、

退居するときにとてもとても、全面改修しなければ後の人が入居できないような状況

なども当然出てくるわけでありまして、その間は近隣の皆さんには大変な御迷惑をか
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けて、花畑から野菜畑から、全然使いものにならないようなことにもなって、いろい

ろなことを、障害を挙げれば幾らでも出てくるぐらい、それだけ動物を飼うというこ

との難しさというのがあるのです。そんなことを含めて、以前もお答えさせていただ

きましたけれども、これはやっぱり本町の公営住宅としては、それは今御質問のよう

に、棟を一つ一つということですが、それもやっぱり現実には不可能ですし、これだ

け今、常に空きがないぐらい住宅に入居されるということも含めて、非常に難しいこ

とだし、そういうことの状況にはなっていかないだろうというふうに思っています。 

 ただし、盲導犬だとか介助犬につきましては、これはまた別でして、これはしっか

りと入居者の身体障がいの補完するものにつきましては、国の通達によりまして認め

ておりますが、それ以外のペットについては飼育しない旨の確約書をいただきながら、

それぞれその制度をしっかり守っていただいて、公営住宅に入居いただいているとい

うことでありますので、この辺については御理解をいただければなというふうに思っ

ています。癒やしのためにということもありましたけれども、逆にそれでまたアレル

ギーなどを含めても、大変な思いをするということでありますから、公営住宅は住宅

困窮、また、低廉な家賃で住宅を供給するという目的がありまして、いろいろな体に

事情を持った方々が利用するものでありまして、現在の公営住宅の配置からも集団地

となっておりまして、住宅が隣接しているなどから、団地全体の住宅環境を考えると、

今後も動物の飼育を禁止することについては御理解をいただければなというふうに

思っています。公営住宅入居の増加にということもありますけれども、それは本当に

今御質問ありましたように、全国でもまさにまれな例でありますから、そういうこと

も鑑みて、逆に本町で今、空き家バンクなどの活用によって、それぞれペットも安心

して生活できるような住宅の提供ができればという思いもありますので、それらも含

めて、別な方式の中で、そういう希望に応えられるような住居の検索も含めて対応で

きればなというふうに思っております。なにぶんにも、公営住宅というものについて

は、先ほどから申し上げますが、公共の最たるものでありますから、そういう意味で

は、なかなか御質問の趣旨には添うことはなかなか難しいのかなと、こういうことで

答弁をさせていただきたいと思います。 

 以上申し上げて、答弁とします。 

○議長（方川一郎君） 阿保静夫君。 

○１０番（阿保静夫君） 今、町長から答弁いただいた中身については、先ほど申し

上げたように、本当に全国がほとんどというか、ほぼ９９ .９パーセントぐらいだと思

いますけれども、そういう状況です。ただ、復興住宅などは、先ほどのような説明し

たとおりの、どういうふうに実際にやっていくのかはちょっとわかりませんけれども、

町長、最後のほうでおっしゃった、心のよりどころとしての重要性を非常に復興住宅

に関しては重要視をして、東北震災のところと熊本ですか、そこについてはそういう

方向性を出して、実際に東北のほうは、宮城のほうは始めているようですけれども、
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ですから、可能か不可能かという点では、不可能ではないというふうに、私はその時

点で思いました。 

 それで、公営住宅の果たす役割は、町長おっしゃったとおりで、所得の少ない方や

何かを対象とした住環境の整備ということにつながるというふうに思います。それか

ら、全国に本当にまれな例、ほとんど例がないというとおりです。それは言いかえる

と、いろいろな意味で取り組めば、全国的には非常に注目もされるし、それから、先

ほど申し上げているように、ほかからの移住、定住につながっていくのではないかな

というふうに思うわけです。 

 一番最初に道内の例を申し上げたとおり、担当者の方とお話をして、こちらは伺う

側なので言えなかったのですけれども、一番古い住宅でそういう共同風呂のようなと

ころならいいよということでは、やはり厳しいのだろうなというふうに、私は聞きな

がら考えたけれども、いずれにしても、それは１回はそういうことでスタートして、

何例かがやっぱりペットと一緒に住んだという実例はあるのです。その取り組みが、

だから全くゼロではないのだけれども、非常に現時点では難しい。その殻を破るかど

うかということを提案をしているつもりです。 

 それで、現時点では、そういう法律の決めもある、それから、公営住宅としてのい

ろいろな果たすべき役割もある、そう思っています。ただ、人口減ということは待っ

たなしでどんどんどんどん進んでいる現状の中で、そこの新たな未来につなげていく

一つの方法論として、これで全て解決するとはもちろん思っていませんけれども、一

つの方策としてどうなのだろうなと、そういう議論をすべきでないかなというふうに

思うのですけれども、再度伺いたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 今流ではないですけれども、規制を破ってということもある

かもしれませんが、私は決してこの規制は破るべきものでないというふうに思います

し、ただいま私どもの本別町がどこかやったりしても、これが先例ができたから後が

続くとか、前例がないから、やってみたら前例になるのではないかということでは、

私はないと思います。やっぱりこの種のものについては、それぞれあくまでも、何回

も言いますが、公共のものですから、圧倒的多くの皆さんのための住宅ですから、そ

こをいろいろな障害があって、障害ということは、規制に対する、また、地域の皆さ

ん方に対する意識も含めてある中で、それをあえて公共の施設の中でペットを飼育す

るということについては、私はやっぱりこれは、私どもの立場としては、それはなか

なかできることではないなと思っています。 

 民間でいってみれば、民間の賃貸マンション含めても、なかなかこういう条件が整

うというところはそんなにないと思います。それと、飼っているときは何とかいいか

もしれませんが、もし何かあったらと、そこまで考えることないと言われるかもしれ

ませんが、そうなるとまた野良になってしまうのです。野良犬になったり野良猫になっ
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たり、その始末はどうするのですか。その生かされてきた動物はどうなっていくのか、

そういうことも考えたときに、私はとてもとても、その末路は見出せないのかなと。

やっぱり考えたくもないなというようなことも含めてあります。 

 ですから、あくまでもそれは個人的なところで、認めてもらえるような住宅の斡旋

だとか、そういうものがもしできるようになれば、それはそういうことも含めて対応

させていただくということはやぶさかでありませんが、現下の公営住宅の中では、先

例があるとかないとかでなくて、今の私どもの公営住宅のありようによっては、その

ようなペットを可とするような住居の住み方については、なかなかそれは賛同いただ

けないということだと思いますので、その部分について御理解いただきますのと、こ

れをやったから人口減に歯どめがかかるということでは、私どもはそういうぐあいに

はなかなか認識ができないということもありますから、そういうことで御理解いただ

ければと思います。 

○議長（方川一郎君） 阿保静夫君。 

○１０番（阿保静夫君） おっしゃっている意味はよくわかりますし、現時点ではそ

ういうことだろうなというふうに思いますが、私の立場で、この提案をしている立場

で、突破口になるかどうかはわからないけれども、災害住宅ということで、一部そう

いう緩和をするということが、今後の大きな流れの中でどうなっていくのかなという

ふうに思っております。今後とも、今、町長の答弁の中で、今のやり方でやっていく

ということなのですけれども、住居や定住という対策の中での一つの材料になり得る

のではないかなというふうに思って質問しています。今後ともこれについては検討す

る考えはないというふうに述べられたと思いますけれども、そこを再度伺いたいとい

うふうに思います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 気持ちとしては、復興だとか、そういう災害に見舞われたと

き、また、ひとり暮らしの高齢者の皆さんが動物と一緒に住むことによって、本当に

よりどころとして心癒やされるし、また、動物と一緒に生活することによって、いろ

いろな精神的な安定などを含めてということは、それはよく私も理解はさせていただ

くところですが、ただ、それが公営住宅という建物の中で、それを実行するというこ

とについては、私どもはそれは到底踏み込めるものでもありませんし、それは逆にや

るべきことではないなというふうに思っています。公営住宅は公営住宅としてのき

ちっとした管理を、また、環境も含めて、しっかりと住んでいただける人により快適

に、安全に暮らしていただくということに努めなければなりませんし、また、そうい

うペットを含めての要望があるとすれば、それはペットと一緒に住めるような、そう

いう住宅環境を何とか整えていただけるようなところもしっかりと探していくという

か、そういう情報も含めて提供できればというふうに思っておりますので、何が何で

も動物だからだめだということでありませんが、それはそれぞれ認可いただけるよう
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な、また、そこが飼育することを可とするようなところは、それぞれまた別な対応を

できるだけしていけるように、そこもまた空き家情報などなど含めてもしっかりまた

対応できればというふうに思っておりますので、その部分については御理解いただき

たいと思います。 

 以上です。 

○議長（方川一郎君） ここで、暫時休憩します。 

午後 ２時１７分  休憩 

午後 ２時３０分  再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 阿保静夫君。 

○１０番（阿保静夫君） それでは、２問目にいきたいと思います。 

 介護人材に外国人スタッフ活用はということで伺いたいと思います。 

 国は、農業や介護など、５分野に外国人の就労を拡大するための新たな施策に取り

組む方向を示しました。現時点では案という形になっているようです。既に農業分野

などでは多くの技能実習生が酪農経営などで活躍しています。先ほどの矢部議員の質

問の中でも一部触れられていたとおりです。今後、介護人材に外国人スタッフの活用

も検討する考えはないかということで伺っていきたいと思います。 

 本町においては、先ほど来あったように、酪農分野などで技能実習生を受け入れ、

それぞれ重要な働きをされているというふうに聞いております。 

 国は、人手不足を解消するために、外国人労働者の受け入れの拡大に踏み込むとし

ています。現行法は、平成２８年の１１月に公布されて、１年後の１１月１日から施

行されたというものです。公布のときには入れていなかったのですけれども、１年後

の施行のときに介護職というのを追加したというふうになっているようです。外国の

方が必要な技能と日本語能力の試験に合格すれば、５年間の在留ができるという、今

出されようとしている案がこういう中身のようです。この方向性は、人手不足に悩む

各分野では歓迎の声と、労働条件の整備などもあわせて求められているとのことです。 

 実はこのことも調べた中では、わりと大きな都市が国に向けて、現行の制度の要件

緩和とか拡大を求めているという動きが多々ありました。例えば私が見たところでは、

横浜市なども国に向けて、労働大臣に向けて要望をしてきたような経過があります。 

 それで、①、本町では、特に介護人材の不足が課題となっておりますが、その対策

の一つとして、この制度の取り組みを研究、そして活用を図っていくことが必要では

ないかというふうに考えますので、見解を伺いたいと思います。 

 この問題については、介護人材不足の対策ということも一つありますけれども、現

行制度では３年間、案として出されている５年間がもし実現すれば、少なくとも本町

にその年数住んでいただけるということにつながるというふうに思います。枕詞では
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なく、ある意味、そういう国際化の時代の到来になるのかなというふうに思っており

ます。 

 国も言っていますし、各団体も言っていますけれども、その外国人技能実習生の方

の労働条件というのはきちんと整えなければだめだよという中身は当然入っていて、

いろいろな団体からもそこの部分は指摘されて、その上で何か新たな法案はつくられ

ているようです。 

 この問題は、本別町１町で取り組むというよりは、町長の立場で言えば３町、ある

いは十勝という中で、このことを取り上げながら、当面は５分野なのでしょうけれど

も、各分野での人手不足解消はもちろんのこととして、やはり十勝全体の課題として

の人口対策にもつなげていく、国籍を得るということではないような中身なのですけ

れども、いずれにしても、その町でそれぞれ何年間か過ごしていただけるということ

は非常に重要なことではないかなというふうに思います。 

 実は私の住んでいるところの近隣でも、酪農のほうで技能実習生の方を、ことしか

ら２回目になります、２人ずつ、この方はタイの方です。前回もタイの方です。今度

来た方は３カ月間、日本語の勉強をして来ているということで、実は自治会の集まり

というか、花見と研修会、両方やったのですけれども、そのときに、日本語が通じる

のですよ。私、すごいびっくりしました。それで、先ほどのような話です。ですから、

この方に関して言えば、少なくとも現行制度でいえば３年間、自治会の仲間の一人と

して、春のごみ拾いなども一緒にやりましたけれども、そういうことで、非常に自治

会の皆さんも温かい目で歓迎をしているということと、そういうことで、日本語も話

せるということの中で、いろいろな経験も交流もできるというような、そういう利点

もあるということで、いろいろな意味でも一つのいい刺激になるのかなというふうに

思っています。 

 人口対策に悩むのは、十勝と言わず全国の町村がそうだと思いますし、市において

もそういう状況。あらゆるチャンスを、人口減対策、あるいは定住、移住対策につな

げていく必要があるという観点からも、この介護人材に外国人スタッフの活用という

ことに、すぐはできないと思いますけれども、取り組みの研究等を進める考えはない

か、伺いたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 阿保議員の２問目の介護人材に外国人スタッフの活用はの御

質問の答弁をさせていただきますが、まず、介護人材、御質問にありますように、こ

れは本当に大きな問題でありまして、特に支える、けさも新聞に出ていたと思うので

すが、帯広で老人ホームを運営するということで、どこも応募がなかったと。そのく

らい、原因はと、少し書いてありましたけれども、やっぱり介護スタッフが、人材が

集まらないから、経営者としての担い手になれないということが大きな問題になって

いましたけれども、やっぱりどこも大変な現状だということで、その中で、この介護
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を必要とされる方々が、住みなれた地域で安心して暮らして、必要なサービスが提供

されるように、介護現場における人材の安定的な確保として、本別町でやっているこ

とをちょっとお話ししますが、介護従事者の就業支援等の補助金だとか、ほんべつ福

祉セミナーをやっていまして、五つの施策を展開しながら介護人材の確保に努めてい

るところですが、平成２９年、昨年のほんべつ福祉セミナーの参加者のうち、４名が

町内の介護サービス事業所で就職につながりました。介護職員の初任者研修を受講し

た本別高校生１名の就職と、また、一定の成果も出てきているところであります。 

 また、御質問にありますように、外国人による技能実習生の受け入れについてです

が、介護サービスの安定的な供給を図るための選択肢の一つとして、本町におきまし

ても、昨年、平成２９年６月に、町内の介護サービスの事業所で組織をします介護サー

ビス事業者連絡会において、研修会の位置づけで、介護現場における外国人の受け入

れについてと題して、海外の人材派遣会社の代表の方から、外国人技能実習生の制度

や、また、費用などについて説明をいただきながら、事業所への情報提供を行なって

きているところであります。 

 本町の介護サービス事業所におきましては、職員数は、まず全体で、本年６月１１

日現在ですけれども、２３３人が本町で介護に当たっていただいています。前回調査

を行ったのはことしの２月１９日ですが、このときは２２０人でしたから、現在、１

３名の増加となりましたけれども、団塊の世代が７５歳を迎えます２０２５年、ここ

には２５８人の介護をする人材が必要と推計しているところですが、今後も介護人材

の確保が最重要課題だというふうに受けとめています。 

 町内の介護サービス事業所におかれましても、それぞれの事業所において、介護人

材を確保するべく、ハローワークを活用したり、また、町外でのセミナーなどで求人

の活動をしたり、町内においても平成３２年度から外国人労働者の受け入れを予定し

ている事業所もあるというふうに聞いております。 

 特に外国人労働者を今想定しているのは、１年間、日本語の勉強をしていただいた

方々が、まだ学生さんですね。それから、介護現場で実習ということで、それぞれ専

門学校に２年間行って、その後、現場にということですが、それで配置をして、また、

資格をとれば、またそこで延長してということで、通算５年ということになるのです

が、とにかく一般の就労、労働とやっぱり違うのは、介護現場ですから、ある程度の

コミュニケーションだとか、また、つながりがないと、なかなかみんなの中で一緒に

なって作業するということとはまたちょっと別な意味合いがあって、なかなか介護現

場での外国人労働者の担う位置というのですか、ここが本当に大変厳しいものがあり

まして、相当勉強、訓練していただかなければなかなかならないということでありま

して、私どもも、できればそういうことが早く言葉にもなれて、介護の現場に来てい

ただけるような人材ができれば、本当にこれは何よりも待望の人材ですから、本当に

うれしいなと思うのですが、そのような人材の育成も含めて、十勝の専門学校、また、
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大学なども相当力を入れてやっていただいていますが、私もことしの春に現場の専門

学校にお邪魔してきましたけれども、何とか本町の、今、太陽の丘にある老健施設も、

できれば５名ほど採用してという、このような構想も持っておられるということであ

りますから、そのようなことが実現できるように、私ども、ともに努力させていただ

ければと思っています。 

 また、６月５日に、質問にありましたように、政府が決定しました経済財政運営の

改革の方針では、人材確保が難しい介護だとか農業、五つの分野を想定して、新たな

在留資格の創設が明記されたところであります。この中では、外国人の技能実習生の

修了者につきましては、日本語能力の試験を免除すること、今までかなり厳しかった

ですけれども、今度は免除することと、在留期間の上限をつけずに、家族の帯同を認

めるなどの措置を検討することとなりました。これまでの５年間で、やっぱり自国に

帰るという概念を取り除いた、そういう抜本的な対応策を検討しておりますので、私

どもそれにあわせて対応ができればというふうに思っています。 

 いずれにしても、町といたしましては、先駆的に取り組んでいる介護サービス事業

者との連携はもとよりですが、農業、建設業、観光業など、外国人労働者の受け入れ

拡大の対象となる部局間での連携を図りながら、町全体として取り組んでまいりたい

と考えますので、それぞれまたいろいろな情報だとか、また、そういう機会がありま

したら御支援をいただきますようにお願い申し上げながら、答弁とさせていただきた

いと思います。 

 以上であります。 

○議長（方川一郎君） 阿保静夫君。 

○１０番（阿保静夫君） 答弁いただいた中身なのですけれども、１町村ではなかな

か厳しい中身もあるというふうに思いますが、ただ、午前中の質問にもあったとおり、

介護人材だけでなく、私が聞いているのは建設関係も非常に人材が少ないというよう

な話も直接本別の方から聞いていますので、町長というか、町として、やっぱり研究

の第一歩というか、この施策を有効に生かしていく第一歩としては、そういう町内の

そういうところとの連絡とか連携とか、そういう話し合いをしながら、本別町のそう

いうもの、人材を必要とするところ、町も含めて一体となった取り組みを進めていく

というようなことになっていかなければいけないのではないかなというふうに思いま

す。それから、先ほど申し上げたように、３町の立場もある、十勝の立場もあるとい

う、町長としてはまさにこの問題に先頭になって取り組むべきではないかなと思うの

ですよね。なかなか一個人ではできないことですし、実際に私の近隣の方は、酪農家

ですから、ずっと実習の方を、国内の方も含めて雇っているというか、実習生を受け

入れているところなのですけれども、ここ数年はそういうことでタイの方を２人組で

受け入れていて、その方が言っていたのは、やはりほかの国との競争になっているそ

うです、例えばタイならタイの、そういう技能実習生が。ですから、それを裏返し的
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に言えば、必要という前提で言えば、受け入れ体制を一刻も早く整えていくと。それ

は一町村だけでなく、今言ったように、３町あるいは十勝という中で、受け入れの入

り口を広くつくっていく、その先頭に本別町がなればいいなと。そのことが、結果的

に何年間か本町で過ごしていただけるということにつながっていけばいいのかなと。

そういう人たちが来ると、必ず周りの雰囲気がというか、周りの人がいろいろ参考に

なるというか、勉強になるというか、考え方を交流できるというか、そういうことが

実感として感じております。そういうことも含めて、一日でも早くそういう研究をし

ていくというような立ち上げをしていくべきではないかなと考えるのですけれども、

再度伺いたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 先頭になってということでありますけれども、どこが先頭に

なるとかどうかは別に、本当に大事なところですから、今、御質問ありますように、

もとはどちらかというと中国の方がすごく多かったのですが、今は国を問わずかなり

多くなりました。ミャンマーの人も多いし、ベトナムの人も多いし、タイの人も多い

し、インドネシアの人もいるということでありますし、もちろん中国の人もいます。

ことしの３月までいた、製材工場に３人の中国の人がいましたけれども、自転車で毎

日通って、スーパーではチラシを持って買い物する。日本語をちゃんとと言ったら失

礼ですけれども、やっぱりかなり覚えるようになって、片言もしゃべれるようになっ

て、ですけれども、やっぱり期限が来たら帰らないとならないのですけれども、そう

いうことで、今御質問ありましたように、そういう異文化の人が来てくれると、やっ

ぱり周りもものすごい気を使って、理解をお互いにしながら、一緒に生活していただ

く、そういういろいろな意味ですごく理解度が深まっていって、働く環境だとか、ま

た、住む環境も非常に評価をいただいているところでありますから、そのような、やっ

ぱり問題は、受け入れる側の地域のそういう思いも大事にしていただかなければ、な

かなかそこで定住していただけないということでありますから、そういう文化もしっ

かり受け入れていただくようなことが本町としてはできる町だというふうに思ってお

りますので、そこは外国人労働者の皆さんに限らず、しっかりと担い手、人材育成に

はしっかり取り組んでいきたいなと思っています。 

 特に３町は、御質問のようにＤＭＯを含めて、これからこの地域の振興のために連

携しながらやっていくという話、また、地域包括ケア研究所は、本当にわざわざ研究

所を立ち上げていただいて、オール十勝の人材の確保、養成に向けてまた協力してい

ただくということでありますから、あらゆるそういう協力するスタッフ、そしてまた、

そういう紹介していただく経営の皆さん、私ども、外国人の実習生を派遣していただ

ける、先ほど言いましたけれども、会社の責任者の方々も含めて、交流をというか、

しっかりお話できる立場にもありますから、逆に農家だとか、近隣のＪＡだとか、町

村にも紹介できるぐらいの、そういう関係の方もおりますので、しっかりまた自分の
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町も含めて取り組んでいきたいなと思っています。 

 いずれにいたしましても、これだけの時代になりましたから、しっかりと本当に協

力していただける、そして本町で頑張って働いていただける方は大事にして、しっか

りと受け入れて、地域の振興、また、それぞれの産業の振興に向けてしっかり取り組

んでいかなければならないと思っています。 

 また、ちなみに、直接外国に出かけていって、それぞれ現地からいろいろな情報を

収集しながら、直接雇用されている建設業の方も何社かおりますし、また、これから

も採用を予定している建設業含めて、また介護現場、そしてまた農業現場、そういう

ところもおりますので、本当に広くこれから外国の実習生が、きっと公募が出てくる

のだと思いますから、あわせながら、しっかりと継続、持続できるような環境をつく

るように努力しながら、本町で企業を起こす、また、産業を振興する、また、介護の

現場、いろいろな現場を含めて、なくてはならない人材の確保に向けてしっかりまた

連携しながら取り組んで、積極的に取り組んでまいりたいと思います。 

 以上申し上げて答弁とします。 

○１０番（阿保静夫君） 終わります。 

○議長（方川一郎君） 次に、７番小笠原良美君。 

○７番（小笠原良美君）〔登壇〕 議長のお許しをいただきましたので、通告をして

おります、まちづくりは人づくりを掲げてきた成果についてということで質問をさせ

ていただきます。 

 髙橋町長は、平成９年９月に町長に就任以来、まちづくりは人づくりを掲げて町政

運営に取り組んでこられましたが、その成果についてお伺いいたしたいと思います。 

 まず、町長は、まちづくりはまず人づくりが大切と、就任以来、取り組んでこられ

たと思っております。就任から５期２０年が経過したところですが、髙橋町長が最初

に思い描いたまちづくりのための人づくりを今の時点でどのように評価されているの

かについてお伺いしたいと思います。 

 続きまして、元役場職員が起こした不祥事が発覚以来、多くの町民の皆さんは、行

政に対する不信感や不満を持たれてきたと思っております。私は、今なお町長の思い

と町民の皆さんの気持ちに乖離があると考えております。 

 そこで、今後、さらに信頼回復に努め、役場職員の皆さんはもとより、町民の皆さ

ん方とも、本別町の未来について、本音で話し合いのできる場を多く設け、子どもか

ら高齢の方までが夢を持てるまちづくりが望まれていると思いますが、町長の考え方

をお伺いいたしたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君）〔登壇〕 小笠原議員の、まちづくりは人づくりを掲げてきた

成果についての御質問の答弁をさせていただきます。 

 御質問にありましたように、私は平成９年の９月に就任させていただきまた。何と
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言っても、それぞれの本別の歴史の中で、どこの町もそうですけれども、特に本町は、

まちを思いやる、やっぱり人づくり、本当にまちづくりは人づくりという基本的な原

点を大事にしながら、常にまちづくりは人づくりであることをあらゆる機会を通じて

町民の皆さんに訴えをさせていただきながら取り組みをしてきたところでもあります。 

 現在、第６次の本別町総合計画でありますけれども、まちづくりを推進していくさ

なかでありますが、計画書の見開きにも表記をさせていただきましたけれども、かつ

て経験したことのない大幅な人口減少と少子高齢化の時代を迎えておりますので、経

済の悪化や金融不安を抱え、地域主権といった国と地方のあり方が大きく変貌を遂げ

ています。 

 このような状況の中で、ともに学び、また、支え合い、活力のあるまちづくりを基

本理念に、その具体的なまちづくりは、町民の皆様がみずから新しい公共の担い手と

してまちづくりに積極的に参加をし、町民一人一人が主役となる、このことによって

実現されるものだというふうにそれぞれ訴えながら今まで取り組んできたところであ

ります。 

 これまでの人の営みの全てを、まず生涯学習として捉える活動によりまして、平成

１２年には口蹄疫の擬似患畜が発生し、また、その前の年には、本当に町民総出でボ

ランティアいただきました大雨災害で、河川敷、また、町内が大変な被害を受けたと

きに、河川災害の敷地の整備、さらにまた、暮らしの中で、時代の変化とともに衛生

の管理、特に１７種類にも及ぶごみの分別収集や、また、自治会や各種団体による路

側帯等の植栽や、また、花壇の整備、また、子育て家庭や高齢者などの見守り支援、

さらには、町民の皆様が参加する講演会の終了時での後片づけなどなど含めて、自主

的に町民の皆さんが、まさに自分の町は自分たちでつくるという、その理念がしっか

りと根づいてきた、まさに物質的な豊かさ以上に内面的な豊かさを求めた中で、町民

の皆さんが生涯にわたって学び、自発的にまちづくりに参加していただく環境が着実

に根づき、本当に自治会を筆頭にしながら、自治会長さん方が先進的に牽引をしてい

ただいたおかげで、魅力ある本別を次代につないでいくことのできる下地ができてき

ました。まさに町民力の成果のおかげであるというふうに、ここのところは私どもも

確信をさせていただているところであります。 

 今後もまちづくりの原点は人づくりであるとの信念を貫きながら、現有する諸課題

について、町民の皆さんとしっかり共有させていただいて、主体的なまちづくりへの

参加をいただきながら、ともに支え、安心、安全に暮らせるまちづくりの実現に努め

ていきたいと思っています。 

 次に、２問目の、本町の未来について、本音で話し合いのできる場を設け、子ども

から高齢の方まで夢を持てるまちづくりについてですが、不祥事に関し、町民の皆様

と私の気持ちに乖離があるうちは、信頼回復がされたこととはなっていないというふ

うに私も考えております。一日も早く、町民の皆様と同じ気持ちで、同じ目線でまち
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づくりを進めていくことができるように、また職員と一丸となって取り進めていくこ

とを改めて申し上げさせていただきたいと思います。 

 その入り口となります町民の皆様との対話の件でございますけれども、町民の皆様

にとって、日常生活における町政に対する御要望や御意見は、それぞれ暮らし、ライ

フスタイルの変化や多様化により、年々複雑化して、高度化している実態にあるとい

うふうに思っておりますが、自由闊達に意見を交換できる場を積極的に、また出かけ

ながら、職員一丸となって、また、町長がおじゃましますの取り組みを継続しながら、

総合計画を初めとする各種まちづくりの指針となります計画の策定に、また、専門的

であり、意見交換ができる分野をさらにまた拡大をしていかなければならないと思っ

ています。 

 その一番先には、私どもが取り組んだのは、まず自分たちのまちは自分たちの手で、

町民の皆さんに、第１回目の私どもが就任させていただいたときの総合計画は、町民

の皆さんが、白紙諮問で、全て町民の皆さんに手づくりでしっかりと町の総合計画を

つくっていただいて、それ以来、各ボランティア活動、そしてまた、各団体の活動に

積極的に参加をいただきながら、それぞれこのまちづくりをここまで引っ張っていた

だいた、そのことであります。何よりも、やっぱりそこに参加をいただいた、そして

一人一人の町民の皆様の、まさに町民力の意識の高さに心から敬意を表しながら、そ

の思いをまたよりどころとしながら、これからもしっかりと町民の皆さんが願うまち

づくりに、そして、御質問ありましたように、町民の皆さんと、残念ながらこの不祥

事をまた境にして、気持ちに乖離があるということも含めて、しっかり受けとめなが

ら、一日も早い信頼回復を含めて、まちづくりにみんながまた元気に、笑顔で邁進で

きますように、そして、次の時代を担うそれぞれの若い世代、子どもたちが、この本

別でしっかりと住み続け、頑張りつづける、そういうまちづくりのために全力を尽く

してまいりたいと思っています。 

 以上申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） 小笠原良美君。 

○７番（小笠原良美君） ただいま町長のほうから答弁いただきましたけれども、私

も町長と同じように、町長が就任されて、前半のころは、本当にまちが一体となって

活動、まちの運営に取り組んでいるということは実感をさせていただいてきたという

ふうに思っております。おっしゃられたように、１２年の口蹄疫の擬似患畜のときな

どは、まちを挙げて取り組んできたというふうに思っておりますし、それから、開町

１００年の年にも、子どもから高齢の方々まで、みんなでお祝いをしたというふうに

思っております。その後に起きました水害においても、大方の方が河川敷に集まって、

石を拾う、木の枝を片づけるなどの作業をしている姿を見たときに、本当によかった

なというふうに思っておりました。 

 その裏を返すと、最近はどうなのというところに立つわけですけれども、私は、最
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近、役場を退職された方、ここ１０年ぐらいの間に、正規の定年でなくて、定年を少

し残しておやめになられた方々がどのくらいいるのかなというのをちょっと調べさせ

ていただきました。それは勧奨退職をされました方が、この１０年くらいの間、課長

が３人、課長補佐職が３人おられます。おやめになるのは、それぞれが理由があって

おやめになるということは承知はしておりますけれども、せっかくこの町をよくしよ

う、みんなとともに手をとってこの町で生活をしようという思いで役場の中でお仕事

をされてこられた方が、定年を前にやめられたということは、私は非常に人材の損失

だったのではないかなというふうに考えているところがあります。何年残されておや

めになったかということは、細かくはお聞きしていませんのでわかりませんが、その

辺のところが一つ。 

 それから、もう一方で、自己の都合によって途中で退職された方々もたくさんいらっ

しゃるというふうに見せていただきました。一部挙げますと、看護師の方が１１人、

医師が９人、保健師さんが５人、臨床工学技士さんが３人、ほかにも合わせますと１

０年間で４４名の方がおやめになっているそうです。これは、おやめになったという

ことの裏を返せば、本別に来て、本別の中で仕事をしてくれようとしていらしてくだ

さった方々だというふうに捉えるべきだと思います。そうしますと、年間にすると４

人強の方がおやめになっていったということになりますので、せっかく本別で働いて、

本別の住人になりたいと思っていらした方々が、途中でやめられたということは、こ

れもやっぱり大きな人材の損失につながったのではないかなと。そういうところを、

どんなことがあってそうなったのかということは、御本人に聞かなければわからない

ところもありますけれども、やっぱり本別町に来ていただいた方を本別町で育ててと

いうと語弊がありますけれども、皆さんと一緒にやっていただけるというところに立

てるような状況をつくっていくということも必要なのではないかなというふうに思い

ます。ですから、今後、そういうことが起きたときに、なるべくそういう対応ができ

るようにしていくべきではないかというのがまず一つ。 

 それから、町長も今、御自分でお話しされましたけれども、この間、信頼を失って

いる部分があるというところですけれども、２月７日に税金の不適切処理の問題につ

いて体育館で説明会をなされました。そのときに、多くの皆さんが非常に厳しい御意

見を述べておられましたけれども、そのことを受けとめて、どういうふうに思われた

のかなということが、あの場ではお答えになっておられませんでしたので、その辺の

ところが、私が二つ目に上げております、町民の皆さんと町長のお考えに乖離がある

のではないかというところが、私はその辺にどうもあるような気がしますけれども、

その辺についてお尋ねをしたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 定年前に退職される方がということをお話しされましたけれ

ども、これはそれぞれの事情があることももちろんでありますけれども、私どもはも
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ちろんせっかくの仕事ですから、特に本別のまちづくりにかかわっていただいて、最

低限、やっぱり定年までは働き続けてほしいというのは私の願いであります。でも、

それはその中でのいろいろな事情の中で、個々それぞれケースがありますけれども、

それはそこも含めて、やめるから全然対応もかかわりもないということでなくて、そ

れぞれ一定のお話をさせていただきながら、これからの行く道もちゃんと聞きながら、

そういう退職にいったということであります。 

 また、現場のほうにつきましては、それぞれ医療の関係者含めては、本当にそれぞ

れの、逆に言うと、ここを退職して、また次の人生、またそこに道が開けるという、

そういう立場にもある人もたくさんいますし、また、特に医師などは、それぞれ大変

な苦労の中で招聘をさせていただいても、どうしても退職せざるを得ないというよう

な状況の中にもありました。それは私のほうが逆に大変な、残念なことだなというふ

うに思いながらいたことも中にはありますけれども、いずれにいたしましても、私ど

もの願いは、本当にともに、ただ医療だから、また、福祉だから、それぞれ一般事務

だから、ただやるということでなくて、一緒にこのまちづくりをさせていただければ

と、こういう思いでそれぞれ職員として一緒に頑張ってきたところですが、このよう

な状況になってきたということも現実としてしっかり受けとめながら、この次、また

仕事をしていただく立場の人たちには、少しでもこの状況を長く働き続けていただけ

るように、また、ともにまちづくりをやっていただけるように、それぞれ対応してい

くということで努めさせていただきたいと思います。これは私どもだけ、１人ででき

ることでありませんから、職員一丸となって、そのような職場環境、また、そういう

ような条件を含めてしっかりコミュニケーションをとりながら、それぞれの部局の和

を図りながら頑張っていくということの大切さを、みんなで常に今、職員の皆さんに

お願いしながら努力させていただいているところであります。 

 また、２月７日の報告会については、厳しい意見を出されたことは真摯にもちろん

受けとめておりますし、前段、私どもも、この不祥事についてのおわびを申し上げま

したけれども、なかなかそこはその時間の中で、また、あの場所の中で、御理解もい

ただけなかったということは、逆に私どもの対応の、また、不徳のいたすところであ

りますから、これは本当に起こしてしまったことは消すことはできませんけれども、

この起こったことの重要性をさらにまた認識をしながら、本当に信頼回復、絶対に二

度とこのようなことが起こらないように、本当に信頼を必ずいただけると、こういう

ようなことも含めて、日々努力させていただきながら、一日も早い信頼回復に向かっ

て、それぞれ行動の中で示していくということで、これも私どもも関係職員一同、一

丸となって、町民の皆さんの信頼回復に努めていくということであります。そのこと

については、私は本当に責任者として痛感をしながら、町民の皆さんの怒り、そうい

うところもしっかりと受けとめさせていただかなければならないということを再度現

実として受けとめさせていただいて、今、この答弁の中でまた申し上げさせていただ
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くと、こういうことになっているところでありますので、またそのことについてはしっ

かりとこの思いを大事にしながら取り組んでいきたいなというふうに思います。 

 以上であります。 

○議長（方川一郎君） 小笠原良美君。 

○７番（小笠原良美君） 最初に伺いましたところですけれども、町長もおっしゃる

とおり、私もそれは存じているつもりです。御自分の都合でおやめになられる方です

から、どうのこうのということにはならないと思います。しかし、おやめになられて

も、本別町民でいてくださることはかわりないと思うのです。私はそういう方々も、

一般的に定年で退職される職員の方々も含めて、やっぱりまちづくりに実際に取り組

んで、先頭を切ってやっていただいている方もおられますけれども、なお一層、そう

いう方たちの協力をいただきながら、少子高齢化していくわけですから、まちづくり

に協力をいただきたいというようなことを機会あるごとに伝えながら、一緒になって

まちづくりができていけばいいのではないかなというふうに思いますので、そのとこ

ろをもう一度伺いたいということと、それから、町長は、この不祥事以降、言葉の中

では一生懸命おっしゃっておられるのはわかります。だけど、いまひとつ、町民の皆

さんに私は届いていないというふうに、しつこいようで申しわけありませんけれども、

私はこれからのまちづくりに精魂傾けてやっていただけるということは、町長が行

なっていただけるというふうに思っておりますが、なかなか１回開いた思いをまたも

とのように修復するというのは難しいところがあるのですけれども、私はぜひともそ

のことを行なっていただかなければ、町民の皆さんと一丸になったまちづくりという

のはなかなか厳しいのではないかなというふうに思うところがあります。 

 それは、町長が、大変失礼ですけれども、最初に町長になろうと思ったときの気持

ち、初心をもう一度思い起こしていただければ、私は必ずや町民の皆さんはそのこと

を理解して、一緒になってまちづくりに取り組んでいただけるというふうに、私は自

分では思っているのです。ですから、ぜひとも、町長に向かってこういうことは大変

失礼だというふうには思っておりますけれども、失礼を承知で、ぜひとも今少し関係

がうまくいっていない町民の皆さんと一緒に手を携えて、今後の本別町のまちづくり

に取り組んでいただくために、そういう気持ちになってこれからの町政を担っていた

だけないものかというふうに思いますけれども、その辺について伺いたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 髙橋町長。 

○町長（髙橋正夫君） 早期退職した大事な人材とまちづくりということですが、そ

れは私も望むところでありまして、少ないと言いながらも、本当に数十年間、本別の

まちづくりに携わっていただいて、内部的にはそれなりの立場にまでなっていただい

て、職員を引っ張っていただいて、住民の皆さんと大事な融和を持ってきた職員です

から、経験も実績も十分な職員の方々が、本町でまだこうして頑張っていただいてい

るのですから、それは本当に力を借りたり知恵を借りることは、当然私も大事なこと
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ですから、ただ、そのことにしっかり応えていただけるような働きかけも含めて努力

していかなければならないだろうし、また、協力もいただけるようにしていかなけれ

ばならないなというふうに思っておりますから、その辺については、それぞれ自治会

の活動など含めても、たくさんの御支援もいただいていますし、また、まちづくりに

も直接またしっかりと御協力をしていただくように、また、大事な人材を、さらにそ

の力を発揮していただけるように、これは御質問のとおり、しっかり対応させていた

だければなというふうに思っています。 

 また、言葉だけで思いが届いていないと言われたら、これはもうどうしようもない

ことなのですけれども、でも言葉としても言い続けなければなりませんし、また、時

間もかかるかもしれませんが、私の思いは常に、御質問にありましたように、もちろ

んこれは今までもずっと言われることですが、やっぱり初心を忘れてはならんぞと、

このことはしっかりありますから、そして、偉い人になることないぞと。尊い人にしっ

かりなれと、この言葉も最初から忘れないように、そのように肝に銘じながら、これ

も努力させていただきながら全うしていかなければならないというふうに思っていま

す。大事な本別町の歴史の１ページ、１ページを担っていくまちづくりでありますか

ら、その思いをしっかりと受けとめて、今の御意見もさらに肝に銘じて、しっかり取

り組んでいきたいと思いますので、またいろいろな場面で御指導も、また御支援もい

ただきながら、しっかり取り組んでいって、やっぱり本別ここにありと、みんなが本

当元気の出る、本別でよかったなと言っていただけるような本別をつくるために、しっ

かり努力していきますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○７番（小笠原良美君） 終わります。 

───────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（方川一郎君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日は、これで散会します。 

 御苦労さまでした。 

散会宣告（午後 ３時１５分） 
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開議宣告（午前１０時００分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

○議長（方川一郎君） これから、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 議案第４４号 

○議長（方川一郎君） 日程第１ 議案第４４号平成３０年度本別町一般会計補正予算（第

５回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 議案第４４号平成３０年度本別町一般会計補正予算（第５回）

について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、人事異動に伴う人件費の調整、地域住民集会施設設置補助金、土地改良

施設補修事業、義経の館玄関の自動ドア設置、消防団員退職報償金等の追加が主なもので

あります。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,７８７万３,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６７億６,５７４万１,０００円とする内容でありま

す。 

 それでは、歳出から事項別明細書により、主なものについて御説明いたします。 

 ７ページ、８ページをお開きください。 

 ２、歳出ですが、各科目にわたります、２節給料、３節職員手当等、４節共済費、１９

節負担金補助及び交付金中、福祉協会負担金の人件費については人事異動などによるもの

で、２１ページ以降に給与費明細書を添付しておりますので説明は省略させていただきま

す。 

 ７ページにお戻りください。 

 上から２段目、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費１２節役務費ふるさと寄付金

業務手数料３９０万円の減、１３節委託料ふるさと寄付金事業業務委託料３９０万円の増

額は、ＰＲの充実、ふるさと納税専用サイトの拡充などを行うため、事業の見直しを図り、

業務委託を行うことによるものです。 

 その下の１７目諸費１９節負担金補助及び交付金、地域住民集会施設設置補助金３５０

万円の補正は、拓農自治会と上拓農自治会の合併に伴い、地域集会施設の改修の届出があ

ったことから地域住民集会施設設置補助規則により補助するものであります。 

 ９ページ、１０ページをお開きください 

 下段にあります、３款民生費２項老人福祉費３目介護保険費２８節繰出金中、介護保険
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事業特別会計繰出金地域支援事業費１,３８８万７,０００円の増額補正は、人事異動及び

保健師の新規採用、共済負担率の変更による人件費の調整が主なものであります。 

 その下の介護サービス事業特別会計繰出金介護老人福祉施設事業５１９万９,０００円

の増額は、人事異動及び共済負担率の変更による人件費の調整が主なものであります。 

 次にあります、４目高齢者福祉施設費１３節委託料、清掃業務委託料１８万７,０００円

の増額補正は、老人福祉センター入浴室の一般開放拡大に伴い、浴室の清掃業務を委託す

るものでございます。 

 １１ページ、１２ページをお開きください。 

 上段の３項児童福祉費２目児童福祉施設費１１節需用費、施設修繕料１２万２,０００円

の補正は、旧中央保育所で使用しなくなりましたエアコンを仙美里学童保育所に移設する

ものであります。 

 下から２段目にあります、４款衛生費３項上水道費２目簡易水道費２８節繰出金、簡易

水道特別会計繰出金８５５万８,０００円の減額補正は、人事異動により職員数が１名減と

なったことによる調整であります。 

 １３ページ、１４ページをお開きください。 

 ２段目にあります、６款農林水産業費１項農業費５目農地費１５節工事請負費土地改良

施設補修事業４００万円の補正は、３月初旬の降雪と翌週の降雨により明渠排水の法面等

が崩壊したことによるもので、西仙美里ほか計３カ所を予定しております。 

 下から２段目の７款１項商工費３目観光費１１節需用費、観光施設修繕料７５万６,００

０円の増額補正は、本別公園にあります義経の館の玄関ドアについて、内側の扉を自動ド

アへ改修するものであります。 

 １５ページ、１６ページをお開きください。 

 中段にあります、８款土木費４項都市計画費２目公園費１８節備品購入費１８６万４,０

００円の増額補正は、作業用の軽トラック１台が故障し修理不能となったため更新するも

のでございます。 

 その下にあります、３目下水道費２８節繰出金公共下水道特別会計繰出金１６６万８,０

００円の増額補正は人事異動等による人件費の調整であります。 

 １７ページ、１８ページをお開きください。 

 ２段目にあります、９款１項消防費２目非常備消防費８節報償費消防団員退職報償金２

３５万２,０００円の補正は、消防団員２名の退職に伴うものであります。 

 １９ページ、２０ページをお開きください。 

 １０款教育費４項社会教育費３目図書館費７節賃金、臨時雇賃金１９４万５,０００円の

増額補正は、職員の人事異動に伴い臨時職員１名を配置したことによるものでございます。 

 下段の５項保健体育費２目スポーツ振興費１８節備品購入費５３万７,０００円の補正

は、今年３月に寄付をいただいた方の意向により体力増進センターの卓球台３台を更新す

るものです。 
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 以上で歳出を終わりまして、５ページ、６ページをお開きください。 

 １、歳入ですが、９款１項１目地方交付税の補正は、歳入歳出の差額分を計上するもの

であります。 

 ２段下にございます、１５款財産収入２項財産売払収入１目不動産売払収入１節土地売

払収入２６万４,０００円の増額補正は、遊休地であります旧用悪水路を隣接地所有者に売

り払うものであります。 

 下段の１７款繰入金２項基金繰入金１３目個性あるふるさとづくり基金繰入金５３万７,

０００円の補正は、歳出で説明いたしました体力増進センターの卓球台を更新するため、

寄付者の意向により基金を充当するものであります。 

 一番下段にございます、１９款諸収入４項１目７節雑入消防団員退職報償金１３８万８,

０００円の補正は、消防団員退職に伴うものであります。 

 以上、平成３０年度本別町一般会計補正予算（第５回）の提案説明にかえさせていただ

きます。よろしく、御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

 質疑は、歳入歳出一括とします。 

 阿保静夫君。 

○１０番（阿保静夫君） 歳出の８ページの総務費の１２節役務費と１３節委託料の関係

で、ＰＲ充実、サイトの拡充のためということで異動の形になっているようですけれども、

その充実の中身をもう少し詳しく教えていただきたいというふうに思います。 

 それからその下の、集会施設の設置への補助の関係なのですけれども、補助の内容とか

上限などがあると思いますので、その辺をちょっと簡単に説明していただきたいなという

ふうに思います。 

○議長（方川一郎君） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 御質問にお答えいたします。まず１点目のふるさと寄付金業

務の関係でございますけれども、ことしの３月まで業務をお願いしておりました業者さん

とこれまで協議をしてきたところでございますが、これまでは寄付をいただいた金額の７

パーセントを手数料という形でお支払いをして、そのふるさと納税の業務について支援業

務等行なっていただきました。ただ、町としましては今後もふるさと納税のＰＲですとか、

あるいはふるさと納税の専用サイトというのがあるのですけれども、そういった所の充実

を図っていくことを検討してきまして、今回補正をいたしましたのは、そのサイトの構築

支援業務、寄付の専用ポータルサイト、今まではふるさとチョイスを利用しておりました

けれども、専用サイトの数をふやしていく、そういった業務も検討したいということで、

それに対応してもらえる業者さんをこれまで選考してまいりました。今回その業務の目途

がある程度立ちましたので、補正の提案をさせていただいて、議決をいただきましたら速

やかにそちらのほうに委託をして、業務を進めていきたいというふうに考えております。 

 もう１点の地域集会施設の関係でございますけども、この地域住民集会施設設置補助金
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と申しますのは、自治会等が設置をいたします集会施設の新築、取得、そして改修の経費

を対象に補助するものでございます。今回、拓農自治会さんと上拓農自治会さんの合併が

ことしの３月１２日に成立をいたしまして、それを受けまして地域集会施設の改修を行な

いたいという要望がございましたので、これまで地域のほうと協議をしながら進めてまい

りました。 

 この補助金の概要でございますが、改修の場合でございますが、改修の補助金の額につ

きましては、改修費用の１０分の９以内、９割以内の額を算出基礎といたしますが、ただ

し限度額がございます。その限度額といいますのが、基本的に一つの集会所で５００万円、

そして自治会の再編、統合によります合併等の場合は、合併加算額というのが加算されま

す。今回は二つの自治会が合併しておりますので、この合併加算額というのが２００万円

になります。ですから先ほどの基本額５００万円と合併加算額２００万円を足した７００

万円になるのですが、改修の場合ですね、この額の２分の１を限度とするというふうにな

っております。ですから７００万円の２分の１ですから、限度額が３５０万円で、先ほど

申しました改修費の９割以内の額と比較をして、低いほうの額を交付額とするというふう

に定められておりますので、今回の場合については、この３５０万円が限度額ということ

になりますので予算計上させていただきました。以上です。 

○議長（方川一郎君） 阿保静夫君。 

○１０番（阿保静夫君） ふるさと納税のほうの関係なのですけれども、今までは７パー

セントの手数料で業務にあたっていただいていたと、新たにサイトをふやしながら新たな

業務に入っていくということで、この経費の部分の７パーセントというのは、比較すると

どういうふうになっていくのか伺いたいというふうに思います。 

○議長（方川一郎君） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 寄付額の７パーセントということでございますから、想定と

しましてはふるさと納税額５千万円で考えておりました。今後、今回は同額で補正をさせ

ていただいておりますけれども、今後は委託業務の中で寄付額の上限に伴わず業務のほう

を遂行していただくという形になりますので、今後寄付額の動向ですとか、あるいはポー

タルサイトの運営拡充の状況ですとか、そういったものを総合的に判断をして、委託業務

のほうが町にとっては効果的ではないかという判断をさせていただいたところですけれど

も、ただ単純に金額の比較というと、なかなか難しいところがあるのかなというふうには

考えております。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

 方川英一君。 

○８番（方川英一君） 歳入の６ページ、町有地売払収入、ちょっと聞きそびれてしまっ

たので、もう一度場所をお願いしたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 町有地売払収入の場所という御質問でございますけれども、
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所在地は本別町勇足２６６番地３になります。先ほど提案説明の中で申し上げさせていた

だきましたけれども、そこにございます遊休地、旧用悪水路でございますけれども、そこ

を隣接地の所有者の方と協議をこれまで進めてきましたけれども、最終的に売払うという

ことで協議が整いましたので、今回提案をさせていただきました。住所ですけれども、勇

足東５区になります。 

○議長（方川一郎君） 方川英一君。 

○８番（方川英一君） 面積とか平米とか、それはどの位の土地面積なのかお聞きします。 

○議長（方川一郎君） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 面積でございますけれども、平米数で８,０８３平米となって

おります。 

 積算基礎となりました内訳ですけれども、原野部分が５,９１２平米ございまして、単価、

平米当たり２.７８９円で算定しております。それと、その中に畑として利用可能な部分と

いうのが２,１７１平米ございましたので、それにつきましては平米当たり１１４.１６円

で積算をしております。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） ４点ほど。まず１０ページの介護関係の繰出金で、説明で人事異

動でということでの説明がありました。先ほどの質問にもありましたけれども、この人事

異動で相当ふえている部分が各項目ございます。単純に聞きますと、人事異動でふえてい

るということになりますと、私どもから考えると、どなたかが辞められて給料の高い人が

動いたのかということに、増額ですからそういう解釈になるので、もうちょっとわかりや

すくと言いますか、このことだけでなくてほかにも何点か出てきたようなので、それも含

めて御答弁をお願いしたいということでございます。 

 次、２点目でございますが、これは１４ページになります。下段のほうの商工費でござ

いますが、義経の館の自動ドアということでございます。これは、この春新しく駐車場の

方に増築した部分と、建物は違うかと思いますけれども、なぜ、建物が古い義経の館とす

れば、どこに自動ドアを設置したのか、なぜ観光シーズンのこの時期に、自動ドアだと言

っても１週間なり２週間かかるのかわかりませんけれども、その辺なぜ当初からきちんと

予定を立ててですね、見ておかないのか。これは自動ドアでして、古い義経の館と言いま

すか、今まであった義経の館とすれば、国の補助体系入っていないとすれば、自分のお金

でやるのですから、これはいつやっても問題ないと思いますので、新しく新築したそこの

部分と、なぜ連動できなかったのか、その辺をお伺いしたいということでございます。 

 ３点目でございます。１８ページの消防費でございます。これは先ほどの説明では２名

の退団で２３０なにがしと。歳入でも退団で雑入１３０万円ほどでしたか、入れてござい

ます。これで１００万円位の差が出ていますね。これはどういうことなのか。 

 それと、先般議員協議会で報告のありました事件に関係する部分で、この部分が退職で
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あるのかないのか。これは明解にはっきりさせておきたいと思いますので、きちんとお知

らせいただきたいと思います。 

 ４点目でございます。２０ページでございます。体力増進センターの備品でございます

が、卓球台を５３万７,０００円で購入するということでございます。これは歳入でも触れ

ていましたので、何かの事業がらみだと思いますけれども、今ある意味卓球のブームでご

ざいまして、どういうところの、隣の町にも卓球の台の云々ということで相当ございます

ので、そういう所から入れているのか、５３万円という価格自体がちょっと高いのか安い

のかもわかりませんので、その辺差し支えなければ教育委員会のほうになると思いますけ

れども、北海道産の物で使ったのか、海外から入れるのか、その辺を明解にお知らせいた

だきたい。以上４点。 

○議長（方川一郎君） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 私のほうからは人件費の関係について御説明をさせていただ

きます。 

 まず御質問でございました介護保険事業特別会計の部分、１,３８０万円程度増額となっ

ております。この関係につきましては、まず４月に保健師を１名採用いたしました。それ

と４月の人事異動で保健師を１名、健康管理センターからケアセンターの地域包括支援セ

ンターのほうに異動させましたので、１名増となりましたので、その関係で人件費が増額

となっております。会計が違いますので、会計間を異動したということで。 

 その下にございます介護老人福祉施設事業の５１９万９,０００円の増額の部分ですけ

ども、これも人事異動によりまして職員が変わりましたので、端的に言いますと人件費の

高い職員がそこに配置をされたということで、その調整となります。 

 次に１２ページの簡易水道特別会計の部分でございますけれども、ここは８５５万８,０

００円減額となっております。これにつきましては５月１２日の人事異動によりまして、

簡易水道特別会計におりました課長補佐が１名異動しましたので、その分調整で減額とな

っております。 

 １６ページになります。公共下水道事業の特別会計分でございます、１６６万８,０００

円増額となってございますが、これも４月の人事異動によりまして、当初予算では再任用

職員の配置を予定しておりましたけれども、そこに正職員を配置することとなりましたの

で、その差額分をここで調整をしております。以上です。 

○議長（方川一郎君） 小川企画振興課長補佐。 

○企画振興課長補佐（小川芳幸君） 私のほうから義経の館自動ドアの関係の御質問につ

いてお答えさせていただきます。まず改修の場所でございますが、既存にありました旧施

設の風除室の、今２重ドアになっておりますが、その内側の方のドア、もともとありまし

た義経の館の施設の玄関のドア、内側の方のドアを予定しております。 

 当初、なぜというところでございますが、ことし４月から施設の内容がリニューアルい

たしまして、ことしから飲食のほうのサービスも提供させていただくことになって今も運
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営をしております。そのような中で、利用者の利便性の向上というところはもちろんなの

ですが、飲食コーナーの営業に伴いまして衛生的なところ、今回５月の連休等、多くの方

に御来店いただきました。その際にも、お子さまだとか家族連れ、多く人が入るときにで

すね、ドアを開けっ放しになってしまうというような状況が多く見受けられたところがご

ざいまして、衛生的にもそういった部分、これから夏本番になりますと虫の関係等もいろ

いろあるかと思いますので、そういったところで開けっ放しとならないような対応が急遽

必要かということとなりまして、今回の補正予算で御提案をさせていただいたところでご

ざいます。 

○議長（方川一郎君） 小坂総務課主幹。 

○総務課主幹（小坂祐司君） それでは消防団員の退職報奨金の部分について御説明をさ

せていただきます。この退職報奨金にありましては、消防団員５年以上勤務をした方に退

職報奨金を支払うようになってございます。 

 歳入の部分の１３８万８,０００円、この部分につきましては北海道市町村総合事務組合

消防団員退職報奨金のほうから支払われるものでございます。 

 それと歳出の部分の２３５万２,０００円、その部分につきましては１３８万８,０００

円と町独自の退職報奨金も条例上うたってございます。その部分の９６万４,０００円を足

して２３５万２,０００円ということになってございます。 

 また、先般議員協議会のほうで御説明させていただいた件に関しましては、勤続年数５

年未満ということで退職金の支払いの要件には達しておりません。以上でございます。 

○議長（方川一郎君） 阿部社会教育課長。 

○社会教育課長（阿部秀幸君） 私のほうから、体力増進センターの卓球台の件について

御答弁申し上げたいと思います。この度、３月に体力増進センターの利用者の方から御寄

附をいただきまして、卓球台も利用されていて、かなり古いということで寄付をされてい

ただいたところでございますが、寄付者の意向で今回卓球台を３台更新する形でございま

す。この卓球台につきましては、隣町にある三英という会社の公認用の卓球台となってお

りまして、現在増進センター３台配置しておりますので、全部の台数について更新をさせ

ていただくところでございます。以上です。 

○議長（方川一郎君） 大住議員君。 

○４番（大住啓一君） 卓球台のことはわかりました。 

 それと人件費のことについては、会計間の異動もあるということで、これは理解できま

す。できれば次にこういうことがあれば、そういうことも説明していただけると余分な質

問もしなくて済むのかと思いますので、それは私の考え方です。 

 それから自動ドアの関係ですが、子どもが開け閉め云々というのは、それは当初からわ

かっていたことではないかと。私が質問している趣旨は、なぜ当初予算で見れなかったか

ということをお尋ねしているのであって、今どうのこうのというお話ではないと思います

ので、その辺もう１回明解にお知らせをいただきたいということでございます。 
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 それからですが、消防の関係です。これ消防の関係ですが、５年以内だから支払わない

んだという今御答弁かと思いますけれども、議員協議会でお話しになったのは犯罪を犯し

たというか、立件されたかされないか別にしてですよ、懲戒免職というような言葉で私は

認識していたのですが、その辺となると、懲戒免職という言葉だけ聞くと、どんなことで

あっても、１年であっても５年であっても退職金をもらえる立場にある人間は、いただけ

ないというか、払わないということになると思いますので、その辺ちょっと答弁のお言葉

が私と認識がずれておりましたので、その辺再度、退職金２名に払ったというのはいいの

ですけれども、事件の当事者には払っていない、それもいいのです。それもいいのですけ

れども、払っていない理由が５年以下だから払っていないということでなくて、懲戒免職

にしたから払っていないということでないかなと私は思うのですけれども、その辺どうい

うことでしょうか。その２点だけ。 

○議長（方川一郎君） 暫時休憩します。 

午後１０時３２分 休憩 

午後１０時３２分 再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 小坂総務課主幹。 

○総務課主幹（小坂祐司君） 先ほどの大住議員の御質問にお答えしたいと思います。退

職金、懲戒免職になった場合は当然、該当になっていても退職金は支払わないということ

でございます。 

○副町長（大和田 収君） 私のほうから館の自動ドアについて答弁させていただきます。

今担当のほうから説明があったとおりでございまして、今回食堂の部分をリニューアルし

て、多くの方に来ていただくような取り組みをして、連休前から行ないました。当初これ

ほどですね、お客さんがあそこで立ち止まっていることが見受けられました。中には子ど

もは、今どこの施設も自動ドアが整備されておりまして、ドアにぶつかる子どもさんたち、

それからお年寄りの方も立ち止まって、ドアが開くのを待っている方もいらっしゃいまし

た。それと合わせて今、衛生上の問題もありましたので、国からの補助金は該当いたしま

せん。町単独として今回、そういう形で不便をかけるという部分がありましたので、６月

の補正で提案させていただいた次第でございます。以上です。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 最後１点だけ。今、明解な御答弁、自動ドアに関してですが、こ

の点の３回目の質問をしますけれども。自動ドアでもいろいろあると思うのです。今、副

町長おっしゃったように、担当もおっしゃったように、自動ドアにして衛生的に云々と、

これは結構なことだし、そうすべきだと思います。ただ、私どもも自動ドア、今どこへ行

っても、コンビニに行ってもデパートに行ってもありますけれども、小さいお子さんが手

を触れないと開かないドアなのか、センサーでそこに立ったら開くのか、私はよくわかり

ませんけど、踏み込んで重量を感じたときに開くのか、いろいろなパターンがあると思う
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のですが、予算ですから、今回付けようとしている自動ドアはどの辺を考えておられるの

か。これは先ほど答弁でありましたように、衛生的にも子どもさんの安全上も含めて考え

ていると思いますけれども、その辺どのようにお考えなのか、最後の質問をします。 

○議長（方川一郎君） 小川企画振興課長補佐。 

○企画振興課長補佐（小川芳幸君） 自動ドアの形状、内容でございますが、今一般的に

ドアの取っ手といいますか、入口の付近に手を添えるとセンサーが認識して開くというよ

うな、重量とかではなくて、手をかざすと自動に開くといったような物を予定しておりま

す。以上です。 

○議長（方川一郎君） 高橋利勝君。 

○１１番（高橋利勝君） ２０ページの図書館費についてお伺いしたいのですが、まず最

初にこの図書館人件費職員の分が減になって、臨時職員が増となっていますけれども、こ

れは職員１名減で、その結果臨時対応ということなのかどうか、まずお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（方川一郎君） 大和田副町長。 

○副町長（大和田 収君） 私のほうから答弁をさせていただきます。この部分につきま

しては、議員おっしゃるとおり、人事異動に伴いまして職員減になった部分を一人対応し

ております。以上です。 

○議長（方川一郎君） 高橋利勝君。 

○１１番（高橋利勝君） 図書館職員というのは資料館の職員も兼務していまして、これ

でいきますと今まで３名いたのが２名ということですが、率直に言って、業務に支障がな

いのかという言い方がいいのかどうかわかりませんけど、あと職員にその分が過重になら

ないのかどうか、また、今後もこういう形で行くのかどうか、その辺についてお伺いしま

す。 

○議長（方川一郎君） 佐々木教育長。 

○教育長（佐々木基裕君） 図書館の賃金の関係でございます。今、職員がですね、人事

異動によりまして減となってございます。そこに臨時の職員を１人配置してございます。 

 業務に支障はないのかということでございますが、今業務に支障はきたしてございませ

んが、ただ、図書館につきましては土曜日とか日曜日も開館してございますので、その部

分で次年度におきましてはですね、この新採用になるのかどうかあれなのですけれども、

正職員をですね、１名配置をしていきたいと思っております。以上です。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
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 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４４号平成３０年度本別町一般会計補正予算（第５回）についてを採

決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４４号平成３０年度本別町一般会計補正予算（第５回）については、

原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議案第４５号 

○議長（方川一郎君） 日程第２ 議案第４５号平成３０年度本別町介護保険事業特別会

計補正予算（第１回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 飯山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（飯山明美君） 議案第４５号平成３０年度本別町介護保険事業特別会計

補正予算（第１回）について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、人事異動による人件費の調整に伴う事業費の増額が主なものであります。 

 それでは予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,３９１万７,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億８,６９３万７,０００円とする内容であります。 

 それでは、事項別明細書により、歳出から主なものについて御説明いたします。 

 ３ページ、４ページをお開きください。 

 中段の２、歳出ですが、１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１１節需用費３万円

の補正は、介護保険被保険者証への記載事項が変更になることから、被保険者証の印刷製

本にかかる費用を増額するものです。 

 一番下の段の、３款地域支援事業費２項包括的支援事業・任意事業費１目包括的支援事

業費中２節給料、３節職員手当等、４節共済費及び１９節負担金補助及び交付金につきま

しては、人事異動及び共済負担率の変更によるもので、５ページ以降に給与費明細書を添

付しておりますので、説明は省略させていただきます。 

 上段の１、歳入ですが、７款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金２節地域支援

事業繰入金１,３８８万７,０００円の補正は、人事異動及び共済負担率の変更による人件

費の調整によるものであります。 

 以上、平成３０年度本別町介護保険事業特別会計補正予算（第１回）の提案説明とさせ

ていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 



- 15 - 
 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

 質疑は、歳入歳出一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４５号平成３０年度本別町介護保険事業特別会計補正予算（第１回）

についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４５号平成３０年度本別町介護保険事業特別会計補正予算（第１回）

については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第３ 議案第４６号 

○議長（方川一郎君） 日程第３ 議案第４６号平成３０年度本別町介護サービス事業特

別会計補正予算（第１回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 井戸川老人ホーム所長。 

○老人ホーム所長（井戸川一美君） 議案第４６号平成３０年度本別町介護サービス事業

特別会計補正予算（第１回）について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、人事異動に伴う人件費の調整、臨時職員等の勤務形態の変更に伴う増減

が主な内容でございます。 

 それでは、予算書の１ページをお開き願います。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５２５万５,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億９,５５１万５,０００円とするものであります。 

 それでは、事項別明細書により歳出から御説明させていただきます。 

 ３ページ、４ページをお開き願います。 

 中段の２、歳出ですが、１款介護サービス事業費１項１目施設介護サービス事業費２節

給料から７節賃金中、準職員賃金までと、１９節負担金補助及び交付金、並びに下段の２

項居宅介護サービス事業費１目居宅介護支援事業費４節共済費の増減につきましては、人
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事異動等に伴うもので、５ページ以降に給与費明細書を添付しておりますので、説明は省

略させていただきます。 

 中段に戻りまして、７節賃金中、嘱託賃金からパート賃金までの増減は、調理員の勤務

形態の変更に伴い予算の組み替えを行うものであります。 

 下段の居宅事業１１節需用費消耗品費は、介護伝送ソフトの単価増により補正するもの

でございます。 

 上段の１、歳入ですが、４款繰入金１項他会計繰入金１目１節一般会計繰入金５２５万

５,０００円の増額は、歳出で説明しました事業執行見込みにより調整するものでございま

す。 

 以上で、平成３０年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第１回）の提案説明

とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

 質疑は、歳入歳出一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４６号平成３０年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第１

回）についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４６号平成３０年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第

１回）については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第４ 議案第４７号 

○議長（方川一郎君） 日程第４ 議案第４７号平成３０年度本別町簡易水道特別会計補

正予算（第１回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有君） 議案第４７号平成３０年度本別町簡易水道特別会計補正

予算（第１回）について、提案内容を説明申し上げます。 
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 今回の補正の概要ですが、５月１２日付けの人事異動による職員数減による減額でござ

います。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８５５万８,０００円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１,１６３万７,０００円とする内容でございます。 

 次に、事項別明細書により歳出から説明をいたします。 

 ３ページ、４ページの中段をお願いいたします。 

 １款１項簡易水道費１目一般管理費２節給料３節職員手当等、４節共済費、１９節負担

金補助及び交付金の減額は５月１２日付けの人事異動によるもので、詳細は５ページ以降

に資料を添付しておりますので、説明は省略をさせていただきます。 

 同ページの上段の歳入でございますが、４款１項繰入金１目一般会計繰入金８５５万８,

０００円の減額は、歳出で説明をいたしました人事異動によるものでございます。 

 以上で、平成３０年度本別町簡易水道特別会計補正予算（第１回）の提案説明とさせて

いただきます。どうぞ、御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

 質疑は歳入歳出一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４７号平成３０年度本別町簡易水道特別会計補正予算（第１回）につ

いてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４７号平成３０年度本別町簡易水道特別会計補正予算（第１回）に

ついては、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第５ 議案第４８号 

○議長（方川一郎君） 日程第５ 議案第４８号平成３０年度本別町公共下水道特別会計

補正予算（第１回）についてを議題とします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有君） 議案第４８号平成３０年度本別町公共下水道特別会計補

正予算（第１回）について、提案内容を説明申し上げます。 

 今回の補正の概要ですが、当初予算は担当職員の退職に伴い、再任用職員相当での人件

費を計上していましたが、４月１日付けの人事異動により、主任が着任したことによる増

額によるものでございます。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１６６万８,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億８,８３４万９,０００円とする内容でございます。 

 次に、事項別明細書により歳出から説明をさせていただきます。 

 ３ページ、４ページの中段をお願いいたします。 

 ２款土木費１項下水道費１目下水道新設費２節給料、３節職員手当等、４節共済費は、

４月１日付け人事異動による増額で、詳細につきましては５ページ以降に資料を添付して

おりますので、説明は省略をさせていただきます。 

 また、同ページの上段の歳入でありますが、４款１項繰入金１目一般会計繰入金１６６

万８,０００円の増額は、歳出で説明いたしました人事異動によるものでございます。 

 以上で、平成３０年度本別町公共下水道特別会計補正予算（第１回）の提案説明とさせ

ていただきます。どうぞ、御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

 質疑は歳入歳出一括とします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第４８号平成３０年度本別町公共下水道特別会計補正予算（第１回）に

ついてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４８号平成３０年度本別町公共下水道特別会計補正予算（第１回）
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については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第６ 議案第４９号 

○議長（方川一郎君） 日程第６ 議案第４９号平成３０年度本別町国民健康保険病院事

業会計補正予算（第１回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸君） 議案第４９号平成３０年度本別町国民健康保険病院事業会

計補正予算（第１回）について、提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、職員の採用と人事異動及び待機手当の新設に伴います人件

費の増額と臨時の派遣看護師の住宅用物品の整備に伴います消耗備品費の増額が主な内容

となっております。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 第２条の収益的収入及び支出でありますが、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の

予定額を次のとおり補正するもので、収入の第１款病院事業収益第２項医業外収益を４７

万１,０００円増額し、収益の合計を１１億３,５９５万６,０００円とするものであります。 

 支出では、第１款病院事業費用第１項医業費用を１,５１６万７,０００円増額し、費用

の合計を１３億３５８万４,０００円とするものであります。 

 第３条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費でありますが、職員の給

与費を１,５０８万円増額し７億８,９６６万４,０００円とするものであります。 

 第４条、他会計からの補助金は、退職手当組合事前納付金を１２万８,０００円増額し６

５６万２,０００円、基礎年金拠出金公的負担経費を３４万３,０００円増額し１,６９６万

４,０００円とするものであります。 

 次に３ページ、４ページをお願いいたします。 

 補正予算説明書でありますが、収益的収入及び支出の、下段の支出から御説明いたしま

す。 

 収益的支出、１款病院事業費用１項医業費用１目給与費１,５０８万円の増額ですが、１

節給料９３８万４,０００円の増、及び２行下がりまして４節退職給与金１１５万２,００

０円増、５節法定福利費２３６万９,０００円の増は放射線の医療技術職員及び医療事務と

社会福祉士の事務職員各１名、合計３名の採用による増額。３行戻りまして、２節手当６

３５万８,０００円の増は救急業務待機手当の新設及び職員新規採用、人事異動等による増

額。３節賃金４１８万３,０００円の減額は準職員１名減によるものです。 

 なお、５ページ以降の給与費明細書の説明につきましては省略させていただきます。 

 支出の一番下段３目経費６節消耗備品費８万７,０００円の増額は、派遣看護師の住宅用

の備品５台の購入費を計上するものであります。 

 戻りまして上段の収入、１款病院事業収益２項医業外収益２目他会計補助金４７万１,０
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００円の増額は、人件費の変更に伴い一般会計からの繰入基準の変更によるものでありま

す。 

 以上、平成３０年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１回）の説明とさせ

ていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

 質疑は、収益的収入及び支出など一括とします。 

 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） ただいま説明ありましたけれども、４ページの支出の部分の手当

ですが、６３５万８,０００円、職員諸手当ということでございます。これは今の説明の中

で、先般の条例改正で出て来ております、待機している職員の手当も含んでいると思いま

すが、後段のほうに表等がありまして、私も見てみましたのですが、特殊勤務手当云々で

２１０万円ほど見てございます。したがいまして、この６３５万８,０００円の内数で２１

０万円が待機者の手当という解釈でいいのか、その残りの四百何万円についてはどういう

手当を今の時期に増額したのか、この２点について。 

○議長（方川一郎君） 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸君） ただいまの御質問にお答えいたします。２節の６３５万８,

０００円の増額の内訳ということでございますが、まず救急業務待機手当、こちらの支給

対象、看護師と放射線室と検査室の３部局になりまして、こちら合計２１０万円の増額補

正でございます。 

 また、残りの４２５万８,０００円でございますが、こちら人事異動等に伴います増でご

ざいますが、その内訳につきましては扶養手当が３万６,０００円の減、管理職手当、こち

ら１０６万６,０００円の増、住居手当６２万４,０００円の増、通勤手当４万２,０００円

の増、期末手当が１４９万６,０００円の増、勤勉手当が１１１万２,０００円の増、寒冷

地手当２１万９,０００円の増、あと放射線技師の手当が３万９,０００円増、児童手当が

２万円の増、これらの合計が４２５万８,０００円となりまして、主に新採用の職員がおり

ましたので、その部分での増額が主な要因となっております。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） ６５０万円ほどの内訳を今聞きました。これ補正予算の段階での

質疑でございますけれども、今お聞きしますと、私が先般の条例のときもお話ししました

ように自宅待機でもお金を出すと。それで、再質問で求める大きなものは、先般の条例改

正で金額までうたっておりました日中については２,５００円、夜間については１,５００

円、それをどういうふうに見ていって２１０万円になったのか、内訳ですね。 

 それと今ほかの手当１０項目位ありましたけれども、言葉悪ければお手盛りというわけ

ではないのでしょうけれども、特殊事情を鑑みた中でいいのかなと思います。まあ人事異

動も絡めていますから。税金ですから逸脱した支出はないと思いますけれども、１点だけ

はやはりその２１０万円のですね、どういう算出根拠で持って来たのか。条例には２,５０
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０円と１,５００円ということでございますので、祝日、日曜、土曜、夜間ということでの、

何十日、何百日かけた、何人かけたということになるかと思いますが、その辺の詳細を明

確にお知らせいただきたい。 

○議長（方川一郎君） 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸君） ただいまの御質問にお答えいたします。２１０万円の救急

業務待機手当の内訳でございますが、今回の手当につきましては６月分からの支給という

ことになりまして、まず夜間の関係でございますが、単価が１,５００円でございます。そ

して６月からで夜間３００日、支給対象が３部局になりますので、１,５００円かける３０

０日かける３部門ということで、こちらが１３５万円になります。続きまして昼間でござ

いますが、昼間は単価２,５００円、こちらにつきましては同じく６月からで１００日、そ

れで支給対象は３部局になりますので、２,５００円の単価かける１００日かける３部局で

７５万円ちょうどということで、こちら合計で２１０万円という内訳になります。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 内訳はわかりましたけれども、確認しますけれども、今事務長の

ほうから計算式、今出ましたので６月以降、６月も含めてということになるのかな。６月

以降での祝日、土日拾って、年末年始も入れて、３００日かけてということで、これ最大

限という解釈でよろしいのですか。これ以上どこかで補正組むとかということは、あり得

ないということの解釈でよろしいのですかね、予算が通ったとしたら。１,５００円は夜間

ということですから、それも平日の分かけていったと、１年間の３月３１日までの日にち

をかけていったという解釈でよろしいのでしょうか。その辺の確認。 

○議長（方川一郎君） 藤野病院事務長。 

○病院事務長（藤野和幸君） ただいまの大住議員の御質問にお答えいたします。おっし

ゃられるとおり６月からのこちら救急業務待機手当でございまして、今年度につきまして

はこれ以上の増額等の変更はありません。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 大住啓一君、御登壇ください。 

○４番（大住啓一君）〔登壇〕 国民健康保険病院事業会計補正予算（第１回）についてで

ございますけれども、今質疑をさせていただきました。先般の条例改正でもお話しさせて

いただきましたが、内容も聞きましても非常に高額であるということと、執行するにあた

って最大限で２１０万円ということでございますから、条例改正のとき申しましたように、

趣旨になかなか沿えないということと、これだけの大金を、簡単に補正をかけてですね、

執行していくということには私はならないと思いますので、議員皆さんの御賛同を得たい
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ということでお願いしまして、反対討論とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 阿保静夫君、御登壇ください。 

○１０番（阿保静夫君）〔登壇〕 原案に賛成の立場で賛成討論をいたしたいと思います。

御承知のように本別町国保病院は、地域の中核病院として地域住民の命を預かるという意

味では、非常に重要な役割を果たしております。しかるに前の条例改正のときの説明にも

ありましたとおり、病院の人員不足という中で、過酷な勤務を強いられているという状況

も明らかになっています。そういう中で、地域住民の命を守るという立場から前回の条例

が提案をされ、それに伴う今回の補正予算提案ということで、そういう点からも今回の中

身については非常に重要な中身だというふうに私は思いますので賛成をしたいと思います。 

 議員各位の賛同のほど、よろしくお願いをいたします。 

○議長（方川一郎君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） これで、討論を終わります。 

 これから、議案第４９号平成３０年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１

回）についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行ないます。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（方川一郎君） 起立者７人。 

 よって起立多数です。 

 お座りください。 

 したがって、議案第４９号平成３０年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第

１回）については、原案のとおり可決されました。 

○議長（方川一郎君） 暫時休憩します。 

午後１１時１０分 休憩 

午後１１時２５分 再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第５０号 

○議長（方川一郎君） 日程第７ 議案第５０号本別町税条例等の一部改正についてを議

題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 田西住民課長。 
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○住民課長（田西敏重君） 議案第５０号本別町税条例等の一部改正について提案内容の

御説明を申し上げます。 

 はじめに、改正の概要について御説明いたします。 

 今回の改正は、地方税法の改正を受けて行うものでございます。 

 生産性革命集中期間の平成３０年度から平成３２年度における中小企業の生産性革命を

実現するための臨時、異例の措置として、生産性向上特別措置法の規定により町が主体的

に作成した計画に基づき行われた中小企業の一定の設備投資についての固定資産税が３年

間課税されない改正と、町たばこ税に係る文言の整備でございます。 

 以上で、改正案の概要説明とさせていただきます。 

 それでは、改正文の朗読により提案説明とさせていただきます。なお、括弧書きの朗読

は省略させていただきます。 

 本別町税条例等の一部を改正する条例。 

 本別町税条例の一部改正。 

 第１条、本別町税条例（昭和２９年条例第１６号）の一部を次のように改正する。 

 附則第１０条の２第１６項の次に次の１項を加える。 

 第１７項、法附則第１５条第４７項に規定する条例で定める割合は０（生産性の向上に

重点的に取り組むべき業種として同意導入促進基本計画（生産性向上特別措置法（平成３

０年法律第２５号）第３８条第２項に規定する同意導入促進基本計画をいう。）に定める

業種に属する事業の用に供する法附則第１５条第４７項に規定する機械装置等にあっては、

０）とする。 

 本別町税条例等の一部を改正する条例の一部改正。 

 第２条、本別町税条例等の一部を改正する条例（平成３０年条例第１６号）の一部を次

のように改正する。 

 第１条のうち第９４条に加える第８項中「たばこ税」を「金額」に改める。 

 附則。 

 この条例は、公布の日から施行する。ただし、第１条の規定は、平成３０年６月６日か

ら適用する。 

 以上、本別町税条例等の一部を改正する条例の提案説明とさせていただきます。よろし

く御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

 阿保静夫君。 

○１０番（阿保静夫君） 概要の説明をいただきましたけれども、この中身、いわゆる生

産性の向上の機械を導入したということで、それは国が決めた法律に合致しているという

ような審査というか、それを確認するというのは何か文書的にも一定のものというのです

か、照らし合わせて、この内容はこの条例が当てはまるよというような、そういうような

マニュアル的なものというのは、あるのだと思うのですけれども、できれば例題でちょっ
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と示してもらうとわかりやすいのですけれども。審査をやるというか、その点検をする担

当というか、そういうところと、これに当てはまるような例題、本別町で考えられるとい

うことがあれば、例題的なものでちょっと示していただけるとありがたいのですが。 

○議長（方川一郎君） 小川企画振興課長補佐。 

○企画振興課長補佐（小川芳幸君） 阿保議員の質問にお答えさせていただきます。今回

の生産性向上特別措置法の成立によりまして、この関連税法の改正が行なわれるというも

のでございます。この部分につきましては、市町村の段階におきまして、この導入促進計

画と言われるものを、国の導入促進指針に基づいて策定をするような流れとなります。こ

の制度、いわゆる固定資産税が０になるという特例を活用するにあたっては、それぞれ地

域といいますか、町内の中小企業者が先端設備等導入計画といわれるものを、これはつく

らなければならないと。この計画を元に市町村が申請を受けまして、国と協議をして、こ

の認定というような形の作業という中で、この制度の特例が受けられるという概要となっ

ているところでございます。 

 ただ、中小企業の生産性向上と関わる部分につきましては、要件等がございまして、ま

ず一つ目といたしましては、生産性向上に係る設備の導入ということで、生産性が年平均

１パーセント以上向上させる計画であること。また、労働生産性が向上する計画、どうい

うことかといいますと、利益を労働時間で割ったときに、利益が年率３パーセント以上上

がりますよと、こういったような計画づくりをしていただく必要がございます。こういっ

た計画を受けまして、市町村が国とも協議をさせていただきながら認定作業を進めていく

という流れとなってございますので、どこの企業がということよりは、それぞれの、日本

全体の中で、この生産性向上といったところを国が取り組むものに同調といいますか、各

自治体が取り組んでいくべきものというふうに思っておりますので、それぞれこういった

もの、制度周知等含めてですね、商工会等とも連絡協議をさせてもらいながら進めていき

たいというふうに考えているところでございます。以上です。 

 例えばどこどこの企業がということでは、どんな中小企業者でもあれば可能性はあるの

かなというふうに思いますが、例えば機械装置の単純な設備更新ではなくて、機械が今ま

で製造１日１００個できたものが、これが１５０個になるだとか、こういった機械設備の

更新が対象になるということではありますので、単純な老朽化等による機械設備等の更新

は対象にならないと。当然そういった生産性が上がるといったものに対して、この制度が

活用できるという内容となっているところでございます。以上です。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

 方川英一君。 

○８番（方川英一君） 第２条の一部改正する条例、たばこ税を金額にするということに

改めると書いてありますけれども、ただの金額では何の税金かわからないのではないかと

いう気がするのですけれども、どういう理解をしたらいいのか御答弁いただきたい。 

○議長（方川一郎君） 田西住民課長。 
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○住民課長（田西敏重君） 全体の文章、ここの部分しか出していないので何の税金とか

わからないかもしれないですけれども、全体の文で聞くとたばこ税の中で、元々はたばこ

税の金額というふうにして道のほうから通知来たのですけれども、そこを金額に直すとい

うことでなっていまして、何の税金かわからないということはありません。 

○議長（方川一郎君） 暫時休憩します。 

午前１１時３５分 休憩 

午前１１時３７分 再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重君） 前回の４月２５日のときに改正した部分のですね、文言がか

わりまして、前回たばこ税の関係で、８の前項の計算に関し、加熱式たばこの品目ごとの

１個当たりの、第３号ア、定める金額または紙巻きたばこの１本のたばこ税に相当する金

額という、このたばこ税というところが金額にかわるということです。以上でございます。 

○議長（方川一郎君） 方川英一君。 

○８番（方川英一君） 提案理由の、例規集１万８,３００ページに書いてあるのでしょう

かね。 

○議長（方川一郎君） 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重君） これは４月２５日に、今話した施行が１０月１日からなりま

すので、その段階で載るような形になります。 

 この法律が施行されるのが１０月１日からということですので、載るのは１０月１日以

降の条例のほうに改正になります。以上でございます。 

○議長（方川一郎君） 方川英一君。 

○８番（方川英一君） それは載ってもいいのですけれども、たばこ税がただ金額という

ことは、町民の皆さんそれ読む人が理解していただけるのかどうかということをお聞きし

たいのです。わかる答弁をお願いしたい。 

 １０月からの施行はそれでよろしいし、何も問題はないと思うのですけれども。今まで

たばこ税というのは年間６千万円だと思うが、今たばこを吸う人減ってるから、大分減っ

ていると思いますけれども、それらの金額がどこに提示されるのか。たばこ税わからなか

ったら、たばこ税ということがこの金額になるということは、理解してもらえるというこ

とはなかなか難しいのではないかと思います。 

 わかりづらいということを、わかるような明記はないのかどうなのか、その辺をお聞き

したいと思います。 

○議長（方川一郎君） 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重君） 文言が、今まで４月２５日の段階ではたばこ税って、一部の

９４条８項の中にですね、その文章の中のたばこ税と表記してあったのを、金額に改めて

かえるという内容の、今回の改正ですので、全体の金額がとかではなくて、一部の文言だ
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けの改正ということです。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 質問した趣旨が伝わっていないのか、私どもも聞いていてわから

なくなりました。ですから、条例の提案理由の次のページに１万８,３００ページと書いて

ありますよね。ここに提案理由で書くのであれば、４月二十何日に条例改正して、ここの

部分とここの部分がこうなったからこうだって書くのが、我々に示すときの、一番こうい

うやりとりしなくて済む問題ではないかなと。時系列的にですよ。 

 これは４月２５日にやったら例規集に入っているのですか、もう。加除しているのです

か。していないのだったらこの辺も、本条例の提案をしたという中身で、まあこれに対し

てどうのこうのではないですけどね。議員の方々、私も含めてわからない点があれば、何

回も私言いますけれども、町民の方々から聞かれたときに、特に税ですから、たばこ吸う

方も当然おられますし、その辺をかみ砕いて時系列でこうだよと。途中で変更している条

例文があればですよ。国のほうも地方税がかわって、国の流れで臨時議会だとか定例会で

かえてきたことがあれば、それを順追って説明をいただいて、まして本文を読めというの

でしたら、そこで朗読してください。その中のこことここが違うんだということになると

思うのですよ。 

 かみ砕いて、議員の方々は私らも含めて、くどいようですけども、わからない疑問点が

あるから聞いているのであって。それをかみ砕いてわからないから、ほかの議員さんだっ

てこれから消化不良でも困りますのでね。それで関連で質問させていただいているという

ことですから、その辺を再度御理解をいただいて答弁を求めるものでございます。 

○議長（方川一郎君） 暫時休憩します。 

午前１１時４４分 休憩 

午前１１時４８分 再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 大和田副町長。 

○副町長（大和田 収君） 私から答弁させていただきます。今回の税条例の第１条に関

しましては、今回の改正文になります。第２条につきましては、４月に改正をいただきま

して、平成３０年条例第１６号で改正をいただきました。この中でたばこ税の部分、１本

のたばこ税に相当する金額に１,０００円未満の端数がある場合は、その端数を切り捨てる

という条文になっています。その部分を今回、国のほうの地方税法の改正になりまして、

ここの１本のたばこ税の相当するという部分を、１本の金額に改めると、そういう内容で、

内容といたしましてはかわってはございませんので、よろしくお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第５０号本別町税条例等の一部改正についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５０号本別町税条例等の一部改正については、原案のとおり可決さ

れました。 

 ここで暫時休憩します。 

午前１１時５０分 休憩 

午後 １時３０分 再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第８ 議案第５１号 

○議長（方川一郎君） 日程第８ 議案第５１号本別町放課後児童健全育成事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大橋子ども未来課長。 

○子ども未来課長（大橋堅次君） 議案第５１号本別町放課後児童健全育成事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、提案理由の説明をいたします。 

 この条例は、学童保育に従事する放課後児童支援員資格の規定の明確化、及び資格要件

を拡大するもので、国が定めております放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準が改正されたことに伴い、本条例を改正するものであります。 

 この条例では、まず一つ目として、放課後児童支援員の資格要件について、学校の教諭

となるものを基礎資格として規定しているものを、教員免許状の更新を受けていない場合

の取り扱いが不明確であったことから、これを明確化する改正。 

 二つ目として、放課後児童支援員の資格要件を拡大するため、５年以上放課後児童健全

育成事業に従事した者であって、市町村長が適当と認めた者を新たに資格要件とする改正

であります。 

 それでは改正条文を朗読し、説明とさせていただきます。なお、括弧書きの朗読は省略

をさせていただきます。 

 本別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例。 

 本別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２６年
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条例第２１号）の一部を次のように改正する。 

 第１０条第３項第４号を次のように改める。 

 第４号、教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）第４条に規定する免許状を有す

るもの。 

 第１０条第３項の次に１号を加える。 

 第１０号、５年以上放課後児童健全育成事業に従事した者であって、町長が適当と認め

たもの。 

 附則。 

 この条例は、公布の日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 

 以上、議案第５１号本別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正についての提案説明とさせていただきます。 

 よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

 阿保静夫君。 

○１０番（阿保静夫君） 第４号ですが、改正前は幼稚園から高等学校の教諭までという

ことで、その部分の変わっただけという解釈でいいのかなというふうに思いますけれども、

その点が１点と、第１０号ですが、５年以上放課後児童育成事業に従事した者であって、

町長が適当と認めた者、これは４号と比べると、簡単に言うと教員免許のない者もいいよ

という意味ですよね。それで、要するに教員免許のある方と、教員免許のない方と、同じ

に仕事ができるという趣旨に捉えたのですけれども、そうなるとちょっと心配なのは身分

保障というか、給与というか報酬というか、そういうものの関係何かはどういうイメージ

で捉えればいいのか伺いたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 大橋子ども未来課長。 

○子ども未来課長（大橋堅次君） ２点の質問をいただきました。１点目であります。１

点目は、以前の条例は教員の学校の教諭となる者を基礎資格としているだけで、免許状の

更新しているかしていないかが明確でなかったので、持っているということで、いいです

よという改正でございます。 

 ２点目、御質問のとおり教員の資格を、免許状を持っていなくても、経験が５年以上あ

れば拡大ということで、それは今まで２７年から新しい法律になっておりまして、免許状

を持っていなくて先生をやっていて、５年間その仕事をしている者が、町長が認めればい

いですよという拡大のものであります。 

 最後に給与条件といいますか、採用の条件なのですけれども、これは本別町の場合とほ

かの町は違うと思いますけど、本別町の場合は、学童の先生の場合は放課後児童支援員と

いうことで、研修を受けた者に対しては同じお給料を支払いさせていただいています。以

上です。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第５１号本別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５１号本別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第９ 議案第５２号 

○議長（方川一郎君） 日程第９ 議案第５２号本別町特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の保育の必要性の認定に関する基準並びに利用者負担額を定める条例の一部改

正についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大橋子ども未来課長。 

○子ども未来課長（大橋堅次君） 議案第５２号本別町特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の保育の必要性の認定に関する基準並びに利用者負担額を定める条例の一部改

正について、提案理由の説明をいたします。 

 この条例は、国が進めております、幼児教育の段階的無償化に向けた取り組みであり、

子ども・子育て支援法施行規則が改正され、教育認定子どもにかかる利用者負担額中、低

所得世帯、年収３６０万円未満相当世帯の利用者負担が軽減、改正されたことに伴い、国

の基準を基に積算しております、本町の利用者負担額の一部を改正するものであります。 

 この条例では、教育認定子どもの利用者負担額について、国の改正に伴い本町の利用者

負担額についても軽減するもので、現行の第４階層の８,０００円を５,０００円に、第５

階層の８,７００円を６,７００円に、第６階層の９,４００円を８,４００円にそれぞれ改

正するものであります。 

 本改正につきましては、本別町子ども子育て会議に説明、御了解をいただいております。 

 なお、今回改正となります所得３階層には現在該当する世帯がありませんことを申し添

えます。 

 それでは改正条例を朗読し、説明とさせていただきます。なお、括弧書きの朗読は省略
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をさせていただきます。 

 本別町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育の必要性の認定に関する基準

並びに利用者負担額を定める条例の一部を改正する条例。 

 本別町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育の必要性の認定に関する基準

並びに利用者負担額を定める条例（平成２７年条例第１号）の一部を次のように改正する。 

 教育標準時間認定の表中「８,０００」を「５,０００」に、「８,７００」を「６,７００」

に、「９,４００」を「８,４００」に改める。 

 附則。 

 この条例は、公布の日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 

 以上、議案第５２号本別町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育の必要性

の認定に関する基準並びに利用者負担額を定める条例の一部改正についての提案説明とさ

せていただきます。 

 よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第５２号本別町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育の必

要性の認定に関する基準並びに利用者負担額を定める条例の一部改正についてを採決しま

す。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５２号本別町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育の

必要性の認定に関する基準並びに利用者負担額を定める条例の一部改正については、原案

のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 議案第５３号 

○議長（方川一郎君） 日程第１０ 議案第５３号財産の取得についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 
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○総務課長（村本信幸君） 議案第５３号財産の取得について、提案理由の説明を申し上

げます。 

 この度の財産の取得に際しましては、予定価格が１,５００万円以上の動産の買入れとな

りますので、地方自治法第９６条第１項第８号及び議会の議決に付すべき契約および財産

の取得または処分に関する条例第３条の規定に基づき、議会の議決を求めるものでござい

ます。 

 財産取得の目的につきましては、現在使用しております住民情報システムは平成２３年

３月に導入し、住民記録、住民税をはじめとする税処理、住宅使用料等、住民に身近なサ

ービスに直結する基幹システムでありますが、導入から７年を経過し、システムの機器更

新時期を迎えていることから、機器の更新を行い、システムの安定運用を行うものであり

ます。 

 財産の取得につきましては、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号に基づく随

意契約によるもので、本別町財務規則第１２１条第１項第１号に基づき、現行のシステム

の新機器への更新であること、データの移行について確実に行われる必要があること、さ

らには現行のシステムを納入し、運用支援を行ってきたズコーシャ・システム総研共同企

業体の１社を導入先の業者として選定いたしました。 

 なお、平成３０年５月１５日に見積合わせ執行通知を行い、平成３０年５月２８日に見

積合わせを執行しております。 

 取得する財産につきましては、住民票システム等の住民情報システム及びサーバー装置、

周辺機器等一式となっております。 

 取得価格は８,１２１万６,０００円で、見積り合わせの回数は１回で決定をしておりま

す。 

 仮契約は、平成３０年５月２８日に行っており、納期は平成３１年３月３１日としてお

ります。 

 取得の方法につきましては、札幌市中央区北４条西６丁目の北海道市町村備荒資金組合

から譲渡を受けるものでございます。 

 北海道市町村備荒資金組合の契約の相手方は、帯広市西１８条北１丁目１７番地ズコー

シャ・システム総研共同企業体、代表者株式会社ズコーシャ、代表取締役○○○○となっ

ております。 

 以上、議案第５３号財産の取得についての提案理由にかえさせていただきます。 

 よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

 矢部隆之君。 

○１番（矢部隆之君） １点、情報セキュリティの関係でちょっとお聞きしたいのですけ

れども、この住民情報システムそのものを入れ替えということでありますけれども、それ

ぞれ個人情報的な住民情報がいろいろありますけれども、これの内容なのですけど、例え
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ば上から６段目か７段目にある固定資産税システムとありますけれども、これは、あなた

の固定資産は年額いくらですよ、それと納入状況までわかるような形、滞納も含めてです

ね、わかるような形のシステムなのか、それともう１点関連するのですけれども、このシ

ステムにそれぞれ皆さんが、住民課にいる職員の方々が自分のパソコンで、パスワードが

あるかどうかわかりませんけれども、その辺も含めてなのですけれども、どういった形で

このシステムに、自分のパソコンから中を見ることできるのかと合わせてですね、現状個

人のパスワードの管理ですね、これはどういう形になっているのか、ちょっとその点質問

いたします。 

○議長（方川一郎君） 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重君） 固定資産税の関係ですけれども、固定資産税の関係につきま

しては、そのコンピューターには土地の一品管理やら、家屋の一品管理、償却資産の管理

をしていまして、課税台帳をつくる際にその一品ずつを所有者ごとに集めまして、課税計

算をしている形です。 

 先ほど言った税額については、人ごとに出て課税台帳というのがつくられてあります。

あと収納は収納、別なほうの収納部門のほうで、その税金が支払ったとか、そちらは別に

管理されております。 

 パスワードの関係につきましては、それぞれ住基の中のパソコンでしか見ることができ

なくて、全体の自分たちの机にある別のパソコンでは見ることはできません。パスワード

につきましては、職員一人一人が自分の職員コードを持っていまして、その職員コードと

パスワードを入れて開くような形です。立ち上げるときもですね、今静脈で掲げて立ち上

げることができることができる形のセキュリティとなっております。以上です。 

○議長（方川一郎君） 小川企画振興課長補佐。 

○企画振興課長補佐（小川芳幸君） セキュリティの関係で御説明させていただきます。

それぞれの住基関連システム、今回更新する部分のシステムにおきましては、今申し上げ

ましたそれぞれの端末、個人に割り振りしておりますパスワード、ＩＤのほか静脈認証、

いわゆる指を専用の機械にかざして、こちらで職員のパスワードと合わせた認証で機械を

操作する内容、セキュリティとなってございます。 

○議長（方川一郎君） 矢部隆之君。 

○１番（矢部隆之君） 私が例えばそこの窓口に行って、そのパソコンで開くことができ

ないというか、そういった認証になっているよということでありますけれども、今回の皆

さん御承知のとおり、固定資産台帳を閲覧した中でというような事件が発生したというこ

とで、悪意を持っている、そういった考えの方が、まあ職員でしょうけど、指で認証しま

すから、その人が悪意を持っていればどうしても中身見ることができてしまうよというよ

うな形でしょうけども、そこら辺はその方の個人の考え方なのでしょうけれども、そこま

でじゃあセキュリティできるのかという非常に難しい部分もあろうかと思うのだけど、そ

こら辺までは防止することはできないのかなということでありますけれども、そういった
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ことも含めてですね、本町の場合はそういった事例が現実問題として発生しているという

ことで、そういったことについてのセキュリティ、どういうふうな形で、前回みたいなこ

とが起こらないよというような部分で、せっかくこうやって更新しますから、そういった

ことをどうお考えなのか、そこら辺については何かあればお教え願いたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 大和田副町長。 

○副町長（大和田 収君） 私のほうからお答えさせていただきます。今回の機器の更新

にあたりましては、今まで使っていた機器を更新します。というのは委託期間が切れると

いう部分で、保守点検ができなくなるという部分で、新たに機器を更新するものでござい

ます。 

 使い方、セキュリティの関係、個人情報の関係については、これは今までと同じような

形にしております。当然、住民基本台帳は戸籍担当者、税情報につきましては住民課の税

担当者がそれぞれ扱うことになります。そのような形で、前回そのような不祥事が起きま

したけれども、住民課、それから建設水道課でもいろんな個人情報をもっております。担

当する人間、きちんとその辺を、情報を共有しながら、自分の担当以外の部分については

担当する者に聞いて出してもらうとかそういうふうな形で、税の中でもいろんな方が開け

られますけれども、固定資産、それから住民税、別々に分かれていますので、その中で情

報がありますので、お互い声をかけながら情報収集をしていくと、そういう形になってお

りますので御理解をしていただきたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 小川企画振興課長補佐。 

○企画振興課長補佐（小川芳幸君） 先ほどのセキュリティの関係で、答弁の訂正という

ことで、させていただきます。 

 先ほど指における静脈認証と申し上げましたが、手のひらの静脈で認証するというシス

テムになってございます。訂正させていただきます。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第５３号財産の取得についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５３号財産の取得については、原案のとおり可決されました。 



- 34 - 
 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 議案第５４号 

○議長（方川一郎君） 日程第１１ 議案第５４号本別町公共下水道終末処理場機器更新

工事第１工区請負契約についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 議案第５４号本別町公共下水道終末処理場機器更新工事第１

工区請負契約につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本別町公共下水道終末処理場機器更新工事第１工区請負契約締結にあたりましては、予

定価格が５千万円以上の工事契約となりますので、地方自治法第９６条第１項第５号、及

び議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関する条例第２条の規定によ

り、議会の議決を求めるものでございます。 

 契約の目的は長寿命化計画に基づく本別町下水道終末処理場における機器の更新工事で、

工事内容は老朽化した電気設備で主変圧器盤、低圧分岐盤の更新を施工するものでござい

ます。 

 契約の方法につきましては指名競争入札による契約締結で、指名委員会は平成３０年４

月２６日に開催し、指名業者につきましては、北海道富士電機株式会社、新栄クリエイト

株式会社、北海道三菱電機販売株式会社、美和電気工業株式会社北海道支店、メタウォー

ター株式会社北海道営業所、株式会社明電舎北海道支店、株式会社北弘電社帯広支社の７

者を選考いたしました。 

 平成３０年５月７日に指名通知を行い、平成３０年５月２８日に入札を執行しておりま

す。 

 契約金額は４,６４４万円で、入札回数は１回で落札をしております。 

 契約の相手方は、札幌市中央区大通東７丁目１番１１８、北海道富士電機株式会社、取

締役社長○○○○でございます。 

 仮契約は、平成３０年５月２８日に行なっております。 

 工期は、着工が本契約の日から７日以内で、完成は平成３１年３月８日でございます。 

 以上、議案第５４号本別町公共下水道終末処理場機器更新工事第１工区請負契約につい

ての提案にかえさせていただきます。よろしく、御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

 方川英一君。 

○８番（方川英一君） 指名競争による入札ということでありまして、そこは理解できる

のですけれども、先ほどいろんな会社の名前が出ましたけれども、本別町からは申し込み

なかったのかどうなのか、まず１点お聞きしたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 方川議員の御質問にお答えをいたします。今、議員がおっし
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ゃる中身でいきますと、本別町内の業者が含まれていないということでございますけれど

も、今回の公共下水道終末処理場機器更新工事の内容から、その資格を見まして、町内に

その資格の要件に該当する業者がなかったということで、この７社ということになってお

ります。 

○議長（方川一郎君） 方川英一君。 

○８番（方川英一君） わかりました。ただ、こういう公共事業が減っている中で、資格

の問題とか階級の問題とか、いろいろそれは理解しておりますけれども、できれば今後に

ついては本別でも何カ所か業者があるわけでありますから、本別でできる所は、本別で請

け負ってくれる所は本別の業者に仕事をしてもらえるような努力をしてもらいたいと思い

ますので、その辺のお答えをいただきたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 御質問にお答えをいたします。当然、町内の業者が対応でき

る資格要件のある事業につきましては町内業者を指名しておりますし、ただ今回の事業の

ように特殊な工事で、町内の業者でこの業務をできる所がないという場合には、どうして

もこのような形になってしまうということを御理解いただければと思います。以上です。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第５４号本別町公共下水道終末処理場機器更新工事第１工区請負契約に

ついてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５４号本別町公共下水道終末処理場機器更新工事第１工区請負契約

については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 議案第５５号 

○議長（方川一郎君） 日程第１２ 議案第５５号辺地総合整備計画についてを議題とし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 
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○総務課長（村本信幸君） 議案第５５号辺地総合整備計画について、提案理由の説明を

いたします。 

 辺地の総合計画の策定につきましては、辺地に係る公共施設の総合整備のための財政上

の特別措置等に関する法律、第３条第１項、第４項及び第５項に基づき、あらかじめ知事

との協議の上、議会の議決を経てこれを総務大臣に提出することになっております。 

 本案の本別町西仙美里辺地は、平成２９年度で計画期間が終了したことから、今期平成

３０年度から平成３４年度までの５カ年計画を新たに策定し、道と協議中のところ、５月

２５日付けで知事との協議が整いましたので提案をするものでございます。 

 それでは、議案第５５号の次ページ、総合整備計画書により説明をさせていただきます。 

 本別町西仙美里辺地。 

 １の辺地の概況は説明を省略させていただきます。 

 ２、公共施設の整備を必要とする事情でありますが、次のページの別紙に記載のとおり

でございますが、各事業の概要について説明をさせていただきます。 

 別紙、（１）の道路、橋りょう長寿命化補修事業は、平成２４年１２月に策定しました本

別町橋りょう長寿命化計画に基づき、橋りょうの適切な補修を行うことで、橋りょうの長

寿命化とコスト縮減を図り、将来にわたり安全、安心な道路網を確保するものであります。 

 次の（２）の除雪機械、除雪ダンプ更新事業は、現在、西仙美里地区の除雪作業を行い、

地域住民の安全走行に寄与している除雪ダンプ１０トンは、平成１４年に購入し１５年が

経過しており、除雪作業の安全運行の確保、地域住民や通行車両の安全かつ安定した道路

の維持を図るため、車両の更新を計画したものであります。 

 次に、戻りまして３の公共施設の整備計画でありますが、施設名、道路橋りょう長寿命

化補修事業でございますが、事業主体は本別町、事業費は７千万円、辺地対策事業債の予

定額は２,１８０万円でございます。 

 次の除雪機械につきましては、除雪ダンプ１台の更新を図るもので、事業主体は本別町、

事業費は４,８００万円、辺地対策事業債の予定額は１,８００万円でございます。 

 合計事業費は１億１,８００万円、特定財源７,３５０万５,０００円、一般財源４,４４

９万５,０００円、一般財源のうち辺地対策事業債の予定額は３,９８０万円とする内容で

ございます。 

 以上、議案第５５号辺地総合整備計画の提案説明にかえさせていただきます。よろしく

御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

 矢部隆之君。 

○１番（矢部隆之君） ２点ほど。まず橋の関係でありますけれども、西仙美里の橋って

どこら辺にあるのかちょっとイメージがわかないのですけれども、もし場所がわかれば。 

 それと、もう５０年以上過ぎた橋が、これで見ますと約８パーセント位あるというので

すけれども、今回この西仙美里の橋については築後何年位の、どの程度傷んでいるから補
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修するよということで、工事内容わかれば教えていただきたいのと、もう１点。 

 （２）で、現在西仙美里地区を除雪しているという、地域限定みたいな形の除雪車のよ

うな書き方をされていますけれども、西仙美里地区だけでなくてですね、高東から拓農に

かけて一帯的に除雪をしているダンプカーなのかどうか。かなり地域絞ってしまいますと、

除雪車何台あっても足りないのではないかと思いますけれども、どの程度の範囲をやって

いる車両なのかどうかも含めてですね、その２点についてちょっと教えてください。 

○議長（方川一郎君） 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有君） 私のほうからちょっと除雪の関係の、ダンプの関係です

けれども、市街地につきましては除雪ダンプ出動全てしているのですけれども、西仙美里

地区も含めて、かぶせてやっておりますので、その起債の辺地対象ということで、今回除

雪ダンプの購入に充てて、辺地対象とさせていただいているところでございます。 

○議長（方川一郎君） 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 私のほうから辺地総合整備計画全体の関係について、ちょっ

と補足をさせていただきます。今回、矢部議員のほうから、西仙美里地区に限定したもの

なのかということで御質問いただきましたけれども、今大槻課長のほうからもありました

けれども、町で購入します除雪機器については町全体、市街地含めて対応していくもので

ございます。 

 ただ、今回この辺地総合整備計画で上げていますのは、町といたしましてはこういった

除雪機械等を購入する場合に、過疎債ですとか、あるいは辺地債、要するに償還のときに

交付税に７割算定、８割算定される、なるべく町にとって有利な起債を借りて事業を行な

っていくというのがありまして、今回この辺地総合整備計画に載せて、辺地、今５カ所あ

るのですけれども、それぞれの区域に分けて、こういったものを町としては必要ですとい

う計画を上げていきます。そういったことをもって辺地整備事業債の許可を受けていくと

いうのが、この辺地総合整備計画になっておりますので、そういったことで御理解をいた

だければと思います。 

○議長（方川一郎君） 暫時休憩します。 

午後２時０７分 休憩 

午後２時１１分 再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有君） 橋梁の関係のお答えをさせていただきます。資料にも載

っていますけれども現在１４９橋、橋がございまして、５０年以上たっているのはおよそ

８パーセントなので、十二、三橋程度かなというふうに思っておりますけれども、あくま

でも橋梁長寿命化の事業なので、橋梁の長寿命化の点検をかけながらやっているものでご

ざいます。５０年以上たっているものだけを対象にしてやっているものではございません

ので、橋りょうの点検をしながら整備を進めていくという事業でございます。 
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 それと西仙美里の部分でございますけれども、ちょっと資料がなくて大変申し訳ありま

せんが、１５橋ほど対象になっているところが今現在ございますけれども、ちょっと橋の

名前は全て言うとちょっとあれなのですけれども、およそ西仙の地区に１５橋ほどの橋り

ょうが辺地の対象になっているということでございます。以上でございます。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第５５号辺地総合整備計画についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５５号辺地総合整備計画については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１３ 議案第５６号 

○議長（方川一郎君） 日程第１３ 議案第５６号池北三町行政事務組合規約の変更につ

いてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重君） 議案第５６号池北三町行政事務組合規約の変更について提案

内容の御説明を申し上げます。 

 規約の変更については、足寄町、本別町及び陸別町が共同で設置した池北三町行政事務

組合銀河クリーンセンターの最終処分場が平成３０年度末でほぼ満杯になることから関係

町で検討、協議を重ねてまいりました。新たな施設の建設は困難との判断から、平成３１

年４月より十勝圏複合事務組合が設置、運営している、くりりんセンターで資源ごみ等を

除くごみを搬入処理することとなりました。 

 池北三町行政事務組合の担っている業務が大幅に縮小されることから、事務の簡素化、

効率化を図るため事務組合を解散し、足寄町が資源ごみ処理等の事務を継承し、委託する

ことになります。この事務の承継を円滑に行うため、解散に先立って規約に関係条文を追

加する必要があるためでございます。 

 なお、規約の改正については地方自治法第２９０条の規定により、一部事務組合を構成

する地方公共団体の議決をいただくことになっており、この度提案させていただくもので
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す。 

 それでは、提案条文の朗読により説明をさせていただきます。なお、本文中の括弧書き

の朗読は省略させていただきます。 

 池北三町行政事務組合規約の一部を変更する規約。 

 池北三町行政事務組合規約（昭和６２年十振興第１８９８号指令許可）の一部を次のよ

うに変更する。 

 第１３条を第１４条とし、第１２条の次に次の１条を加える。 

 事務の承継。 

 第１３条、組合の解散に伴う事務の承継については、ごみ処理施設（生ごみ処理施設、

中間処理施設及び埋立処分施設）及び小動物焼却施設の設置、維持管理並びに地域周辺対

策に関する事務を足寄町が承継する。 

 附則。 

 この規約は、北海道知事の許可のあった日から施行する。 

 以上、議案第５６号池北三町行政事務組合規約の変更についての提案理由とさせていた

だきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第５６号池北三町行政事務組合規約の変更についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５６号池北三町行政事務組合規約の変更については、原案のとおり

可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１４ 議案第５７号 

○議長（方川一郎君） 日程第１４ 議案第５７号池北三町行政事務組合の解散について

を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 田西住民課長。 
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○住民課長（田西敏重君） 議案第５７号池北三町行政事務組合の解散について、提案理

由の御説明を申し上げます。 

 足寄町、本別町及び陸別町が共同で設置した池北三町行政事務組合は、昭和６２年４月

より池北三町消防組合を母体に、足寄郡足寄町外二町十勝オンネトー青年の家組合と池北

三町浄化センター組合を統合し、現在に至っております。 

 この間、平成９年に北海道立足寄少年自然の家が完成したことから、オンネトー青年の

家の事務が廃止されており、平成１８年には、し尿処理事務を十勝圏複合事務組合で共同

処理をしています。また、平成２８年にとかち広域消防事務組合へ消防事務を移管してい

るため、以降は平成１４年に追加したごみ処理施設及び小動物の焼却の設置、維持管理等

の事務のみを執行しております。 

 しかしながら、平成３０年度末で最終処分場がほぼ満杯になることから、関係町で検討、

協議を重ねてまいりましたが、新たな施設の建設は困難との判断から、平成３１年４月か

ら、し尿と同様に十勝圏複合事務組合が設置し、管理運営する、くりりんセンターで資源

ごみ等を除くごみを共同処理することとなります。 

 一定程度の事務組合設立の目的が達成されることと、資源ごみ処理等の、くりりんセン

ターが処理できない事務を足寄町が承継し、本町が当該事務を足寄町へ委託することで、

より効率的かつ効果的な管理、執行が図れるためでございます。 

 なお、一部事務組合の解散については、地方自治法第２８８条の規定により解散の協議

をするもので、その前段として、地方自治法第２９０条の規定により、一部事務組合を構

成する地方公共団体の議決をいただくことになっており、提案させていただきました。 

 それでは、議案の内容を朗読させていただきます。なお、本文中の括弧書きの朗読は省

略させていただきます。 

 議案第５７号池北三町行政事務組合の解散について。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８８条の規定により、平成３１年３月３１

日をもって、池北三町行政事務組合を解散する。 

 以上、議案第５７号池北三町行政事務組合の解散についての提案理由とさせていただき

ます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第５７号池北三町行政事務組合の解散についてを採決します。 
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 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５７号池北三町行政事務組合の解散については、原案のとおり可決

されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１５ 議案第５８号 

○議長（方川一郎君） 日程第１５ 議案第５８号池北三町行政事務組合の解散に伴う財

産処分についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重君） 議案第５８号池北三町行政事務組合の解散に伴う財産処分に

ついて提案の内容を御説明申し上げます。 

 この度提案させていただく、池北三町行政事務組合の解散に伴う財産処分につきまして

は、当該組合が解散する際には所有する財産を銀河クリーンセンター及び浄化センターの

財産は足寄町が承継し、旧消防本部が管理していた物品については、引き続き管理するこ

とになります。 

 なお、一部事務組合の解散に伴う財産処分については、地方自治法第２８９条の規定に

より協議するもので、その前段として、地方自治法第２９０条の規定により、一部事務組

合を構成する地方公共団体の議決をいただくことになっており、提案させていただくもの

です。 

 それでは、議案の内容を朗読させていただきます。なお、本文中の括弧書き等の朗読は

省略させていただきます。 

 議案第５８号池北三町行政事務組合の解散に伴う財産処分について。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８９条の規定により、池北三町行政事務組

合の解散に伴う財産処分を別紙のとおり関係町の協議の上、定めるものとする。 

 次ページをお願いいたします。 

 別紙、池北三町行政事務組合の解散に伴う財産処分に関する協議書。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８９条の規定に基づき、池北三町行政事務

組合（以下「組合」という。）の解散に伴う財産処分について、下記のとおり定める。 

 組合の財産。 

 第１項、この協議書において対象とする組合の財産は、別添の池北三町行政事務組合の

財産に関する調書（以下「調書」という。）のとおりとする。 

 財産の処分。 

 第２項、組合の所有する財産は、足寄町が承継する。ただし、調書第６項第２号に掲げ
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る旧消防本部が管理していた物品については、引き続き相互融通に資するものとする。 

 処分年月日。 

 第３項、組合の解散に伴う財産処分の日は、平成３１年３月３１日とする。 

 その他。 

 第４項、この協議について疑義が生じたとき又は本協議書に定めのない事項については、

関係町がその都度協議する。 

 平成、年、月、日。 

 足寄町長、安久津勝彦、本別町長、髙橋正夫、陸別町長、野尻秀隆。 

 次ページをお願いします。 

 １項の中の調書について、別添、池北三町行政事務組合の財産に関する調書。 

 調書の内容は銀河クリーンセンター、浄化センター、旧消防本部が管理していた１、土

地、２、建物、３、工作物、４、設備等、５、車両、６、物品の財産でございます。 

 名称等については、省略させていただきます。 

 以上、池北三町行政事務組合の解散に伴う財産処分についての提案理由とさせていただ

きます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第５８号池北三町行政事務組合の解散に伴う財産処分についてを採決し

ます。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５８号池北三町行政事務組合の解散に伴う財産処分については、原

案のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩します。 

午後２時２８分 休憩 

午後２時４０分 再開 

○議長（方川一郎君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 
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◎日程第１６ 議案第５９号 

○議長（方川一郎君） 日程第１６ 議案第５９号足寄町への資源ごみ処理等に関する事

務の事務委託についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重君） 議案第５９号足寄町への資源ごみ処理等に関する事務の事務

委託について提案理由の御説明を申し上げます。 

 この度、提案させていただくのは、平成３１年４月１日から資源ごみ、小動物の焼却、

一般及び事業系の廃棄物の直接搬入に関する事務の管理及び執行を足寄町に委託するもの

でございます。 

 なお、事務の委託については、地方自治法第２５２条の１４第１項の規定により協議す

るもので、その前段として、地方自治法第２５２条の２の２第３項の規定により、地方公

共団体の議決をいただくことになっており、提案させていただくものです。 

 それでは、議案の内容を朗読させていただきます。 

 なお、本文中の括弧書き等の朗読は省略させていただきます。 

 議案第５９号足寄町への資源ごみ処理等に関する事務の事務委託について、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の１４第１項の規定により、平成３１年４月１日

から資源ごみ処理等に関する事務の管理及び執行を足寄町に委託するため、別紙のとおり

規約を定め、事務を委託する。 

 次ページをお願いいたします。 

 本別町と足寄町との間における資源ごみ処理等の事務委託に関する規約。 

 趣旨。 

 第１条、この規約は、旧池北三町行政事務組合を構成していた足寄町、本別町及び陸別

町の３町（以下「関係町」という。）が相互に協力し、資源ごみ処理等の事務を効果的に

推進するため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の１４第１項の規定に

基づき、これを共同処理するために必要な事項を定める。 

 委託事務の範囲。 

 第２条、本別町は、次に掲げる事務（以下「委託事務」という。）の管理及び執行を足

寄町に委託する。 

 第１号、ごみ処理施設の設置、運営・維持管理及び除却に関する事務。 

 第２号、小動物焼却施設の設置、運営・維持管理及び除却に関する事務。 

 第３号、し尿処理施設の管理、除却に関する事務。 

 第４号、中継設備（ストックヤード）の設置、運営・維持管理に関する事務。管理及び

執行の方法。 

 第３条、前条各号に掲げる委託事務の管理及び執行については、足寄町の条例及び規則

その他の規程（以下「条例等」という。）の定めによるものとする。 
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 経費の負担及び予算の執行。 

 第４条、委託事務の管理及び執行に要する経費は、本別町の負担とし、本別町は、予め、

これを足寄町に交付する。 

 第２項、前項の経費の額及び交付の時期は、別表に定める負担割合により、足寄町長が

本別町長と協議して定める。この場合において、足寄町長は、予め、委託事務に要する経

費の見積に関する書類（事業計画案その他参考になるべき書類を含む。）を本別町長に送

付しなければならない。 

 予算の計上。 

 第５条、足寄町長は、その委託を受けた事務の管理及び執行にかかる収入及び支出につ

いては、足寄町歳入歳出予算において分別して計上するものとする。 

 収入の帰属。 

 第６条、委託事務の管理及び執行に伴う使用料、手数料その他の収入は、全て足寄町の

収入とする。 

 予算の繰越。 

 第７条、足寄町長は、その委託を受けた事務の管理及び執行にかかる予算に残額がある

場合においては、これを翌年度における委託事務費の管理及び執行の要する経費として繰

り越して使用するものとする。この場合においては、足寄町長は、繰越金の生じた理由を

附記した計算書を当該年度の出納閉鎖後速やかに本別町長に提出しなければならない。 

 決算の場合の措置。 

 第８条、足寄町長は、地方自治法第２３３条第６項の規定により、決算の要領を公表し

たときは、同時に当該決算の委託事務に関する部分を本別町長に通知するものとする。 

 連絡会議。 

 第９条、足寄町長は、必要に応じ委託事務の管理及び執行について連絡調整を図るため、

本別町長と連絡会議を開くものとする。 

 条例等改正の場合の措置。 

 第１０条、委託事務の管理執行について適用される足寄町の条例等の全部若しくは一部

を変更しようとする場合においては、足寄町は、予め、本別町に通知しなければならない。 

 委任。 

 第１１条、この規約に定めるもののほか、委託事務に関し必要な事項は、足寄町及び本

別町が協議して定める。 

 附則。 

 第１項、この規約は、平成３１年４月１日から施行する。 

 第２項、本別町長は、この規約の告示の際、併せて委託事務に関する足寄町の条例が、

本別町に適用される旨及びこれらの条例等を公表するものとする。 

 第３項、委託事務の全部若しくは一部を廃止する場合においては、当該事務の管理及び

執行にかかる収支は、廃止の日を以てこれを打切り、足寄町長がこれを決算する。この場
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合、決算に伴って生ずる剰余金は、速やかに本別町に還付しなければならない。 

 別表（第４条関係）。 

 経費の区分、ごみ処理施設・小動物焼却施設の運営・維持管理費及びその他の施設の管

理費、負担割合の区分、均等割２５パーセント、搬入割７５パーセント、ごみ処理施設・

小動物焼却施設の新・改築費及び除却費、均等割３０パーセント、人口割７０パーセント、

ごみ処理施設の周辺施設整備費、均等割３０パーセント、人口割７０パーセント、し尿処

理施設の除却費、均等割２５パーセント、人口割７５パーセント、中継設備（ストックヤ

ード）の設置、運営・維持管理費、均等割２５パーセント、搬出割７５パーセント。注意

書きについては省略させていただきます。 

 以上、議案第５９号足寄町への資源ごみ処理等に関する事務委託についての提案理由の

説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） １点だけ質問させていただきますが、前段までの関連があります、

規約改正等、財産処分等々についてお聞きします。足寄町に委託かけるこの規約が通った

とすれば、三町の事務組合解散全部整うわけでございますが、これをもって町民の方々に

周知するということで、先般の議員協議会でも多くの議員の方々のお話が出ていました。

最後のこの本別町と足寄町の云々の規約が通ったと仮定しまして、関連全部通りますので、

そのあとどのような日程で町民の方々に説明が入るのか、また自治会長云々という話も先

般の議員協議会で出てございました。非常に町民の方々の生活に、大変重要な案件でござ

いますので、その辺の考え方の一端を、報告お願いしたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重君） 大住議員の質問に対してお答えします。先般議員協議会での

とおり施行的なものが７月末位にごみの仕分けのものがつくられまして、それに伴ってお

盆過ぎ頃には住民説明ができると思います。その事前に、自治会長さんにはそのものを文

書でもってお知らせするような形をとろうと思っております。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 今、前段の改正についても、３本、４本目も含めて細かく説明が

ありましたので、私たちも相当承知はいたしました。ただ、町民の皆さんにも、私どもも

１１人で周知しましてもなかなか周知できないことがございますので、町の広報等、また

自治会長云々等ございますので、今お話ありましたように、より早く細かく、ごみの分別

体制だとか、ごみの細かいことではないですけれども、ごみの袋の料金等々もかわってく

ることも想定されますので、町民の人たちは不安と申しますか、どのようになるのかとい

うことで日々考えている部分ございます。当初９月がお盆明け、お盆過ぎということにな

ってございますけれども、なるべく１週間でも１０日でも早くということで、私のほうか

ら、どのようなお考えか再度お聞きしたいと思います。 
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○議長（方川一郎君） 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重君） 今ありましたとおり、袋の料金だとかについてはまだ試算が

はっきりしていませんので、それは事業系ごみの処理料金だとかについてもまだ試算をし

ていないので、その辺を、大住議員の言われたとおり、早い段階でいろいろ試算しながら

決めていきまして、以前は９月ということで説明したのですけれども、少し早くというこ

とで、お盆過ぎ頃には住民へ説明できるような形をとりたいと考えております。 

○議長（方川一郎君） 矢部隆之君。 

○１番（矢部隆之君） １点だけ。ここに規約ということで、それぞれ今後の、本別町と

足寄、陸別の取り決め事項を書いてありますけれども、この中で、第２条で管理及び執行

を足寄町に委託するということで、これについては第４条で管理及び執行に要する経費は

本別町の負担とするということで、１００パーセント本別町が足寄町さんにお支払いする

という解釈でよろしいのかどうなのか、それが１点と、第２条で管理及び執行の中に（１）、

（２）、（４）までありますけれども、除却という表現があるのですけれども、施設何か、

かなり老朽化して除却をしなければいけないといった場合に経費かかると思うのですけれ

ども、それについてはこの右下の第４条で、均等割、人口割、それぞれ負担割合あります

けれども、この分も含めて本別町が負担するとかというのではなくて、それぞれ三町でや

るのか、本別と足寄でやるのかわかりませんけれども、そこでやるのか、その辺の文言の

説明ですね。 

 それともう１点、第６条で使用料、手数料の収入関係でありますけれども、施設の中に

はまだ使える物があるから使用料とか収入とかという表現使っているのでしょうけれども、

これは全て足寄町さんに入るよというような文言になっていますけれども、かかる経費は

本別で見て、収入は足寄町さんですよという、単純に解釈してしまったのですけれども、

その辺についてはどのようなことになっているのか、ちょっと説明してください。 

○議長（方川一郎君） 田西住民課長。 

○住民課長（田西敏重君） まず１番目の質問の第４条の関係ですが、ここに本別町が負

担となっているのですけれども、足寄町自身が委託を受けるところなので、当然足寄町は

自分出すので、本別町の負担部分だけを納入するという形でございます。 

 次に第２条の関係の除却の関係なのですけれども、今現在使っている満杯になった施設

についても、汚水処理の問題等がありまして、それに対する処置だとかする部分がありま

すので、そういう除却も入っていますし、その後についても使った施設が老朽化した場合

には除却費が含まれてくるので、そういう形になっております。 

 第６条の関係につきましても、収入は全部足寄町にというのも同じような考え方で、足

寄町が受託を受けて本別町がそこに払うので、本別町は負担部分だけを支払う形になりま

すので、その収入だとかというのは、計算してうちの負担部分だけとかという計算になっ

てくると思います。 

○議長（方川一郎君） 矢部隆之君。 
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○１番（矢部隆之君） 除却の関係、答弁いただいたのですけれども、除却になったらそ

ういうことになりますという、そういうことというのはだからどういう解釈で、除却にな

った場合の負担割合といいますかね、本別町、足寄町、陸別町も含めて、その辺はどうい

う負担割合になるのかということで、もうちょっと具体的に教えてください。 

○議長（方川一郎君） 大和田副町長。 

○副町長（大和田 収君） 今の御質問ですけれども、全て別表にありますようにここに

負担割合があると思います。ここの割合に基づいて、本別町が足寄町に払うと。足寄町は

三町で集めた全ての除却、それから維持費、保守点検委託料も全部足寄町が責任を持って

払うと。うちはその負担を払うという形になります。以上です。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

 阿保静夫君。 

○１０番（阿保静夫君） 今の質疑にもちょっと関連しますけれども、第４条から第７条、

それから附則の３項をずっと見ていきますと、委託するわけですからこの金額で本別町の

資源ごみ等を処理してもらうという中身だというのは理解しているつもりですけれども、

その中で例えば足寄町長は本別町長に、いわゆる決算みたいな形できちんと報告をすると

いうことで、１年の事業の内容を報告するという中身になっていますので、委託だから、

この決まった金額で処理してくださいという中身だというふうに思うのですけれども、い

ろんな要素がからんで、ここでいうと足寄のこの事業に関する収入が大きくなって、次の

年の本町が払う委託料にそのことが影響するということはないのか、要するに前年たくさ

ん収入があったので、委託料についてはその都度協議しながら、負担割合で負担するとい

うことになるのかどうなのか、一定の委託料を決めたらずっとその金額でやっていくのか

どうかというのが第１点と、附則の第３項は除却した、処分とか除却したときですね、廃

止する場合において、決算に伴って生ずる剰余金は速やかに本別町に還付しなければなら

ないというような記述があるものですから、なおさら普段の委託の関係の中で、剰余金と

いう表現が正しいのかどうかわかりませんけれども、経費と比較をして収入の部分が大き

かったときに協議をして、本別町が払う委託料というのは変化していくような、そういう

中身なのかどうなのか、その点を伺いたいと思います。 

○議長（方川一郎君） 大和田副町長。 

○副町長（大和田 収君） 今の御質問ですけれども、予算の繰越という第７条がありま

す。阿保議員おっしゃるとおり、その中で前段概算で払いますけれども、その年のいろい

ろな部分、除却、それから収入が多かった場合については翌年で調整と、そういう部分で

出てくるかと思います。 

 それから、委託料は同じではございません。それは第９条でありますように、連絡会議

を持つことになっております。これは足寄町、本別町長、それから陸別町長が三者で必要

に応じ委託事務の管理、及び執行について連絡調整を行なうとありますので、この中で恐

らくそのような調整が出てくるかというふうに思っておりますので、その中で次年度の分
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の負担割合、概算、それから精算という形になってくるかと思います。以上です。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第５９号足寄町への資源ごみ処理等に関する事務の事務委託についてを

採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５９号足寄町への資源ごみ処理等に関する事務の事務委託について

は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１７ 議案第６０号 

○議長（方川一郎君） 日程第１７ 議案第６０号財産の取得についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 議案第６０号財産の取得について、提案理由の説明を申し上

げます。 

 この度の財産の取得に際しましては、予定価格が１,５００万円以上の動産の買入れとな

りますので、地方自治法第９６条第１項第８号及び議会の議決に付すべき契約および財産

の取得または処分に関する条例第３条の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 財産取得の目的は、除雪作業の効率化を図り、迅速な除雪作業による冬道の安全な交通

を確保することを目的に、平成１４年１０月に取得し、老朽化した除雪ダンプ、１０トン

級を更新するもので、財産の内容は、除雪トラック１０トン級、６掛ける６、六輪駆動の

ことをいいます、のダンプ型、アングリングプラウ、アングリンググレーダー付となって

おります。 

 財産の取得につきましては、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号に基づく随

意契約によるもので、ＵＤトラックス道東株式会社帯広支店、東北海道日野自動車株式会

社帯広支店、東北海道いすゞ自動車株式会社帯広支店の３者を選定いたしました。 

 平成３０年５月２９日に見積合わせ執行通知を行い、平成３０年６月７日に見積合わせ

を執行しております。 
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 契約金額は４,５１４万２,４１６円で、見積合わせの回数は１回で決定をしております。 

 契約の相手方は、帯広市西２１条北１丁目３番１２号、ＵＤトラックス道東株式会社帯

広支店、支店長○○○○でございます。 

 仮契約は、平成３０年６月７日に行なっております。 

 納期は、平成３１年３月３１日でございます。 

 以上、議案第６０号財産の取得についての提案理由にかえさせていただきます。よろし

く御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 今細かく説明をいただきました。取得する財産が除雪トラックと

いうことでございますので、今お聞きしていますと、本契約終わってから納期が３１年の

３月ということになりますと、除雪するピークといいますか、普通の人考えれば、雪が早

ければ１２月には降りますよね。もっと早ければ１１月に降ります。その対応に支障が出

ることはないのですか。その辺どういう考え、今あるものを使って、入るまでは今のまま

使っているという解釈なのか、まあ私が全部言ってしまったら答弁することはないのかも

しれませんけれども、その辺どのようなお考えだったのか、今の説明ではわかりませんの

で、その辺きちっとわかるような答弁を求めるものでございます。 

○議長（方川一郎君） 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有君） 大住議員の納期の時期ということでございます。納期に

つきましては２点ほど条件がございまして、特殊車両でまずはあるということ、あと受注

生産であります。やはり発注してから納品までに時間がかかりますということが、まず１

点でございます。 

 あと新型車に今回、排気ガス規制の絡みで新型車に切りかわっているということでもご

ざいまして、メーカーのほうでも特殊車両でもありますし時間がかかるということで、納

期については今３月いっぱいを、納期につきましては取らせていただいております。極力

メーカーのほうには納期を早めてもらうということでお話をしておりますが、もし納期内

に間に合わないということであれば現車をやはり使わせていただきまして、対応していき

たいというふうに考えているところでございます。 

○議長（方川一郎君） 大住啓一君。 

○４番（大住啓一君） 行政の考え方としては極めてあやふやな考え方だと思うのですけ

れども、今契約して本契約終わって、納期が３月３１日まで。それは受注生産だから時間

がかかると。だけど早めてもらうんだというのは、これちょっと財政法上おかしな話で。

それはきちっと納期があるのだけども、早まった場合にはきちっとするという解釈ではな

いかと思います。 

 それで、町民の皆さんのインフラの整備に支障をきたさないためには、今あるものを使

うのか、その辺をきちっと明確に町民の皆さんにお示ししなければならないということで
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私は質問しているものですから。その辺を、納期がこうだから早めればいいんだという、

それは財政法上いかがなものかというのもございますので、その辺を再度求めるものでご

ざいます。 

○議長（方川一郎君） 大槻建設水道課長。 

○建設水道課長（大槻康有君） 失礼しました。納期につきましてはあくまでも契約上な

ので、３月３１日ということでございます。今お話ありましたように、今の納期からいき

ますと、やはり現車で対応という、町民の皆さんには今ある機械で除雪作業をさせていた

だくということになります。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第６０号財産の取得についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６０号財産の取得については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１８ 議案第６１号 

○議長（方川一郎君） 日程第１８ 議案第６１号財産の取得についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村本総務課長。 

○総務課長（村本信幸君） 議案第６１号財産の取得について、提案理由の説明を申し上

げます。 

 この度の財産の取得に際しましては、予定価格が１,５００万円以上の動産の買入れとな

りますので、地方自治法第９６条第１項第８号及び議会の議決に付すべき契約および財産

の取得または処分に関する条例第３条の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 財産取得の目的は、除雪作業の効率化を図り、迅速な除雪作業による冬道の安全な交通

を確保することを目的に、平成１１年１１月に取得し、老朽化した除雪トラック、１０ト

ン級、６掛ける６、六輪駆動車でございますが、の専用車を更新するもので、財産の内容

は除雪トラック１０トン級、６掛ける６、専用車、アングリングプラウ、アングリンググ

レーダー、自動姿勢制御装置付油圧式ツーウェイサイドウィング付となっております。 
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 財産の取得につきましては、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号に基づく随

意契約によるもので、ＵＤトラックス道東株式会社帯広支店、東北海道日野自動車株式会

社帯広支店、東北海道いすゞ自動車株式会社帯広支店の３者を選定いたしました。 

 平成３０年５月２９日に見積合わせ執行通知を行い、平成３０年６月７日に見積合わせ

を執行しております。 

 契約金額は５,２５０万８,１８０円で、見積合わせの回数は１回で決定をしております。 

 契約の相手方は、帯広市西２０条北１丁目３番２号、東北海道いすゞ自動車株式会社帯

広支店、支店長○○○○でございます。 

 仮契約は、平成３０年６月７日に行っております。 

 納期は、平成３１年３月３１日でございます。 

 以上、議案第６１号財産の取得についての提案理由にかえさせていただきます。よろし

く御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第６１号財産の取得についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６１号財産の取得については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１９ 意見書案第２号 

○議長（方川一郎君） 日程第１９ 意見書案第２号北海道主要農作物種子条例の制定に

関する要望意見書を議題とします。 

 提案趣旨の説明を求めます。 

 高橋利勝君、御登壇ください。 

○１１番（高橋利勝君）〔登壇〕 意見書案第２号北海道主要農作物種子条例の制定に関す

る要望意見書。 

 上記の議案を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出します。 

 なお、提案理由の説明につきましては、案文の朗読をもってかえさせていただきます。 
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 北海道主要農作物種子条例の制定に関する要望意見書案。 

 我が国の食と農を支えてきた主要農作物種子法（以下「種子法」）が、本年４月１日に廃

止されました。 

 種子法は、国や都道府県に対する公的役割を明確にしたものであり、同法のもとで、稲・

麦・大豆などの主要農作物の種子の生産・普及のための施策が実施され、農業者には安く

て優良な種子が、消費者には美味しい米など農産物が安定的に供給されてきました。 

 しかし、種子法の廃止により、今後、稲などの種子価格の高騰、地域条件等に適合した

品種の生産・普及などの衰退が心配されています。また、地域の共有財産である「種子」

を民間に委ねた場合、長期的には世界の種子市場を独占する遺伝子組み換え企業が日本の

種子市場を支配していく懸念も指摘されています。 

 このことは、我が国の食の安全・安心、食料主権が脅かされることであり、国民・道民

にとっても大きな問題であります。 

 また、種子法廃止法案の可決に当っては、種子法が主要農作物種子の国内自給及び食料

安全保障に多大な貢献をしてきたことに鑑み、優良な種子の流通確保や引き続き都道府県

が種子生産等に取り組むための財政措置、特定企業による種子の独占防止などについて、

万全を期すことを求める附帯決議がなされています。 

 よって、北海道における現行の種子生産・普及体制を生かし、本道農業の主要農作物の

優良な種子の安定供給や品質確保の取り組みを後退させることなく、農業者や消費者の不

安払拭のために、北海道独自の種子条例を制定するよう、次の事項を添えて強く要望しま

す。 

 記。 

 １、将来にわたって北海道の優良な種子が安定的に生産及び普及が図られ、生産者が安

心して営農に取り組み、高品質な道産農作物が消費者に提供できるよう、北海道主要農作

物の種子に関する道条例を早期に制定すること。 

 ２、対象農作物については、稲、麦、大豆といった北海道農業に欠かせない農作物を位

置付けるとともに、条例の円滑な推進に必要な財政措置と万全な体制を構築すること。 

 ３、食料主権の確保と持続可能な農業を維持する観点から、優れた道産種子の遺伝資源

が国外に流出することのないよう知的財産の保護を条例に盛り込むこと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 提出先、北海道知事。 

 議員各位の賛同を、よろしくお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、意見書案第２号北海道主要農作物種子条例の制定に関する要望意見書を採決

します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見書案第２号北海道主要農作物種子条例の制定に関する要望意見書は、

原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第２０ 意見書案第３号 

○議長（方川一郎君） 日程第２０ 意見書案第３号教職員の超勤・多忙化解消・「３０人

以下学級」の実現、義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、「子どもの貧困」

解消など教育予算確保・拡充と就学保障に向けた意見書を議題とします。 

 提案趣旨の説明を求めます。 

 黒山久男君、御登壇ください。 

○６番（黒山久男君）〔登壇〕 意見書案第３号教職員の超勤・多忙化解消・「３０人以下

学級」の実現、義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、「子どもの貧困」解

消など教育予算確保・拡充と就学保障に向けた意見書。 

 上記の議案を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出します。 

 案文を朗読し、提案にかえさせていただきます。 

 教職員の超勤・多忙化解消・「３０人以下学級」の実現、義務教育費国庫負担制度堅持・

負担率１／２への復元、「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障に向けた

意見書案。 

 義務教育費国庫負担率が１／２から１／３になったことで、定数内期限付採用や非常勤

教職員が増加し、教職員定数の未充足などの状況が顕著になっている中、文科省は、１８

年度概算要求で、中教審の働き方改革特別部会の近況提言を受け、学校現場の働き方改革

に関係する予算要求として、９年間の教職員定数改善３,４１３人増の要求を行いました。

しかし、この概算要求は実現されず、加配定数１,２１０人、１７年３月の義務標準法改正

による基礎定数化に伴う定数３８５人、計１,５９５人の定数増、内、小学校３～６年の授

業増への対応として要求した２,２００人についても１,０００人にとどまりました。これ

は、自然減は上回るものの加配定数によるものです。また、財務省・財政審も、１７年度

に加配定数を基礎定数化したことや少子化を理由に、教職員定数改善に慎重な態度で、教
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職員の働き方改革についても、教育委員会等の調査の厳選・削減等を挙げ、自治体の自助

努力ですすめるべきとの態度をとっています。 

 しかし、教職員の７～８割が時間外労働過労死ライン８０時間を超えている中、教職員

の多忙・超勤実態解消は喫緊の課題です。そのためには、中教審特別部会の緊急提言など

による業務量の抜本的削減を蔑ろにした時間短縮などではなく、教職員の無制限・無定量

の超過勤務を容認する「給特法・条例」を廃止するなどの法整備の見直し、所定勤務時間

に収まるよう授業時数・業務総量を削減するとともに、そのために必要な、義務標準法改

正を伴う「第８次教職員定数改善計画」の策定による教職員定数改善、「３０人以下学級」

など少人数学級の早期実現、全教職員による協力協働体制による「学校づくり」を具現化

するよう、各自治体から議会意見書などにより多くの声を国にあげていくことが必要です。 

 また、昨年のＯＥＣＤの発表によると、１４年度日本のＧＤＰ比に占める教育機関への

公的支出の割合は３.２パーセントと、比較可能な加盟３４カ国中、再び最下位となりまし

た。その一方、子ども一人当たりの教育支出における私費負担率は依然として高い水準に

あり、日本の教育への公的支出の貧困は明らかです。さらに、昨年９月の厚労省「国民生

活基礎調査」では、１８歳未満の子どもがいる世帯の子どもの貧困率は１３.９パーセント、

ひとり親世帯は５０.８パーセントと、前回調査から若干改善したものの、依然として７人

に１人の子ども、半数超の家庭が未だに貧困状態にあります。 

 さらに、生活扶助費の切り下げによる就学援助制度の改悪、「高校授業料無償制度」への

所得制限、「給付型奨学金」が先行実施されたものの対象者等が限定されていることから、

未だに教育ローンともいえる有利子「奨学金制度」を利用せざるを得ない子どもたちが、

返済に悩み苦しむなど、家庭・子どもの「貧困と格差」は改善されず、経済的な理由で進

学・就学を断念するなど「教育の機会均等」は崩され、学習権を含む子どもの人権が保障

されない状況となっています。子どもたちは、住む地域や環境に関係なく平等に教育を受

ける権利を有しています。その保障のためには、国による教育予算の確保と拡充が必要で

す。 

 これらのことから、国においては、早急に実効性のある教職員の超勤・多忙化解消の実

現、義務教育費無償、義務教育費国庫負担制度の堅持、当面負担率１／２への復元、など、

以下の項目について地方自治法第９９条にもとづき、教育予算の確保・拡充、就学保障の

充実をはかるよう意見します。 

 記。 

 １、国の責務である教育の機会均等・水準の最低保障を担保するため、義務教育費を無

償となるよう、また、義務教育費国庫負担制度の堅持、当面、義務教育国庫負担金の負担

率を１／２に復元されるよう要請します。 

 ２、「３０人以下学級」の早期実現にむけて、小学校１年生～中学校３年生の学級編成標

準を順次改定すること。また、地域の特性にあった教育環境整備・教育活動の推進、住む

地域に関係なく子どもたちの教育を保障するため、義務標準法改正を伴う計画的な教職員
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定数改善の早期実現、教頭・養護教諭・事務職員の全校配置の実現のため、必要な予算の

確保・拡充を図るよう要請します。 

 ３、給食費、修学旅行費、教材費など保護者負担の解消、図書費など国の責任において

教育予算の十分な確保、拡充を行うよう要請します。 

 ４、就学援助制度・奨学金制度の更なる拡大、高校授業料無償化など、就学保障の充実

に向け、国の責任において予算の十分な確保、拡充を図るよう要請します。 

 ５、高校授業料無償制度への所得制限撤廃とともに、朝鮮学校の授業料無償化適用除外

撤回を実現するよう要請します。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたします。 

 なお提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、文部科学大臣、総務大臣、財

務大臣、内閣府特命担当大臣（地方創生、規制改革担当）でございます。 

 議員各位の御賛同をよろしくお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、意見書案第３号教職員の超勤・多忙化解消・「３０人以下学級」の実現、義務

教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、「子どもの貧困」解消など教育予算確保・

拡充と就学保障に向けた意見書を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見書案第３号教職員の超勤・多忙化解消・「３０人以下学級」の実現、義

務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、「子どもの貧困」解消など教育予算確

保・拡充と就学保障に向けた意見書は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第２１ 意見書案第４号 

○議長（方川一郎君） 日程第２１ 意見書案第４号２０１９年度地方財政の充実・強化

を求める意見書についてを議題とします。 

 提案趣旨の説明を求めます。 

 高橋利勝君、御登壇ください。 
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○１１番（高橋利勝君）〔登壇〕 意見書案第４号２０１９年度地方財政の充実・強化を求

める意見書。 

 上記の議案を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出します。 

 なお、提案理由の説明につきましては、案文の朗読をもって説明とさせていただきます。 

 ２０１９年度地方財政の充実・強化を求める意見書案。 

 地方自治体は、高齢化が進行する中での医療・介護、子育て支援など社会保障への対応、

地域交通の維持、森林環境政策の推進など、果たす役割が拡大する中で、人口減少対策、

大規模災害を想定した防災・減災事業の実施、公共施設の老朽化対策など、新たな政策課

題に直面しています。 

 一方、公共サービスを提供する人材が限られる中で、新たなニーズへの対応と細やかな

サービスの提供が困難となっており、人材確保を進めるためこれに見合う財源が必要です。 

 こうした状況にもかかわらず、社会保障費の圧縮や「公的サービスの産業化」など地方

財政をターゲットとした歳出削減にむけた議論が加速しています。とくに、「トップランナ

ー方式」の導入は、民間委託を前提とした地方交付税算定を容認するものであり、地方財

政全体の安易な縮小につながることが危惧されます。「インセンティブ改革」とあわせ、地

方交付税制度を利用した国の政策誘導であり、客観・中立であるべき地方交付税制度の根

幹を揺るがしかねないものです。 

 また、自治体基金は景気動向による税収の変動、人口減少による税収減や地域の実情を

踏まえた政策課題に対応する目的で積み立てており、財政的余裕によるものではないこと

から基金残高を地方財政計画に反映させて地方交付税を削減するべきではありません。 

 地域で必要な公共サービスの提供を担保するための財源保障が地方財政計画の役割です。

しかし、財政健全化目標を達成するために歳出削減が行われ、結果としてサービスが抑制・

削減されれば、本末転倒であり、住民生活と地域経済に大きな影響を与えることは明らか

です。 

 このため、２０１９年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、歳入・歳出を的確

に見積もり、社会保障予算の充実と地方財政の確立をめざすことが必要です。このため、

政府に以下の事項の実現を求めます。 

 記。 

 １、子ども・子育て支援新制度、地域医療の確保、地域包括ケアシステムの構築、生活

困窮者自立支援、介護保険制度や国民健康保険制度の充実など、急増する社会保障ニーズ

への対応と人材を確保するための社会保障予算の確保および地方財政措置を的確に行うこ

と。また、消費税・地方消費税の引き上げを予定どおり２０１９年１０月に実施し、社会

保障財源に充てること。 

 ２、社会保障、災害対策、環境対策、地域交通対策、人口減少対策など、増大する地方

自治体の財政需要と、公共サービスの提供に必要な人員を的確に把握し、これに見合う地

方一般財源総額の確保をはかること。 
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 ３、地方交付税における「トップランナー方式」の導入は、地域によって人口規模・事

業規模の差異、各自治体における検討経過や民間産業の展開度合いの違いを無視して経費

を算定するものであり、廃止・縮小すること。 

 ４、住民の命と財産を守る防災・減災事業は、これまで以上に重要であり、自治体庁舎

をはじめとした公共施設の耐震化や緊急防災・減災事業の対象事業の拡充と十分な期間の

確保を行うこと。 

 ５、２０１５年度の国勢調査を踏まえた人口急減・急増自治体の行財政運営に支障が生

じることがないよう、地方交付税を算定すること。 

 ６、地域間の財源偏在性の是正のため、偏在性の小さい所得税・消費税を対象に国税か

ら地方税への税源移譲を行うなど、抜本的な解決策の協議を進めること。 

 同時に、各種税制の廃止、減税を検討する際には、自治体財政に与える影響を十分検証

した上で、代替財源の確保をはじめ、財政運営に支障が生じることがないよう対応をはか

ること。 

 ７、地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、市町村合併の算定特例

の終了を踏まえた新たな財政需要の把握、小規模自治体に配慮した段階補正の強化などの

対策を講じること。 

 同時に、地方交付税原資の確保については、臨時財政対策債に過度に依存しないものと

し、対象国税４税（所得税・法人税・酒税・消費税）に対する法定率の引き上げを行うこ

と。 

 ８、地方自治体の基金は、２００４年度の地方交付税・臨時財政対策債の一般財源の大

幅削減による自治体財政危機、自治体にかかわる国の突然の政策変更、リーマンショック

などの経済環境変動下でも、災害の復旧・復興や住民の福祉向上のために必要な事業に対

応できるよう、財政支出の削減等に努めながら積み立てたものであり、これを地方財政計

画へ反映しないこと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、

経済産業大臣、内閣府特命担当大臣（地方創生、規制改革担当）、内閣府特命担当大臣（経

済財政政策担当）。 

 以上でございます。議員各位の賛同をよろしくお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
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 これで討論を終わります。 

 これから、意見書案第４号２０１９年度地方財政の充実・強化を求める意見書について

を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見書案第４号２０１９年度地方財政の充実・強化を求める意見書につい

ては、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第２２ 意見書案第５号 

○議長（方川一郎君） 日程第２２ 意見書案第５号「これからの高校づくりに関する指

針」を見直し、機械的な高校統廃合を行わないことを求める意見書についてを議題としま

す。 

 提案理由の説明を求めます。 

 藤田直美君、御登壇ください。 

○２番（藤田直美君）〔登壇〕 意見書案第５号「これからの高校づくりに関する指針」を

見直し、機械的な高校統廃合を行わないことを求める意見書。 

 上記の議案を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出します。 

 提案理由については、意見書の案文の朗読によってかえさせていただきます。なお、括

弧書きの朗読は省略させていただきます。 

 「これからの高校づくりに関する指針」を見直し、機械的な高校統廃合を行わないこと

を求める意見書案。 

 北海道教育委員会（以下、道教委）は平成１８（２００６）年８月に「新たな高校教育

に関する指針」（以下、旧指針）を発表しました。この「旧指針」によって「高校配置計画」

を進めた結果、平成２０（２００８）年から道立高校３８校が廃校となりました。そのう

ち１８校は地域唯一の高校の閉校でした。道教委は２０１８年３月、「新たな高校教育に関

する指針」に代わる「これからの高校づくりに関する指針」（以下、「新指針」）を決定しま

した。ところが「新指針」は、「１学年４～８学級を望ましい学校規模」とし、３学級以下

は原則統廃合の対象とする「旧指針」の基本方針をそのまま受け継いでいます。今後もこ

の「新指針」によって高校統廃合が行われれば、実に９３校が統廃合の対象となり、４６

パーセントもの高校の存続が脅かされることになります。 

 小規模校では、困難さを抱えている生徒にもよく目が行き届き、一人ひとりの子どもた

ちに寄り添った教育をすることや、地域の特色を生かした教育課程を編成することができ

ます。しかし、こうした利点に目を向けずに、高校統廃合をすすめた結果、高校のない地

域では、遠距離通学を強いられる生徒を多く生み出しています。道教委の高校配置計画を
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策定するために開催される「地域別検討協議会」の参加者からは、「機械的に高校をなくさ

ないでほしい」という声が多方面から聞かれます。長野県のように、学校種や地域の実情

を考慮した学校配置の基準を設定している自治体もある一方で、北海道は全道一律の基準

で統廃合をすすめようとしています。北海道の広域性を考えれば、「１学年４～８学級を望

ましい学校規模」とすることは、まったく現実的ではありません。むしろ、道独自に少人

数学級を高校で実施し、子どもたちや保護者・地域住民の声を聞きながら学校づくりをす

すめることこそが大切です。 

 いま求められているのは、地域の学校を存続させ、地域の高校が高校としての機能を果

たせる施策の実現であると考えます。以上の趣旨に基づき、下記について実施されるよう

強く求めます。 

 記。 

 １、道・道教委は、独自に少人数学級を高校において実施し、機械的な統廃合を行わな

いこと。 

 ２、道・道教委は、地域の願いや実態に応じ、子どもの学ぶ権利や教育の機会均等を保

障する立場から、「１学年４～８学級を望ましい学校規模」とする「これからの高校づくり

に関する指針」を見直すこと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 なお提出先は、北海道知事、北海道教育委員会教育長です。議員各位の賛同を、よろし

くお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから、意見書案第５号「これからの高校づくりに関する指針」を見直し、機械的な

高校統廃合を行わないことを求める意見書についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見書案第５号「これからの高校づくりに関する指針」を見直し、機械的

な高校統廃合を行わないことを求める意見書については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
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◎日程第２３ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

○議長（方川一郎君） 日程第２３ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題とし

ます。 

 広報広聴常任委員長から、所管事務のうち、会議規則第７５条の規定によってお手元に

配布しました所管事務の調査事項について、閉会中に継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。 

 本件、申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、広報広聴常任委員長から申し出のあった所管事務について、閉会中の継続

調査の申し出は、申し出のとおり決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第２４ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

○議長（方川一郎君） 日程第２４ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件を議題

とします。 

 議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配布しました所掌事

務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。 

 本件、申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

したがって、議会運営委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定

いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程第２５ 議員派遣の件 

○議長（方川一郎君） 日程第２５ 議員派遣の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本件については、会議規則第１２９条の規定によって、お手元にお配りしました派遣内

容のとおり、議員を派遣したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣の件は、お手元にお配りしました派遣内容のとおり、議員を派遣

することに決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎閉会宣告 
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○議長（方川一郎君） これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

 お諮りします。 

 本定例会に付されました事件は、全部終了しました。 

 会議規則第７条の規定によって、本日で閉会したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会は、本日で閉会することに決定いたしました。 

 会議を閉じます。 

 平成３０年第２回本別町議会定例会を閉会いたします。 

 御苦労様でした。 

閉会宣告（午後３時５１分） 
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